
努 睡 酎 協

議F
巴、

:，:，: 

議f

叩仕

味、

強

+  

'，( 

1!J 

、幹

相

， ｾｬ＠

月 競

.  
…  s  ｾ＠ J  '  .. 

-h  

町 宮



: G問診:

日英米特許四 O個 ・賀川新案聾録六O個併用

大野武防災捲Ｎｌｾケ戸

〔 特 許 大 野 式 シ ャ ッ タ ー 〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ッ タ

大 野 式 ル ー プ ル シ ヤ ッ タ

大 野 式 融 金 付 白 動 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 用 車 由 承

大 野 式 穂 子 入 輸 箆 ・ 戸 車

各 格 防 火 m・ 銅 製 建 具 額

路 用 特 殊 機 械 類 設 計 製 作

一 一一 一 一 〉 ε ］］ｬＧ唾喜子 ｾ再 ー一 一一 一 一

東 京 市 大 森 陀 新 井 li ;j 七 丁 目

株 式 合 示J: 不 二 製 作 所 促 携

言 語 大 野 製 作 所

東京市芝直三国四園町二番地・電話三回 ( 45 園芸:

取 HII '，m民主古川 ・大阪. J i 比イヒ1¥:; 1j1u¥島 '1' .- ・・電話福島(45) 五八八



曾
_l:f:二

口

技 術 者 採 用 ノ 件

今同1 : r . 記ノ通依 1武 力 、 . ア リ マ シ タ ノ デ 採 用 保 件 ニ 趨

合 セ ラ v タ 希 望 者 J 、 此 ノ 令 fT 御 覧 ノ 旨 附 記 ノ 上 直

接 陸 軍 航 2完 本 青1) : 第 八 諌 工 務 科 へ 即 刻 御 申 込 ミ 下 サ

' イ

昭 和 13 ｾ ｉ ミ Ｙ 月 ＲＰ Ｉｾ＠ 陸軍航空本部第八課工務科長

陸 軍 技 師 秋 元 重 保

日 本 建 築 協 合 御 中

謹 主 主 愈 バ ト 御 清 勝 之 段 奉 慶 賀 候

倍 嘗 科 業 務 J 、 念 激 二 膨 脹 仕 リ 此 際 技 術 者 ノ 大 増 員

ヲ 要 シ f展 開 御 繁 虻 中 誠 二 御 迷 惑 ト J 、 存 シ 候 得 共 左

記 綱11JX 承 ノ 上 何 卒 何 十 名 ナ リ 共 御 高 配 御 推 暴 ノ 耗

切 ユ 御 依 頼 申 上 候 敬 具

ft 記

1. 専 門 建 築 土 木 及 機 械 電 挺

2， 年 齢 5 0 歳 以 下

3， 身 分 雇 員 、 勤 務 成 績 ニ 依 リ 向 上 ノ 見 込 ア リ

4， 給 料 本年卒業ノ乙種工業程度約35閥、附設同約38閲其他ハ経幡ニ膝ジ

詮 衝 ス

5， 増 ヰ女 首 分 約 三 割 程 度

6， 期 1m 1f j 首 長 期 ノ 見 込

昭 和 13 年 9 月

前1: 図

日 本 建 築 協 '@ヨr  
法人



建 築 モ: 枇 曾

第 21 輯 第 1 0 披 昭和 13 年 10 月後行

回 目 国

因 究

時 局 と建築. . . ー ー … … 一 … … … … ・ … … … … … ・ … … … … 搾

最近進国界の要望… ・ ・一一- …. . . …・ … 一一 一一・・一一. . . .. . . .松

建 築、 その賞践 ・教 育 ・統制 につい て・・… … … … .. ..・ ー… 山

軍 事的見 地 よ り見 ?こる都市の縦士也に就て・・ ー・ 一一 一一 -一- 白

健康位宅の根本原則 ー… ・ … … . • • • • • .  • • • .・・・ ・e … .. ー・一深

非 常 時下 lこ於り る宣体力としての美術工事 ー一 … … ・ 官

俊 雄 ( 1  )  

井 正 (  5  )  

口 正 城 ( 14 )  

}  11 泰 ( 18 )  

山 呆 ( 41 )  

問 秀 徳 ( 51 )  

阪 神 地 方水害 調 在 報 告 ( 第 2 報〉・・一- 一 一 一・一… … ・ー・・災害強度委員合 (  57 )  

- 建 築 随 想 ・

工場地域に位宅建築の禁止を提唱する一 …・ー・ー・ 0 ・e ・ーイイダセイジロウ (  80 )  

- 時 報・

f リ地方言十重の槻要・ ・・…・ -…- …- …. . . . ...・… -・・… ・…・・ ・H ・・尾 崎 祐 治 (  82 )  

プツク ・レピユウ… ………. . .... ・H ・-・・・ぃ… …・・…・・… ぃ・・・・ ・… ・……姻 口 基 音 C  94 )  

- 新 建 築 欄 ・

市立堺市民病院 Glasow 博覧合( イギリス〉 アメリカの新工場建築 - Burroughs

加 算 器 工芸第一 ミシガン9i ' I の穀物倉庫ーハ ート フォ ー ド・のエンヂ y 試 験室 ーデト ロイ トの

クライ λ ラー舎 批 トラック工場 ホヰ ート ン大泉の ア ー ト・セ ン ? - 設計競技賞選園

案 l 等営選案( アメリカ〉 同 2 等 営 選 案 ( アメリカ〕 = オ ー・ ホープの住宅

〈アメリカ〉 世 界 的rt漢字の危機に営って依りにも卒和的 な1専使令

ぞ? 報 ー… .... . . .... . ....... .. .・ ー一 一 - ー・・・・ ・…-・・ ・・ … ー … ・一一・ー 一( 96 )  



時 局 と 建 築

樺 イ変 雄

現在の事鑓が建築界に劃して甚大な影響を現に及ぼ してゐるし、まに将来も及ぼすであ

らうことは、何人も 確認 して ゐる所である。併しその及ぼす影響が どのや うな結果を産み

どのやうな方向に向ふであらうかといふことになると、人々の意見も遠ふゃうであるし、

まにそのやうな問題は見透しのつかぬ、未決定な問題であると見倣す 人も 多いやうである

これは了度現在の事鐙が現に進行しつ〉ある戦闘行需としては近い将来に終結が橡想、され

るも、戦争としてはその決定的な終局を. 議想、することが困難であるに因るものと考へら

れる。

現に外交刷の論者で現在の事鑓の百年戦争となることを倶れてゐる 人 もあるやうに、こ

の時局の解決の漁想外 tこ困難なことは確かである。それと同時に、時局のわが閣の枇舎の

各方面に及ぼす影響の甚大なるしそれからその影響の結果の内容の強想しがにいことと

も確かである。賀験室に於りる科墜研究の結果の議測といふやうなことと遣って、一閣の

祉令の文化の各領域が戦争に依って象る影響の結果といよ、やうなことはさ う容易 tこ議測を

許すものではない。けれども 、 それが困難であるといふことは必す・ しもそれの不可能なる

ことを意味するものではない。祉令とか文化とかといふやうな甚ピ複雑な現象であっても

それを間明し、明瞭じするといふことが 人間のもつ理性乃至は知性の強みなのである。 こ

の時局のやうな各方面に混迷を興へるや うな時代のなかに立って来るべき将来の祉合的文

化的諸主見象に劃して一定の確固? こる見透しを持つ者こそ次の時代の人間であると言へるで

あらう。

このやうな意味では、建築もーの祉合的文化的諸現象である限りは、他の凡める社合的

文化的現象と同様に進むべき迭を進むのであるからして、これに劃してーの見透 しを持つ

こと は出来るは十である。勿論そ れは見透しに すぎぬ のであって、兵韓的な内容にまで立

入って諭すe ることは出来ない。 ところでかやうな将来に於げる建築の傾向主いふやうなこ

とは祉合金曜の大きな動向に決定されることが大きいのであって、この意味では筆者の如

き専門外の者が遠方から大きな IPerspekti v ｾ持ち得るから案 外捉はれない参考 意 見を提供

し得るかも知れない。これがまに筆者が求められるま〉に筆を執っ? こ所以でもある。

事費の今 日までの推移に依つでも建築界は可成りの影響を 受り てゐる。そ してそれが主
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として政府の統制政策に基くものであることは言ふまでもないo 第ーには軍需品製造に振

り向りるにめに保られ＿こ諸種の金属材料の使用禁止乃至は使ｊｩｊ ｭｬ｝ｾｊｻ である口このにめに諸

1 f 臨管括の建築士宣替を始めとしてよそ間の諸障の大建築は一部の主jf . 需品製造工場を除いて一

再に中 11:乃至は延期の11:むなきに至ってゐる。その次に現はれにのが木材輸入の禁止ー及ひ'

轍入週築用品の使用制限てーあれこれらの4条件が建築界 l:yi! へ? こ影響は想像するに徐りが

ある口そこへ以てきて三十坪以上の一台支住宅の建築禁止の噂さである。克もこの方は池田

誠商工相の新聞祇上に現停れに談話に依って賀行は延期と分つにのであるが、買にこの案

の噂にけでも輿へ? こ影響の大きなことは惣像以ーとである。

きて以上のやうな諸種の統: ! j I ] が凶策に基くものである以上建築家は一11"受せき' るを得ぬも

のであるし、 まに現に廿受ししもしてゐるわりである。ところでこの場合最も憂慮すべき

こと は建築関係業者の生活問題である。閤策上止むを得ぬとは云ふものの同じく 閣民であ

りながら一方では軍需品製造業者がL、はゆる軍需景気で不世な利潤営得っ、あるのに、他

方では生活・までおびやかされる者がゐるといふ こと は矛盾であるし、ま に思想問題として

も面白〈なし 、。 これは大い に政府の苔鹿を要望する所である o 1)1' しこれはいはゆる政府の

ijf専業針策に依って極〈 一部分ではあらうカ Z救済の路が拓かれるであらう し、 事援の一段落

後に来る北中支の開設事業の護展と; f f l侠って建築界もー肱景気に巡られると考へられぬで

もなし、。その間業者が一世間民大衆と共に閥策賀現の? こめに忍むべきは忍ばねばならぬで

あら う。

Ｑｾ ｲＭし建築界そのものとして考へる場合、一層本質的な問題は かや う な閤策遂行の徐波の

Tこめに起る建築家の特業乃至はその仕事の不擦に基く建築技術の水準の低下といよ、問題でー

ある。勿論 この場合同じく建築家であっても技術の熟練せる{ ' i " ほど競争 lこ打克ち得るとし、

ふ所から騨業も少ないと 考へられる。併し技術といふことは、偉大な天才のIH現 tこ依って

水準が高められる重芸術などの場合と遣って、少数の能力ある者のもよ在に依って水準が高め

られるといふやうなものではない。技術といふことは単に質の問題ではなくして、主にも

閥係する問題である。かと云って勿論量? ごりの問題でもない。むしろ技術といふことは量

のJ ゴこ現はれる 質の問題である。この意味で現在起りつ〉 ある枠業問題は充分注意さるべ

きであって、一歩誤れば技術水準の低ー下を招〈と 考へられ る。賀際かやうな意味に於け る

技能の低下といよ、ことは翠に建築の領域に限ら今、→段に各種の産業界、更には墜術研究

の方面にも現はれると 想像されるが、 その恐れのー蒋ゐるものの一つは建築界であると考

へられる。それはこ の方面が最も高度の技術を必要としながら而も時局に依っ て受付る統

制の被害が最も大 きいからである。

併しこの技術水準の問題は ｾｊ 係半年方面の識者の協力に依って普底されるならば一時的な

軽微な問題 となる希望もな くは ないであら う。そ して事援の落箸後には他の各方商の技術

とともに飛躍的な護達を期待することも H¥来るであらう。一般に戦争といふものが技術方
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商の殻達を飛躍的に促進するものであることは既に定説のある所である 。勿論ぞ れが直接

戦争遂行 lこ閥係す る工業的技術とは比較にはならぬにしても 、現代の如〈防空施設が不可

臥L な時代 にあっては建築の技術も直接間接iこは戦争に依って護連を遂げ るものTごと云ふこ

とが出来るであらう 。?こY この場合注立すべきことは、fことひかや うな意味で技術の水準

が高められでも 、 それが直ちに建築事業の好景気を粛すと は言ひえな いことで ある。建築

事業 といふやうな 事になる しこれ は→ ｩ 止の枇令の経情的 水 準に ｲｾ｢ｬ 係する ことであって、

それに依って左右 されると 考へねばならぬからである。

ところでこ の彊築事業の盛衰と いふことに闘しては世人は割合簡単tこ考へて、戦争後に

は戦争以前と同様乃至はそれ以上隆盛になると思ってゐるやうに見える。併 し私の見る 所

では、今度の事越後tこ現はれる制: 令相と いふものは日清、日露の雨戦役や 、況んやi攻洲大戦

の場合な どと は全 〈逮つ? こ犠 i刊を呈ーするものであり 、従って匙唆5事業に於いても準 lこ景気

循環などと いふにあ い もない柴1院は許されないと汚へられる。勿論現在の統; / i lj に依って受

けてゐ る種々の桂枯= は除却されるであらう o 151' しそれに代って別の形態の統制が1111へら れ

ることを否々は究悟せねばならない。このことはすでにこの八月になってからの戴伺、陸

相等の断片的な時局談に依つでも; a 見はれるやうに 、今度の事鑓の真に世界史的な規模と意

義とを認識する者にとっては閣内の百般の枇令Ml がi引こ事控前の依態に復腕するなど とは

到底考へられないのである 。即ち現在政}(.f の採ってゐる統ail j政策は主主々強化される一方で

あって、 それが建築界に封しでも強力な影響を興へるでゐらうことは想像するに難 〈ない

その上にも 一つ重大な要因がめる。それは一般同氏の粧桝能力の低下である口勿論現在政

府が採りつ〉ゐる貯蓄政策 lこ依ο て今年度議定されてゐるノけ-f;G、に1111へる tこ来年度以降の

莫大な国民の貯蓄高はー肱岡民の経済能力を増大するやうにも見え る。併 しこれは賀際に

は経桝能力を絶封的に 増して ゐるのではない。この貯蓄が事経後一度に消費されると般に

しにふ それ こそ悪性インフレの出現である。兎に角 これ? ごり大規模の世界史的な事業を

わが園が遂行しfごしに以上、簡単な景気循環などは夢みる こと は出来な いはす・である。と

すれば、こ の方面からの制約も建築事業は受げぎるをえぬものと考へねばならな い。

こ のや うに 考へて 予 ｾる ならば 、 建築の技術にしても事業にしても事費 後の将来車 ｩ こ元の

献態に還るとは到底考へられ子、 そこには飛躍的 な費化が現はるものと議想せぎるをえな

い。そ して この建築界の鑓化はー商建築界そのものの有する諸種の要因に基 くものである

と同時lこ、 それ以上に枇合の各般の事情と同じ く政府の強力な統制の下に置かれる ことiこ

1まくものである。統flil j といふこと自身 lこ劃するそト人の女子謡は別問題と して、枇合の凡ゆる

問題が統制下 lこ置かれることは今や時代の必然でーあ る。勿論統制といってもその内容及び

手段は粒々のものが考へらる〉と思五、 。 併し民の効果ある統制は必今しも自ｲＺ ｨ ｾ 排除する
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ものではなし却って逆に自由を充分に許しうるものであると私は思ふ。個人の自由なく

しては岡家の統制は効果な し 閣家の統制下に あって真に個人の自由が護揮できるのが理

想でなげればなら ない。現在人々の口にする統制主義とか全盟主義 とかカ: か〉る意味の理

想を買現し うるものとは直ちに考へられない。併しわが闘に今事鑓以後も異によく世界史

的使命を遂行しうる? こめに はか 〉る 理想が賀現さるべきである。今建築の問題を考へ るに

嘗つでもこのや うな問題は直接間接に関係して来るのである。

このや うlこして将来建築に劃 しで も統制が強加されるとなるとすると 、建築家は全てこ

の闘家の統制といよ、問題に封しでもっと自覚しTこ態度ーを取しはっきりし? こ封策を持? こな

りればならぬわりである。少くとも現在までの統制の赦態になれて無封策であってはなら

ない。 これまで建築に加へられに統制はいはデ泊、極的なものであって何等閤策句名に値す

るものではな い。併 し将来に後想、される統ibJ] はいはゆる闘策として種々の鮎で積極的なも

のであらう。事業経営から建築の種々の規格に至るまでの杭極的な統制が考へられる 。勿

論このやうな程度の統制は未ピ今の所では政府の首局者の頭のなかにはないかも知れぬ。

併 しその や うな統制が出現するであら うこと は時局の推移から寄与易に想像される。その場

合に 、官僚まかせの統制が質施 され? ことし? こら如何でゐらう。よろしく今のうちから建築

家自身に依って時代に遁臨 しに針策が樹立されねばならぬと，巴はれる。

例へば住宅問題の如きは皐に建築家の技術乃至は事業経営の問題Tごりではな し 同時に

重大な枇合問題である以上、 それには時代の動きに即しに大きな動きがあるわけである。

そこには大まか に云って時代の進展に伴って相官; 思ひ切っ? こ革新的な針策が必要tこなって

来る。或ひは建築様式の問題がある。現在でもすでに日本主義流行の波に乗ってー鎖間的排

外主義的建築論が一部 には見られるやうである。併しこ の建築様式の問題にしても、現時

局の世界史的な意義を認める苦々 lことっては単に復古的な建築様式論では時代の要求には

臆ぜら れぬと 考へ られる 。これは吾々の文化が特殊J 性を有すると いふこと は普通性を媒介

とするのでなげればならぬのに基 < 0  ( 拙稿「日本文化に於ける特殊性と普通性」雑誌、改

造八月競所載を参照〉それであるからして、新しき時代の合理主義の要求を充す新しき建

築様式論が要望 されるである 。

勿論以上の如き封策は専門の建築家の 強力な協同に依って賢現されねばならぬもーのであ

る。かやうな意味では建築家には単に眼前の時局の動きにけではなく 、一層深 〈透徹せる

時代意識に注目することが要望さ れると 考へ られる。( ー) r.，三八 ・九 ・四)
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松 井 正

資本主義経桝の護展に伴ひ、都市商工業の勃興は必然的に 人口の集中 を促し、都市は逐

年膨脹に膨脹を重ねて来? このであるが、斯様な登展は元来何等先見ある計霊に基いて行は

れにものではなかっTこ常、忽ち人口の過密住居による不良住宅の問題、上水道の不備、緑

地の不足による不健康、不街生問題、交通混凱、交通事故の激増に伴」、諸交通問題、都市

境域の過大膨脹阻止の問題、都市災害防備等教限り ない問題が都市問題と して護生し fこの

である。

従来の都市計霊は只管之等都市問題に存在する誤謬を修正改善せんとす る政策に外なら

なかっ? こが、 1924年アムステルダムに於て開催され? こる閤際都市計重合議によって過大都

市の防止策として地方計聾が提唱されて以来、各岡の大都市の計重として殆んどこの地方

計霊を賀施する様になり 、我聞に於ても内務省では目下鋭意立案中であると灰聞する D

か』る傾向は各方面に護表され、叉指示事項となって従来の都市計霊の再検討を要求し

地方計重樹立の研究討論となり、市も地方計主の形態より図土計霊へと進展せんとしてゐ

るのである D 市も今事鑓の刺般によって武接都1 ' 11として 完壁を期すべき都市計宜上の要求

がー居この問題に拍車を1mへ?このであって、就中、保健上、防空上の見地から線地問題が

頓に意識化され漸次その必要を柿感し、向過大都市の防止問題とも関聯 して緑地の意義は

既往の如〈公園問題に止まらす・都市郊外地の生産総地にまで豆れ都市計笠の一大要素と

して認識される様になっ? こ事は曾て故関市長が「緑色地帯の維持保存によって粋来の市民

の稲祉を保存する事が都市計霊の新傾向である」と喝破されに事項が漸〈その機運に向つ

Tこ来? こものと云へや う。

即ち 従来の都市経営は物質文明建設の? こめに専念じ文化的内容に頗る乏 しかつにのであ

る。例へば道路、軌道、運河、土地改良の如〈事業そのものが直接経済的効果を目的 とす

るものならば一般市民にも撒迎され相首成果を牧めてゐるが、公園、運動場の造成や緑地

の保育の様な直接生産的意味を持? こない施設は如何に都市民に重要な関係にあっても之を

都市計霊の施設と して賀施する事は中々困難なる立場に置か れてゐる。従って遠大なる理

想の下に矯さるべき都市計霊色調縫的な道路整理に忙殺されて申詩的に公園の築遣を僅か

l二部りてゐる様な )1た態である。而も現在のfftt 令粧桝組織の下に於ては線経費の90，%まで用

地設として支出せねばならぬ以態であって、大者 ｾｉ￯ ｬ ￯ 構成形態に根本的の時換を成さ し める

搬な地方計霊や紘地計霊の各集が決定されでもその質現に於て幾多迂飴1113折があるものと
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せねばならぬ。そして結局資本主義的都市の現費機構によって起る誤謬ぞ修正綾和し嘗商

の問題を糊塗せんとするに過ぎなくなり事も本質的解決は見出され争、此等は畢覚新なる

計霊は再び叉三党の計霊を必要 とする様な 百十重の不統ーな羅列に柊るのではなから うか。私

は都市計霊公園が指定されて以来相賞歳月を経? こにあ拘ら十事業 にならぬ? こめ順次市街化

し、外周へ、郊外地へと縛々せねばならぬ航態を危倶するものであって、真に都市のみな

らする国家的に必要不可献のものであるとするならば、あらゆる 要素、機関が一丸となって

この問題解決に遁進すべきであると思惟するものである。

公園法の制定を要望す

由来公園に闘しては明治 6 年太政官布告第 16競が護せられて以来今日に至るも向法律上

の意義さへも定まらす¥箪に市町村皆造物取締規則の範囲に籍を置いてゐる許りであって

公園行政上何等統ーなき欣態である。而 して公園法を制定するか、都市計霊法にもっと必

要な事項を挿入するか、何か準綴すべきものがなくては困るといふのが閥係者の等しい要

望である。

之 tこついては昭和 11年 6 月 13日附都第 113蹴を以て内務大臣官房都市計蓋誤頃よ り各地

方長官宛照合し? こる「公園共ノ他ノ維地iliU度( 但シ閤立公園ヲ除 ク〉ニ閥スル意見」の回

答より主なる要項を摘記すれば次の如し( 公園緑地昭和 13年 3 月 ・5 月 ・6 月競参j段、下

記の数字は回答府腕教を示す〉

x  6  

( ー〕公園法制定を要望 せるも の ・・・… 白川・ … ・・・… 27

ぢ見定すべき要項

ト 公園の定義及遁用範囲 … ー・ …・…ー・・・ ・・・・ 5

2. 公圏構成句織と私憾との胸係・・ …・ 13

3. 公園の種類及認定主主管理・・ ・… …  ・・ 15 

4.  ｾ主用主主権・…・…ＮＮＮＮ Ｎ ＮＮＮＮ 一…・・…・ ..... 16

図庫又は圏! 膝t ' ! . 補助 ・受金者主主猪 ・公共函館賞猪 ・ヰ寺別税i数牧等

5. 百十査地 の現状維持ー・・・・・・・ ・・・ ・・…・ ・・・ .25

一定の行局の制限禁止

6.  補償( 損害補償 ・菟組等3 ・ ・・.. ... .・ ... .. 7  

7.  公用 ll1l:Jflc・.... " ..... . ........ .. " ・…・ーー・・・ 9  

土地収用法適用 ・国有地無償供用・土地立入 ・一時使用

8. 監督取締ー ・ ・・・ ・・ ・・・ ・・・・ー・・・ 13  

管理上必要なる罰則 ・規定

9.  訴 頚 ・訴訟 一. . . ....."・ 0 ・・ ・・・・・・ h ・・・・ ・3

10. 公園委員舎設立- …・ ・・・ ・・・ u ・・・・・・・ 9

( ニ〉都市計蛮法の吹正・・・・・・・……. . 一・・ ・・・… ・・ ・0 ・・ ・10

吹正すべき要項

ト 公圏構成物件と 私織と の関係 0 ・・ ・ ・5

2. 公園の種類及認 定並管理. . .. . . . ・一一. . .・ ... . 2  

3. ' 1: ' 1.用気捻 ・・・・・ ー・・ ・・・・・・白川・… ...... ・ 3  



4.  公用徴牧・…・

5  監督・ ー一ー

( 三〕線地制度に到し

ト 線地地域の指定・ ・・・・・ .. .・・・・ u ・… ・・・ 5

2  総地地域 ・風致地区の補償 …. .  •••• •• ••• 4  

3  地方言十笠の制度として ・ . . . ・… 2  

4  風致地区遁用の披猿… . . . ・・・… ...... 1  

5. 公園制度に色合・・ ・・ ……・・・ •• 2  

以上の通りであって之が賀現の瞬 には相官; 科益する所大であるが果して吾 等 の期待する

如き法が制定されるや否やは議令に於て資 本 主 義 ・自由主義的異論の後想される鮎から相

官 興 味 を 持ってゐる のであ るが、願〈ば英闘の自 EI3室主t l ! に閲する法令・捕逸 の 綾地 や図 土

に闘する法令の如き進歩的な、市も困家的見地より土地主? 愛護し、合理的利用を成きしめ

る様な法令の制定を希ってゐるものである口

災害と緑地施設

関 東 の 震 災 ・函 館 の 大 火 ・閥四の水害そして今年に入ってから関東lこも闘西にも 水害を

聴き 、宮山鯨下 lこ大火の報道も受けてゐる。買に我閣は災害闘であ っ て 羅災民は何時の場

合 も詰111の試錬として雄々し〈立_ I - _ つてゐる事は買に涙ぐましい程であるが、然し之が復留

に劃しては閥Fli も地方園髄も佃人も E 額の負婚を負 i 、てゐる事は否めな い。 平時之が致防

の施設に E 額を投やる事は忽ち議決機関の反主Ht' 受句阻止せられてしまふのであって、数

十年に一度の災符復官費と年々支出する E斜i}j}j 仮設費の合計とどちらが少いか一一等の迷論

が出て来る 次第である。

令て大震災の翌 10月19 日に林皐博士本多静六先生が大阪市中央公合堂に於て一朝に して

10銭 高人の生命と 、100徐億四の財物とを奪ひ去られに大 足 災 の 髄 騒 lこ基 いて大 阪 市 民 に 警

告を登せら れてゐる 。即も その要黙は弐の通りである。

1. 死傷者の九割徐即ち 10商人内外は会〈震災後に起つれ火事によって核つれもので 、非常の際に遜

難すべき公関叉! ま肢携を妖いれのに起因する o 殊に本所被服磁跡に3 高自主人が焼死しれのは樹木

のない 6 千坪許りの空地であつれ銭で 、上野 ・浅草 ・芝等の大公園附近では殆ん ど死人がなかっ

?こ。

2 耐火律築は高熱には古余り殺果なく( 例三井 ・三越 ・白木屋等〉結局道幅の廊い公閣の多い都市で

なげればならぬ。 この事は寧ろ地震のなかっ? こ大阪に弔って必要でめるから京波地方の惨状に鑑

みて之が安全策を議す・べきでめる。即ち ＲＭＳ ｾ 日 坪の公園 ｾ ＱＳＭＱＴ 町 毎 に設 げ之を絡める に 幅 員 約

30問、河岸に沿ムては幅約20聞の樹木多き公国道路を以てし市民はその居所から 6- 7町で公園近

路や公園に出て安全に漣難し斜る様すべ きで、之が経E里織主主 8 千1時間で大震災の損失に比し火災

保験料をちiooυ で一年掛げれと J思へばよい。

3. 海岸一帯には幅30- 50間位の防風林を主主り之を公園に代用せしめ 、海蛾の防備林を? 重量ねしめる。

苦手' ! 4! (ま過去 300年間の統計では平均 7年に l 回の制合に成ってゐて、原因は噴火 ・地震 ・暴風等

である。而して之に重きする防備の殆んど泊・しない大IW. 等は一朝その襲来を受げ? こならば巨1誌の{主

家と人命を失ム に至 るでめらう司Eは全〈想像に難〈な し、。従来海捕の防備策 とし て稀せら る、も

のに衣の盟主極がある。
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くイ〉 住所を海噺の危険のない土地に移すこと。一一之は到底云ふべくして行はれな L、。東京に

は深川区卒久町に「之より先居住すべから守、海事前の1: め読さるべし」の石碑があり 、大阪大

正橋畔には「大地震南川口津浪記」の石卑女を詳細象刻し7こる石石卑がめるが、危験な低地盤にど

んどん家屋が建ち、耳L京にては大正六年( 大阪にては昭和九年〉大被害を象ってゐる。

( ロ〕 家屋の構造を堅牢にして海州に抵抗せしめんとするものもあるが、之はその威力の如何に

大な るかを知らない者の言に過ぎぬ。

。、〉堤防築設一一司急激なる海水の運動は堤防のみにて阻止出来ぬ。

( エ〉 海事" " 防備林の造設一一之が防備の効は三陸大海蛾 ・来京海始等に例訟が多し、 o HPち樹林に

より猛威主? 減殺し、法皮a > 低下して破耳握力を軽減す。叉船舶 ・木材 ・英他の陸上に突進する事

を防ぎ、倫引水の時陸上の家屋共イ也の流失を阻むc 叉築滋授は比較的少〈 、卒時は公園に代る

のみならす，或複度のJ ¥k 入が得られる。

幅員は少くとも ＱＰ 間 以上、 ｉ｢ｾｍ 持ベ〈んぱ Ｓ Ｐ 間以上とし、之に使用する樹木は衣の楼なものが

よし、。

外線の主木ーークロマツ・イ ヌ7 キ・ケヤキ

内線の函IJ永一一 ( 裕木〉カシ ・タプ ・ツバキ ・ユズリノ、. ネムノキ・コナラ・カシノ、

( 滋木】ハ 7 モッコク ・マ サキ ・ネズミモチ ・イヌヒパ

主木の下木一一ムロ・ ソナレ ・ピヤクシン

以上の通り賀 lこ懇切なる警告であって昭和 9 年 風水害の惨禍を粧てやうや く防潮堤を巾

詩的に迭つに今日、而も その常時ならは布内にも外周にも充分な維地を保有する事が出来

? こであらう 事を想、よ、時、貨に遺憾に耐えぬの であって、こ〉に貴重なる紙面を借り紹介す

る次第である。

阪ijil ll 地 方の極度なる裏山間殻に作ふ森林虐待につ いて は、 J営林署や我等の先輩は 、或は

言論に或は文献に随分警告を費 してゐる のでゐつ ?こが、力強い保護 ・JI ) 1 . 締が出来なかっ? こ

?こめ 、 あの災害を見るに至つにのである。

叉新淀川 に於ても相官危騒の場所が生じ? こ事から堤防の補強運動を提起きれ? このは漸〈

都市災害の議防に付き技術者の意見を傘重され? こるものと云ふべ〈 、斯様に我等 日頃の主

張が都市防護の掛から真に軍要とするならば、之に釘して閤庫の補助 ・長期償還の起債認

可等あって然るべきと思惟すると共に、常事者としても後世人に 「遺憾なりし」と評さる

〉が如きことなき様全力を傾注すべきであると思ふ。

公 園 計 劃 の 再 検 討- 一一特に公国道路iこつ いて一一

大|庇都市計主主公闘は昭和1 3年決定されて以来既に 10年を粧? このであるが、 その 中新設 ・

鎖 張 ・改造工事により一部叉は全部竣工せるものは大小46箇所 の内 13箇 所24蔦坪であって

いづれも御大典記念事業や失業肱念事業 lこよって築遣されにものであって、都市計主主事業

として施設されにものは一つもな いのである 。而してこ の11¥"1に於て建築物 や その他 の障碍

によって全 〈質施 困 難 となつにものも多 し 叉新市方面で従来考胤されてゐなかっ? こ部分

も漸次開護により放任し得られな い欣態となっ?こので、地 方 計i E: や防空的見地をカ11味して

之が再検討を加 へ られてゐる。而して公園計霊 として は従来の都市 計霊公閣の柿足・区割
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整 理 公 園 ・2600年記念事業公園・及地方計霊として考へられる郊外地の森林公国 ・風 致 地

医 ・史 蹟 ・名 勝 ・ 天 然 記 念 物 ・保安林等一丸として系統的に配置を考究すべきであるが大

盟左の方針に基いて更疋されるものと祭知される。

l  市周囲昔日及臨ｾ基地帯にはキ目 ｓ 首府大なる公園を西日程し防空 ｴ 共に都市の過大化抑制 ・ 防潮等に供

し 、 之等は公園道路或は環状街路により布機的に系統ｾ樹立する。

2  阪劃整理路行漁定地域はその燦さに隠じ ＱＭ Ｒ 部坪の公園を首長め指定し ＳＥｾ 之に集中せしむ

〈この方面の児童公園は必要 lこ俗、じ補足決定す〉

3  耕地整理・初期臨創監理施行地 、 ｾｦ 也土地経 ｂ 畿地等留保公園なき部分にもキ目蛍菌 ｅ 置す。

4. ＱｬｊＮ市部は公会跡地等ｾ物色供用す。

う 都市言十輩公園で底止のやむなきに至つれものは成可〈代地ｾ設＼
0  

6.  森林公園の増設。

7. 公園法の制定・空地地区の指定が成され公閣官良定地の確保 ・風致保存 ・空地面積の増加を橡想

す。

8  今回決定の小公園は成可く 2600年記念事業として治成する 0

9.  大! I! 30年後を目途として将来増補訂正する。

10. 英他

而して更正案は未亡確定に到ち十葱に記述することは許されないが、大凡 320寓 坪 の 公

闘を保有すること〉なり 、都 市 計 霊 医 域 面 積6819寓 坪 の 約 5 %人口 600寓人として一入賞

o. 5坪となる。

尚 こ の:再検討に於て浅され? こる問題として特筆すべきに環ttk公国道路であるが、之 が J レ

ート や幅員及都市の過大化防止の慢ともなり、又公国道路の賠晴といふべき紘地腐の位置

商債についてはこ' " Iこ公表を避け、諸賢に越され? こる一課題として御研究を期待する事は

提案者に封して非躍ともなるが、 この鞘深謝する弐第である。

而 し て こ の 提案 に 謝 す る異論は

卜 者ｾ市の大きさは一定の限度ｾ劃することを件す・。新淀川の如き大幅員の障碍物ｾ以てしでも倫

都市の後展は河向ムへ及んでゐるではないか。公国道路を量生げでもそれを超えて盆々後展するに

らう。

2. 宥集閤内の極度の人口増加を遂げ 、且その任務を著しくを苦指せんとしれ結果そのル ートカ司な

り近接して計宣され ・ 或部分に於ては既設の区劃整理地ｾ破躍し之に補償を奥へて用地ｾ確保せ

んとしすこるに謝して 、現在の情勢にては質抱不可能としれ鮎。

3. 公園を互に漣絡して有機的に効果を重量げしめるには現在の言十重街路でよいではないか等、一般

に公国道路に謝する関心が少なかっ? 二事。

等を直接の玉虫由と し て皐げる事が出来るが 、 私は風致地区やｾＺｩＧ也地区の充分に併用するも

のと してこ のJ レート を 今 少 し障 碍 物 少 し 地似低廉なる外周へ移す事に よって、 よし夫れ

が反撃 ｊ 論者の云五、如〈都市の膨脹ｾ阻｟￙ＧＮする事能はすもとするも尚都市防護上の必要及縁地

の効用を噌込せしめる意味に於て、公園級地の少い我大阪市では夫れ君事の有n助的存在とし

て絶拳Hこ必要である事を確信するものである。

公 国 道 路 の 必要に ついては過般六大都市及北九州五都市緑地計量協議合に於りる内務省
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の指示事項中に

「都市及ソノ附近地= 於ケル大公園ノ賀呪ユ付テハ待= 西日慮セラルルト共= 公閲道路/ 設置= ヨリ

公国キ目立/ 連絡ヲ困リ以テ大公園/ 不足ヲ郁ヒ同時= 各地車基地計: ; u ノ: 系統 7 主査官官セシムル絞篤ト留

意サレ皮シ」

とI喝依し、地債騰貴の著しい大都市に於て大公園を求 めるのは仲々容易でないが公国道路

は割合に求め易 し 風致地区等と併せ用ひるならば之等が一連となって大公闘に代る効用

を得るもの一ーと JF附してゐる。

従来公国道路なるものは単に紘化されTご快適な道路である位に簡単に考へられてゐ? こ。

叉我閣に公国道路の見本も少〈犬阪等では御堂筋が民路であれTごから夫れ以下の幅員でど

んなものが出来るか、並木を雨側に植える位では普通の道路でよい等教津物硯する傾向が

あるのは遺憾である。

今公国道路の目的を大略例記すれば

l  夫自身が国路の在る細長い公園でめる。従って環与主風致の増進をなす。

2  市民をして公園に近づかしめるに非守して 、公圏全して市民に接せしめる手段でめる。

3. 快適な道路として活用( 卒面交叉を少〈し、一定の人口より入らしめ他は立惣交叉鮎は風致的

に取扱ふ〉

4. 交惑の種類も自由に制限出来る。

4  公園相互の漣絡となり公園系統の完全を期し得る。

6  公園に面積以上の機能を奥へ公園全面積の能率{ t > & ぐるに役立つ。

7  非常時鎚に際し交主主緩和、牧容地主1F として役立つ。

B  沿道住宅を認めないから 、物状都市としてをま廃する懸念がない。

9  級地対] に公共的抱殺を集中 ・保健段図等の設置 ・筒L事ffi な高度電線路の集結等をなせばその効果

J 1l : に大なり。

以上の如! < 平時の保 健室地・ 益襲時の防護主地 ・災害時の避難空地として、その任務が

非常に大きいのでゐるから環欣公闘道路の再認識をなし各員協力して之が貫現を企I@'] せら

れん事を切望するものである 。

前述の本多博士の警告と共に制燃すべき問題であって、提案の遅かりし感ゐるも今にし

て之がff 施を計らなければ主主々賀現困難となり 、怖を後世に践すものといへやう。

公園緑地への一致協力

陥洲大戦後の樹逸は民衆の;1上健な骨量掘を養成するを根本義とし、公闘 ・運動競技場を設

置する事に着目しにことは現下の我闘の Ｇｉｾ 守勢と相等しき立場にあって、一閣の最大資源、は

餓でも 、石茨でもなく 人的資源でゐる事を痛感し? このに外ならぬ。

話時ベル リンは43箇所の大公園を計・笠し? こが之等を一時に ff 施する資金がなく行悩んTご

のでゐつ? こが市長ベ ース博士はあらゆる階殻の人々に主張を唱導し、有産階級から多額の

建設資金を調達して遂にその目的を貰徹しにのである。

叉現代世界に誇 る模範的公園系統を持つシカゴ市tこ於ても首初の骨折は並大抵のもので

はなかっ? こ。 即 ち名士や商業合議所議員によって計Z25委員合が組織され、合長に後の大離
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次 官 Norton氏を任命し、一方州長 ・市長 ・岡市令議長 ・軍部共他朝野の名士を招きその理

想、を説いて諒解せしめ、あげ〈は彼等を顧問に推故してその完壁を期するといよ、具合で打

合せ令を重ねる事40数回、外部との懇談合を聞 く事 200徐回を下らながつにといふ o 1908 

年成案を得? こ後も能事終れりとせする世間に向って 一大佐護運動を始めその資金は勿論一切

を商業合議所自ら進んでその負婚に甘んじ Tこのであって遂に今日の盛況を呈する lこ至つに

のである。

我大阪市に於ても昭和 11 ・12年の雨度府令の意見書には昭和 9 年風水害 に徴し臨海地区

iこ公園施設を要望され、又市合に於ても昭和 13年度設算委員合の希望僚件として都市の保

健 ・衛生並に美槻保持の上から公園 ・街路樹の保護につき積極的針策を樹立する様述べら

れてゐる。

向池田知事 も赴任以来公園緑地の貧弱きを憂慮し紘化運動に全力を注がれ、坂間市長も

「大阪市は戦時にあっては直接空襲の目標となり叉軍資の集積地となるのであるから、慨

に緑地問題について考へでも之は都市の街生及美1札 t 重要なるは勿論、一面軍事的にも防

塞陣地・ 軍用品集積場 ・非常時屯集所・ 避難所として或は防火上の施設と して最 も緊要な

る施設なるが故にその配置、機築等は大いに考慮を要するものである」と述べら れてゐる

( 都市美第23貌念頭言J

議決機関も理事者もか 〈の如 〈理解あるに不拘、 その質現を見ないのはーに資金難に外

ならぬo 1ごとへ金額が多 〈て も輿論を喚起して首局者も 、市民も一致協力し、 ベルリンや

シカゴの如〈大成せん事を願ふものである。

空地地匡には前庭を

本春線化運動の特別な試みとして週間中 5 日間にE り区割整理組合 ・青年圏・工場・街

生組合 ・蕗女・4?の各代表者の参集を願ひ懇談合を開催して市民の聾を聴い ?このであるが、

この席上等し〈主張され? こことは

1. 愛樹思想の普及徹底ー〈待に怒餓に重苦し〉

2. 植栽後の維持管理

3  植栽すべき空地が少い。殊に盆栽なりと奨励せんとする L 土がない。

等であって 1 に劃しては児l I i の干i I i 導( 昭和 13年 9 月大大阪 ・拙稿 ・公固と児童の厚生 ・補導問題

について一一参照〉によれ 2 については静習等によって打開すべき我等の持場で あるが、

3 について は特に読者諸ー賢の御後援をお願ひし? こいのである。

即ち建物の空地については市街地建築物法に規定されてゐるのであるが、之は消極的な

ものでその制限も低位なるを否めな いo 而も都市設展に伴」、地債の高鴨の fこめ家屋も辛う

じて許される限度に建てられてしまふのであって、之が替市部に於て示し? こ弊害をそのま

〉新市開設地へ何等改良もなく反覆滅大されて行< J I 犬態である。

従って空地制限の改正もない前述の様な土地利用を今日の如く市域全般に矯されるな
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らば我大阪市は過大人口に悩み、市民は不自然 ・不健康な過群生活に I勝ぎ避難 ・防椅に供

する空地もない j伏態となって、天災 ・事嬰に劃 して充分なる慮置が出来な い事になるので

ある。

灰閉する とこ ろによると住宅地を可及的に疎開する ?こめに空地地匿を指定( 第 l極~第6種

床面積の敷 地 面積に謝する割合 ＷＱＰ ｾ ＥｏＩ せられる 由 であるが 、 私は之等指定区域を出来る ｦ ご

り蹟範囲 にし、 更に進 んで緑地地区の指定や街廓毎に共同空地の保有等にまで進展せん事

を願ってゐる。 市し て昼地地医に於ては夫を成可 〈前庭として保有する様指導せられん事

を望u もの である。

前庭の利鞘は凡 そ失の様である。

l  防火 ・防風 ・l坊盤

2  邸宅 ・庖舗の装飾となる

3.  都市美観

而 して住宅の東側 ・南側には洛葉樹を 、西側 ・北側には常総樹を主に採用すれば 日射の

障碍にもならな いでよいと思ふ o ( 冬季の防風 ・防火には常緑樹がよ い)

向之等に楠栽する倒木には防火樹を採用すれば一層有効である。即ち〈常総樹〉シヒ ・

シラカシ ・グブ ・アカガシ ・モッコク ・タラエフ ・カウヤマキ ・ ( 落葉樹) イテフ ・アオ

ギリ等の喬木を主オさと し ( 常維の能木) マサキ ・ヤツデ ・アオキ ・ツバキ ・サザンクワ ・

ユズ リハ等を副木と して林倒の密聞を計るとよい。そして之等は徒に刈込 ・枝打をなさす・

樹冠の密閉 ・喬大なる成育を成す様管理すれば一層防火力が大となるのでゐる。

我聞は木造家屋多〈火災によって受ける被害は貨に多額である。従って防空に於ても外

閣では釘瓦斯を主として浪練 し てゐるが我閣に於ては防火の方のｾ｀Ｚを君 、 る事が出来な い

紋況である。従って純化が防主上必要であるといよ、黙は勿論町大なる緑地は都市を陰蔽す

るに役立つものであるが、我大阪の様な樹木の少い! 珂・では寧ろ空襲によって惹起する火災

の防止といふ ことが各戸に一本でも純樹を推奨す る理由である。夫れ故新築の場合は勿論

少しでも昼地 を多 〈し、 前述の様な防火樹を以て級化し家庭防護1: 役立?こしめん事を切望

する。

結
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時代は意識的にその進路を自由から統制へと設時せんとしてゐる。

都市tこ於りる生活環境の改善 ・調整は現宜的に重大問題と化しゐらゆる方商から検討を

1111へられてゐる口

現行都市制度及公私施設の都市環境上 iこ及ぼす功罪 ・土地水面の統11iIJ ・緑地保存新設 ・

地域統 ＱＱ ｪＱ ｊ ・ 建築統 ＱＱ ， ｉｊ ・ 交通統 ｦｾｉ ｊ . 自然環境及枇合環境統制等いつ' れも絡氷の都市生活とし

て重大なる閥心事である。

自然と 人 魚と の 聞に存する重要なる連鎖の護見 に 努め 心 なき 人 ｾによって都 市 といふ生
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前環境の悪 化 せらる〉を防止し 、 進んで都市生活ｾ快泊に導力、ねばならぬ。

而してこの快適引制米に付き放ち閥係の深い緑地問題は遺憾ながら最も辺れてゐるのであ

って 、 之が大綱的 指 針とその執行に必要なる ￯ ｬ ｔ 民樺不 ｉｊ 義務の制 ｾｬｾ ｴｴＮ婚の限度は首然法文を

以て明示せねばならぬのでゐる。市してその方法として、同一の目的を有する ;都市計主法

の改正をなすか、或は公園紘地法の制定含成すかは向研究の存するところであるが、 何れ

の場合に於ても岡商、調書の如き繁煩な手組は極力 il 与略し得る様致し度きものである。

問lち現在に於ては計主決定手続 ・事業乎制 ・そして風致地区認可 ・工作物認可 ・地1助主

更認可等依 りに 繁利二で大阪の技なな激な褒民をなす)羽に於ては、手続中に切戸]の空地が建

築されてしま五、桜なものが数多ある情勢ゆえ 、 勅令 ｾＮｬ［ｉ， 、て定められ ＿ こる市と し て特 別 の仮

にされん事を欲するものである。

かくて法文に準践して: f f f i 事者も議決機闘も市民も 1th1J 一致し紘地問題の解決に 沼港し、

以て時局に樹肱せ ん事ぞ切望 して筆を j聞く。
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建 築、その賓践・教育・統制について

山口 正 城

極めて庚大な領土が建築家に委ねられてゐ?こ。 しか しそれは建築家がその中を自由に駈

げめぐり 、叉はめでもな く紡復するにまかせる にめではな し その上 に揺ぎない信念をも

って行動すべき正 しい領域を 劃 する? こめではなか っ?こか。建築が「第一謹術」の王座に登

れ 或 は 技 術 の 様化 となる?こめにはそれを譲り 、或は文化の最前棋に立ち 、或は生活指導

の事術となり 、又は現賛逃避の喜術となり 、 その他様々の栴披を持つ? こ ことは歴史が示す

所ーである。か〉る現象は勿論或特定の立場から解探さるべきであれ こ〉でそれぞ企てる

必要はないが、胃頭の語法を用ひるならば、建築的領土の蹟大さがその要因の一つでゐる

といふことが出来ゃう。そしてか〉る襲貌は、客観的な建築自韓のものであるよりは、主

として建築家自曜の視念の縛換であつにや うに思はれる。

何時、如伺なる場合にも建築家は この斑大な領分を不毛のま "'1こ放置してゐるわりには

行かない 般に建築思想に訪律や停滞や退却があるとしても 、建築賀践は人間と共に 、

民族主共に、間民と誌に存在し絞りる。

「建築家」の見出されない所では、我々の先組が}Kい1mさうであつにやうに「未分化の

建築者」 即 ち自分自身の手によ って行はれる。建築費践の 強健な歩みは絶えす・頼りられな

げればならない。そしてその直倭の責任は建築家にある。この事は我岡建築家が白熱化し

?こ時局下に置かれでも軽減されない。建築費践 lこ就いての建築家の充分な自信は、むしろ

この際に必要なのであって、建築圏外にある多 〈の人々も赴喋家の行動に信顎 し、 その賛

践に大きい期待をもち? こいと望んでゐるところである。

支苅l事磁の勃穫は建築家に劃しでも大きい衝撃を興へ? こ。か〉る場合 lこ廃する党慨は多

かれ少なかれ建築家の側に用意されてゐ Tここと は明らかでゐるが、議想と現賓 とは決 して

一致しないのであって 、事盟、の進展に伴って建築家はダくから次へと党| 舌を新ら?こにしなけ

ればならなかっ? こ。

建築の過去の領土においてお〈獲 されにものは理論において も賓践においても決 して砂 く

はなし、。特に最近三十年、或は僅か十年の11¥J に得られにものには H民先まし い ものがある。

これらを背景と して町ーはれ、 これらを韓得し? こ建築家は全 〈新 しい文化人 として登場し、

模範的知識人 としての資絡をもって澗歩する ことカ ;t l!，3f( 1こo 1こしかに個 々の建築家にとっ

ては著しい効騒を粛 し?こが、 それをそのま 〉建築全謹の評慣に換算することは出来ない凸
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その工準的部門が多 〈の黙に 11って異常な業総を翠げてゐるのは間安11の通りである。そ れ

は既に他からの借り物ではなく 、白己の成分として吸牧 3 れ、組織され叉はきれつ〉ゐる

そのE 大な f袋駅は建築圏外の1 ) ' を陪惑する lこ足1) ，fJJ i l 7 の辿築墜徒のn民前に構成の尖J本と

なっ て 咋えてゐる。建築思想の領域にオ Ｇ ，，Ｍｾ、ては 、 米 ＱＺＧ 他の文化に比してｾ し く未熟なもの

があれデイレツタンテイズムの跳梁も) ，. ! ，交げられるが、近年に至って概して華々 しい飛

躍と漉刺とし? こ活動力: 見られるやう lこなっ? こ。例へば、東洋趣味の問題に護し日本的性絡

論に至る一聯の様式論の如きは、 その首否[ 立川として、民剣に研究され前波に論議され? 二

重要な主題の l つである。

しかしこれらの成果が、現代建築にとって重要な遺産があり 、新しい体統であるとすれ

ば 、 如何なる ｾ ｉ 予の資産として 、 叉如何なる質の精 ｦｦｴｬＡＱ として時取され把握されてゐるかが問

題である。換言すれば現代日本の建築撃として閥系化されてゐるかどうかといふことであ

る。遺憾ながら我々は Ｗ こ ｙ 也大な集肢を比るのみである。なるほど部分 ｉ ＧｩＧｾな完成や断片的

な琢磨は見られるが、全器密12流する生命力; 哀れにも研f j J J . である。混沌は、 それが中心を

求める過程にある ruo許されるのでゐって 、方向をよL失つ? こ混i屯は何底までも混沌に止ま

る。か〉る混沌を克服し、折々と| 呼吸し! 侃持つ「日本墜としての建築嬰」を築〈ことが悶

下の重要な課題ではないか。これ無し lこは今後の建築資践の他査な民聞は望み揮 し 建築

家の立l肉l鈷の強化、即 ち自己主張も不可能でめる。しかもこの辿築製は建築費践の中 lこ民

の自己の位置を見出 し、 その中に遊離してではなく 、肉化されてゐなげればならない。従

ってそこでは理論 と賓際の* 離も 、工墜性と惑術性の相恵比 、設計と施工との間際も護軍11

され、解泊、される筈である。

建築費践の基本問題として枇も重要なものは、 その人的要素の質の問題である。そ れは

民族或は闘民の l 員でゐり 、枇令人であり 、更に仰!人であり 、従って多義的な しか し統一

さるべき 人 絡ｾ前提とし 、 その 」 てに建築費践の能力を賦興すること 、 即ち教育の問題 ｬ こ深

い関係をもっ口建築教育の本質論或は方法論は兎に角、こ〉に差首りき抵げ7こいのは建築教

育の一元化である口それは閤民教育の盟系と建築全般の紐系との綜合に法〈一組織として

瞳系付けられなりればならない。そしてその一元化とは建築資践のすべての 人的要素の系

列の調整を前提t条件とし、建築教育の指導結/[l I! 1より数育内容及ひ' 数育機関 l二五る全的統ー

であ る。例へば「質問本位の技術持養成J Ｑ ごとか「知識技能 ｾ￭ｴ ｬＡ ｈｉ の理想的建築家養成 ｊ 1ご

とか「 人格本位の数育への復腕J 1ごとか様々な椋訴が製校教育の1f1i Jからも ffnl - l : 令の似肋〉ら

も唱導され、要求されてゐるが、 これらの如きも人的要素の系列に相臨して、指導紡ilii! 1の

中lこそれぞれの位置をもって包合さるべきである。教育内容は第一に建築皐の髄系の整備

lこ準 じて編成され、:;7¥くに 人的要素の職能に従って配分される。教育機闘は主として建築生

産の全II耳'と その将来への的確な展望 に基 弘 吏に建築墜の要求する 所 に従って最下級から

1 5  x  



最高級のものに至るまで一貫せる統一韓と して計重 さるべきである。現在の諸機関の多 〈

は主として地方的要求や政治的事情等によって設りられ? こかと思はれるものがあれその

教育内容も必す・しも周到な研究によって計霊配備 されてゐるとは限らなし、。皐校出身の建

築家又は建築技術者の雑多性は、各人の個性の相異に依るより は. 撃校の多様性に依るもの

が多いといってよぃ。そしてこの人的要素の混乱は封建的徒- ; { ) 制度による工人の参加によ

って盆 々強度 となり 、建築費践一一特 tこ来るべき時代におけるーーの健全な運行にとって

大きい障碍となる。これらの修正を目的の中に合u 一元化は、決して単なる形式化や劃一

化や平均化 iこ臨すべき ではな く、統一的生命を賦興することである。 若 し個人主義的資本

主義経怖に足場をもっ職業教育一一そこでは多〈商! 日化し、商棋を貼付されに技術供給者

が養成される一一ーを蝉脱し、全瞳目的としての閤民文化賓現の教育を目標とするならば、

か〉る一元化の達成が節ーに望まるべきで以な いか。

以上は主と して建築閏 内の問題であるが、今 日誰しも圏外から ひしひしと迫る大 きい朕

力を感じな いわ けlこ行かな い。それは険|家からの統ilmの力である。今次の事鐙を模機 とし

て最も切賓な要求に穫し凶内のあらゆる古iW11こ及ぼされに。 現在、建築に影響する 統制 tこ

は間銭的なものと直接的のものとがあるが、いづれも主と して物資闘係のものである。そ

れらはし、 づれに して も根本目的を建築否- 4民文化の圏外にもつにめ 、建築費践への打撃は

大きいのが首然である。その故を以て統制を桓枇と見倣 し、 ［ｪ ｊ ｪｬ ｛｛ｾ と感す・るのは自 ｲｬｬ 主義的

概念の残停であって速かに清算すべきものである。若し これが苦難であるとすれば、 その

苦難から自らを救ょ、方法は苦難へ淡入することより他になし、。そして現時の統 ｩｾ Ｑｪ から直接

的な建築統制、即も 建築の登展の ?こ めの統制へ陣換する時を期待すべき である。

直接的な建築統制は戦時から戦後に向って、消極的な段附から積極的なそれへ他の諸機

構と共に進u ' であ らう 。統制 そのものの意義や慣値或はその是非は今 日既にj鮮民情である

建築首事者は何時でもこれに廃する準備一一村ftjilll 的にも貰際的にもーーをもになりればな

らす¥ 一方需政者は明敏な洞主誌を 以てこれを計重 し、英断を以て賢施しなければならない

勿論鴛政者側に建築全般にきIする充分な理解力: 必要であれそのにめにも建築家の参霊が

望ましい。

建築統il i I J について最も警戒すべきは、その精知11
1的方面である 。 これは思想統制や嬰術統

ｦｾｉ ｊ と関聯し建築のみの問題に止まらなし、。反動的右翼化やショウピニズムは我閣の統制理

論において克服怖である tこも拘ら今、か〉る傾向が知識階級のli J l にすら屡々 接頭するのは

韮 ｴｾ 遺憾である。例 へ ば最 近 音柴界 に投じられに 洋楽禁 ー ｬ トＮ 論やベ ート ー ヴエン妹殺論の如

きその 甚 しいものである。かかる症献はむしろ現 は れる ｴｾ r r J 現はれる 方が、 それを清二算し

或 は白浮作月 ｩｾ 促進するにめ ｬ こ好ましいことであるといってよい。

建築表現へのやj 等かの指導的統制が企てられるとすれば、問題は一層困難な相を呈して
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来る。こ〉に建築表現とは J l _ . 髄化され? こ建築物の形態が示すすべての相貌を指す。これを

歴史的 ｩ こ固定しに様式でなし現在に呼吸し生長しつ〉ある様式と ｪ 詳しでもよい。従ｾＨ、

建築表現に閲する論争は Ｑｾｬｬ 断なく行はれに。過去の誕見のｪｦ，Ｚｦ［ｦ翠や許僚はー肱解決されにと

いひ得るが、今日の建築賀践を指導する建築表現の理論は容易に把握出来ない。これは永

遠に未解決かも会11れない。 しかし宜践としては常に「解決」されてゐる D 農民の手製の納

屋であら うk 、兵舎であらうし博物館でゐらうと。但しその解決の債値如何は別問題で

ある。或は自然鼓生的であり、或は意識的であり、或は本能的、国国的であり、或は知的

都合的であれ或は猫創か奇矯かであれ或は模倣かj疑作かである等無数の鐙異を示す。

不健民な恥づべき表現を防止する? こめ iこ、抑制的に「勿れ」式のt条項を並べることは無効

でもあれ不可能でもある。闘家的権威をもっ指導原理を明示することは兵盟的にも抽象

的にも容易でないにめ、建築統制のこの方向の底辺は至極困難であ るが、それが或程度達

成せられ? こから主いって建築家の建築表現に釘する責任は解除されない。あらゆる意味に

おし 、て優れに建築は統11ill そのものからは生れない、結局建築家の主宰する建築賓践を通し

て生れるのである。従って建築表現lこ過す' る建築家の能力が問題となる口建築的能力のこ

の商を建築家の天性の素質にのみ蹄するならば、良い建築表現を求めるにめ iこは天才出現

の偶然に時まなげればならなし 、。従来の敬育はこ〉に大きい弱黙をもってゐなかっTこか。

それは建築の工墜的背WJの異常な進歩のi婆に見落され7こ大切な商でなかっ? こか。なる程墜

校の皐利子様桂の中には| 凶l楽、製| 凶l、精昔、自在部主宰の貰} 丸練習や建築意民、接飾法、様式

史その他の肇利がゐり 、 夫々ｾＱ｝ｾＺｩｦ［の時数 ｦ･ ｾｩ ｾ されてゐる。しかし、そこには建 築表 現へ焦

賦を合せに数桂の編成は始んど見られなし、。建築表現はそれのみで孤立するものでな し

建築賓践をめぐる金活動の結論として生す・るものでゐるから、その7こめの教科は甚ピ複雑

な性絡を帯び、それ丈りその指導は方法論的難鈷をもってゐる。次に腕鈷を一歩進めて墜

生、生徒の資絡問題iこ移す必要がある。建築科入肇志願者は、純理論的に考へるなら、多

少とも建築への理解と愛をもち、建築家? こる自信と抱負をもってゐる筈である。しかし質

献が必す' しもさうでないことは容易に推祭出来る。故に現行の考資制度を採るか否かは兎

tこ角、感佼の性質に l忠じ T その志朗者詮iiju方法の中 に、感性を 基底とする能力の l吟味を} J I 1

へる必要が起る。これは単 lこか〉るものを詮wun条件とする意味に止まら今、建築志望の意

志を喚起し、よ b良い志問者を集めることにもなる。

隊| 家は今、総力戦の峠を登りつ〉ある。岡家のすべての意志と努力はー拡に集中されて

ゐる。現下の建築もこの一望 ｾｩ に向って引かれに線上のみを前進しなげればならな ｌ 、。その

線は時には狭 し 時には深〈刻まれてゐるにら う。しかし我々は古代希 IJ鼠人のヱ リジウム

への憤憶をもって進み7こし、。

筆者は建築圏外に立つものであるが、憶庖もな 〈見解を披涯しに所以のーは、これが筆

者の属する工華の領域一一それは特定の限界なく建築へ移行するーーにその佳詰- 蹴るから

である。
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軍事的見地より見? 二る都市の線地に就て

白 泰
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A  Predi ct i on of the study on the green in the ci ty vi ewed f rom the mi l i tary standpoi nt .  

By 

Yut aka Shi rakawa 

1.序 言

一敵はこれを?常 に仮想しでも夏いか-

2. 仮想敵の来襲方向と目標

3. 敵の襲来時刻

4. 都市に於げる消極的防禦施設の緊要性

5. 敵の攻滋手段と我園都市の待異性

6. 都市防護上必須の施設としての緑地

7. 公共緑地〈公園及び旗揚〉の攻防的使命

一然らばその大きは如何にして定まるや一

一先つ' 高射砲の機能を知るを要すー

一然らば新〈して公園及( f i J 祭場の所要の大

きが決定すー

卒坦地の場合

一般の場合

1 序 百

目 宅た

一上に得れる結果を貨際についてみるに一

一公園及ぴ庚袋、の相互距離と百日置に関する

統制は如何になすべきかー

一避難所としての公園及び艇場事-

8. 道路線地の攻防的使命

9. 線地縮待に公国道路網の提唱

10. 敵機に封する都市の Camouf l age

11. 英他の線地の攻防的使命と線地の恒久的設

定の必要

ＱＲＮｾ 念的縁地としての休閑地利用の問題

13. Z P : 時に於げる線地の軍事的使命とその効果

の重大佐

14.結 び

一此の際符 Ｑｾ の御指導・ ｩ 却 ｴ 援助を期待すー

一敵はこれを常に仮想しても良いかー

「千和ｾ 愛する闘民」それは我等の ｊｾＮｲ こ冠せらるべき言葉でゐる。にも拘らす・我々日本 人

が好戦的な 9 ｾ斡せらる〉は、 1つ の耐; 合的歴史的護展の結巣であって、日本人の好戦性

は決して、先天的 iこLミ定されにものではない。岩人は生存のにめには自然主闘ひ野獣と闘

っ て 来fこ。併しそれは闘争の l 形態ではあるが、何等戦争ではないのであって、戦争は枇

命的不平等の成立による武力附級の成立と共に始まつにものにして、此の段附に立ち至つ

ては他の領域の創立亡と接闘のある所、時として戦争が主として枇合経桝的原因により起き

るるこ主は絶無主は云ひ得､Ｇる鹿にして、平手 ｉｉｾ 愛する岡氏なりとｉｄｪ￭Ｚも好戦的視さるるの

態度を取るの1[-. むなきに立ち至るこ主も亦勿論あり得るのである o iE れ我等主雄も平時に

於てすら猶且軍事的見地より凡ゆるものを考祭するの必要にせ まらるる所以の作ーする所に

して、ままに於てか我等も亦都市の緑地なるものを此の見地から再検討して見ることの必要

tこせまらるるのである。本ノj 、論は研究の l 部の議報として昨昭和 12年 4 月東京帝閣大壌に
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於ける農準大台の席上に於て講演殻表 なせしものに 1部筆を加lへTこるものにして、今回、

大 ｬＺ 反府警 京 都建築 課 技 ｮｬｬ ｩ ｊｩｬｬ， 井幸失跡氏及び大阪市役所 防護課技 ｭ ｊｪＧ ｛ｾ ｜ Ｎ田秀徳氏の勘めに よ り

再度琵表以て建築界諸賢の御批判を仰 ぐの機千? を得しことを j次幸 k 存十る次第である口

2 俄想敵の来襲方向と目標

航空機の殻達 左飛行技術の進歩向上は今や重爆撃機を して四噸もの投下部を根棟地より

携行し来らしめ、良 ¥2，500kmの2さを距つる都i lTのささ裂を惑に して再び根燦地に師還 し得

るの性能を有せしむるに到IJ 9、

高弘 ク::x匂二

資i 卒 均 時 速 | 最 大 時 速 |
H)t  をま1

種

時 間

450km 520km 6- 7 時間 ソノ 0巡km航/ 速hr度

36 

410km 475km 10- 20:時間
ソ ノO巡K航法度

330km/hr 

航 二クZ恒二 機

投 下 強 搭 載 量 ｾ ｔ＠ 動 4三 径

種 >>I J  

経 爆 撃 機 300- 500kg  900- 1. 100km 

重 爆 密室 機 2，000- 6， OJOkg  1. 30.1- 3， OOOkm 

我が閣の如き地J]J . 的には北方は陸地を以て、西方は比較的狭小なる水域を隔てて他闘主

隣接し、此等より現在の護法過程に於てすら良 t 航空機 を駆って空襲 され得るの距離にあ

り、 東又は南は砂廷にる大洋を以て隔てらるとは去へ、大なる武力引!合蔵ぜる大航空母艦

の近接し、一患にしてその有する攻撃機の大群を匙強し、我が岡土 l二に殺到 し来ら しめ得

るのであってoとして油断を許さ V るものがあ れ 而 し て、 その攻撃目標と成る可き ものに

るや先づ以て岡家活動の中植をなす都市と見る可きで、共の主J象と 成 る可き都市も亦自ら

限定さる所である。こ〉に 軍事的見地より見? こる都市の危険性の大なるを、従って、都市

防護に ii する施設の緊要なるを桁感させらるるのであって、今夏1段々を要せき' る所である

市して その防護手段? こるや航益機に封するものを以てその第ー となすべきは時代性と我凶

の地理的特異性とを惟ふの時説明を 要せさ' る所である。

5 敵 の 襲 来 時 刻

今敵の襲来し来るの時刻を考へて見るに、従来、敵機は、夜間を利別 して飛来 し来るべ

く2 つの場合が考へられ、 その 1つは、夜間その根械地を出張し日出前目的地に到着し爆

撃して蹄還する場合であり 、今 l つは設1m飛行を行ひ日浅時に目的地に到建し目的そ果 し

て夜間を利用し師還す る場合である。前1 ) の場合は前以て仙技飛行を必要 とするも のであ
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り然ちぎる; 場合、夜 1mを利用 して円的地に達するは困難事なりとされて米亡。然るに 、H乍

Ｏｾに到り飛行機 ｟Ｎ ￬ ￭ｩ に航空技術の ｪｦｵ ｩｊ［Ｍ向 Ｑ ＭＭ は Ｍ ｾｾ ｾ Ｚ ｉｉｕ の爆撃をして可能ならしめ 、 こＧＺＺＮ｜二号 ＱＱ ｜Ｑ Ｑ こ

りと雌も堂々除似を整へ或は :i {i 機 :次々奇裂を企て得る所ともなり 、全 土 笠HセE笠通主主些

句盤会は去らさ＿る 所 ともなり 、 三と Ｑ 三 ［主主エか ｝ ｬ ｬ￯ ｬｩ ｊｬ ￟ 護施 ｊｘ￸ Ｚｲ］迎ｾｩＧ ｉ Ｇ ｊ ｾ 盟，ｦ［ＩｩＮｦｉＢ ｊＱ 二三 包旦色笠

118はすその常に統 ;! jlJ的 ならさ' るべからさJ るを柿切に感す・るに到らしめ? このである。

4 都市に於ける消極的防禦施設の緊要性

我が優秀なる陸海軍の精鋭は 、こ の敵の大空襲日 ｬｦ ｨＭｬｦ［ｾ我が問土 ｟ｉ Ｍ Ｍｾ に入 る に 先 ｦ ご ち これ

を迎撃Ｎｾ抜 し、 進ん で は更に敵軍根擦をも一事壊滅し敵機ボ裂の根加をよ 〈 箆減 し 得る 所
( 1)  ( 2)  

なり と確信する も、 攻なるに隙な 〈守るに| 涼ありと云はるるもあり 、夜n1i ・悪天候その他

我の警戒に越せまる こ ともあり 、剰 へ、こ の 泌j手総長き我が同土に封し では、 我が警戒網

の漏 口をね らひ、 何 時如何な る方面に敵の特か に来 製 しういるや も似し難き危険i状態に直前

する こ と絶釘になしとせ今、悲に都市自らの防禦手段の必要不可般の ものと成 り米 る やnyj

かな る所にして、共 の 防 禦 手 段L るや同日1j とも云ふべき全般的硯野より しては或は消極 的

防 空 施 設 とも栴さるべき もの に して、 更にそれを都市のみについて見るの時、都市 の砧極

的防133手段とも云ふべき都市上 空 lこ飛? j ( の敵機に到す る都市自らの撃墜 ・撃退の動作 し

者 ｪｬ￯ ｬ Ｇ ｩ の消極的 ｾＩｪ 禦手段と も 降すべき都市の円棋を隠医遮蔽し以て敵の室製合同のＺ託行を し

て困難ならしめ、且 引 都 市 民 を して高射砲の掩護下に在らしめ 、i li 民 の 安 全 感 同K し・

ill 捌IJ r動を して敏速なら しめ、都市 及びその市民 の被4与を して最少限度に止め しむる の動

作と l二分かち得るの であって、こ Y ( こ都市 のも'l-h括的並に泊倒的防生施設の完備の緊要なる

を切買に感十ると共に、海 陸 ・軍民相策臨し相協力して防1Rの完全を期すべ 〈平素より考

慮 し置 くの必要 を認むるのである口まして今や非常時下に於てをやである 。

5  敵の攻撃手段と我園都市の特異性

j斯折 〈我カがz瞥戒網3を? 突似し来T仁こ り?仁こ るものは布剖都1官li市|打T上 室にて批行爆弾3を? 投下するべ 〈し、 その

1刊l月1脆 は 目的 によ り陸 々異る もL 、我カが; 間剖都御制l灯引I司li の特異到'1岬l

現 ｩ以伏 並 に 将来をを＿恕よふ、の時 、 彼等は先づ ｩｗ 涙性 ・噴 嘘 性・ 駅員 ｌ 性等の瓦斯 ｾ ｜ ￯ ｬ 及 び細 菌時を 投

(  1  )  完全なる消音装置と透明なる機翼をギf する 敵機が暗-F( 雲綴を利用し無線方向指導法により

高空を? 飛来せ lま我が監視11宵u 量も完全に防護し得るか。

( 2  )  気象の無線通信 は悪天候を故報し 、 その直 前直後を利用して 敵機は 我の要 型車 迫 電車を＿ 逃げｾｾｾ

務逸のツェツペ リン飛行船は常 に大宮雨を利用して攻車産しれと聞く。

( 3)  都市燥 l箆[ ま待定建物 ff 目標とするよりもむ しろー苦手の建物を目標 とするしのでめり 、都市

に侵入し縛れと云ふ事のみにより岐に燥注Z隊はその目的の大卒を主主し得れりと云ひ得んか

( 4 )  巴里は大戦中 投下 弧及び遠距離砲による攻 電ＧｩＮ ｦｦ ＷＵ 回 ｉＰＵＰ ｾ 受げれに拘ら宇 火 災の被害の少

なか りしは卒均一回の事里遺産による 落円単数の 14sをと去ふ少数なりしに L よるが、他方主主築

物材料に由来する貼大なり と考ふ。

2 1  x  



下 し 叉 は 毒 液 を 雨下し、 市 民 を 混 乱11た裡に誘導 し、 紋 いて 焼 夷 関 投下により 都 市 の 次f査

を計り 、重 要 建 築 物 は 破 壊 柿 の 爆l淡を企つる 所と なり 、爆 破 時 の 強 き 民 動 は 附近 建築 物 ・

戸 ・附 子並 に硝 子 l こ歪 或 は 破損 を 惹 起 し、 瓦 斯 搾並 に市111菌 開 の 狛j式を して 一層 逗 ましくせ

しなるに 至 るであらう。

今試 にその威力を 専 門家 について見るに、

t呆 5皐 建 物 に 重き す る 投 下 爆 視 の 効 力

の

磁 頬 爆 破 す る 威 力

12kg  2  | l M
内の窓靖子倒 壊 し、木造の建物を損傷して使用不能

に隠らしめる。

50kg  3  

1  

5m以内の建物の竪同な石壁矧る。

100kg  4...;5 

1

10m以内 の堅閲な 石壁営破 る。

300kg  6  
| l M内破の暖厚 ε 50cmの石墜を破 h、鰍 カを以てその後方

を著しく する 。

500kg  
|  

地 下 室 ま で 悶
1 附を佳近IJ すに落。下しれのみで大建築金粉砕し 、直撃すれぽ集園建築

1. OOOkg  | 根底より 破 壊 | 同 上

lE  

竺乙」

4か

費量 |  爆資中心より ｆ 記の距離に於げ る 匪カＨ 匂 Ｏ ｣ｭ ｾＩ

皇
1

O. Ol m 

1  

O. l m 

1  

1m 

1  

4m 

1

40m 

I  
4刊0
∞
Omm 

25kg  -

1

1. 280 州 川0
∞01

128  

1  

8  

1  

0.08 

1  

0 ∞ 

5Okg 

1

山 O. ＰｾＰ Ｑ＠ 25
叫

256

1  

16  

1  

0.16 

1  

0.0016 

l  0
∞Okg  

I  
弘引川lロ20

叫
51  

刈
512 

I  
32 

1  

0.32 

1  

0.0 ω  

l 50kg |7，68川
01

76
叫

768

1  

48 

1  

0.48 

1  

0.0附

肌 g  

1ド
12.8別胸8別側0∞

0

州
128.0

叫
1. 280 

1  

80 

1  

o. 80 

I  
O. 0∞080 

5OOl.. g  

1

川。。叫 256.

吋
2.560

1  

160 

1  

1.60 

1  

0.0160 

1  OOOkg  
15

1.200

叫
512

叫
5. 120 

l'  
320 

1  

3. 20 

1  

O.  0320 

5 肌 g 1256.000州問。 叫 25.600

1  

1.600 

1  

ｉｾ＠ 00 
i  

0.160J  

骨宣 主王 e 物 骨 量 が 破 I裂 さ れ る 時 の 怪 力

普 主E の 慾 ヵ・ ラ コ人 約 0.04 kg/cm
2  

普 遁 の 煉 気 墜 地 3.00 kg/cm
2  

支質の厚いコンクリート 墜 約 500- 700 kg/cm
空

備考 1. 上表は東京工業大事建築祭教室講義用の L のより採録。

2. 燥磁の投下高度は 3.000 米と仮定して算出されにもの。

焼 夷弾には各種あるも 薬 剤 として 「テル ミッ ト」 の如 き 極めて強力なも の を用ふるとす

( 5) 欧洲大戦嘗時 300kgの爆弾は よ < 6階建の洋風築造物を貫徹してゐ る。
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( 6)  

れば日本家屋に釘して 10へ，20kg のもので足るのであって、か〉る仰を 1盤1こ? ミ50二 100

' 守3

JP，I携行し? j O ， その内50% の不殻をよι るとするも 、 5 ・6機にしてよ< ｉ ｾ ｍＪＩＨ ｲｽｾ災世時 の

火災を起し得るものと猿想されてゐるのである。之に釘しては我が都ili としては ー崎支に、

敵機の来襲を監硯し 、 護見にｼ際しては ｾｍｩ［ ［ｊ司令部に体連し、飛行機によりてよを掛墜し、

1M逃れ? こるも のは高射砲を以って これを撃似 し、更に内部にも之入 し予1<: 1こりにるものに到し

てはその行動を気味を以て阻止し、高9・f砲及己Jjq.j 機閥銃で撃滅し、以て都市をして完全な

る其等の掩護下 lこ置か しむると同時に、 老ー幼品11ム:-Tーは之をしてJ . i l i に附近安全なる場所に避

難せしめ 、 他 は 現地に踏 み 止まり以 ー て泊、火その他の爪動に岱ｾ ， ｾＩｪ 設指導凸の指昨の下に

都市をしてその蒙るべき被害金可及的些少ならしむべきである。

6 都市防護上必須の施設としての縁地

都市民としてはやj 時如何なる敵機の製今艇を 受け、如何程の投下部の聞を浴びせ掛けらる

る所となるも、毅然として動ぜ十怖じぎるの主主慨 し 軍部 と一致協力してませ憾の慮置を誤

ることなき平時に於りる充分なる訓練 とを必要 とする 底な るも 、亦、平時に於て非常時都

市防護上の必須の施設を して遺憾なか らし め世 〈の!緊要な るは今夏めて説明するに賛言を

要せぬ所である。市して その施設?こる や、空軍の完備 と兵員の充足、兵機の改良と増備、

新兵機の護明と絶え ざる研究、新材料の護見と代}I] 品の研究、防守埠在J兵t

Il間i問nに於ける消火? 泊岱既、擬装迷彩等の諸施設の必要なるは勿論のこと、就中級地が種々なる

黙に於て都市 防護 上Ｆ ｾ ｊＱ不可献 の施設と して 、 一大重要役 割 を 演 じてゐ ることに注目させ

らるるのである。次に 「しからば何故緑地が必要 となるか」の皮相なる概念と「然かめら

しむるには如何に すべきか」 の手段 とを制 〈簡明に論じて見? こいと思ふ のである。

倦雨、論を進むるに首 b、先づ此慮に「縦士也とは如向なるも のを云ふや」を ! 引にして世

き? こいのである。これに就ては従米色々去はれて居るのであるカヘ ー都ili に於りる線地

とは 大韓に於て益 地 を指 す のでめ って、 一 般の道路の如きは此を除外し 、 ＧＱｦ ｴ 市民 の ｦｾ 位 ・

街生ト消叉都i fi の健全なる護述 ・人口 の分散上必要なるものに して、市かも自然の土峻を

以て被覆されに土地と共れに附属し? こ水面と を意味するも のである と云ひ度いのである。

ヨたいで、都市 防護上必須 の 施 設 としての線上也には如伺なるものがあるやを列記してみる

に下記の如きものが考へられるのである。

I  敵機型車墜施設としての級地

敵機偵察陣地として の車各地

Ｈｾ恵苦 ｦ ・ 照空〉

( 6 ) 航空機の搭載量には制限め る故投下磁の大なるものはむ;然その数減せ' らる。焼夷毒殺の目

的 ｻｴ＾ 以てＪｾするも のは大な る ｌ のより ｌ 小な る ものの多 数 を携行 するこ ととな る べし。

( 7 )  東京大震災嘗時の後火筒所歎は 100前後。
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飛行隊陣地としての線地

非常時高射砲 陣地と しての線地

1;且寒気球掲揚場所としての線地

陣地関連絡移動施設としての紘地

E  市民避難におする施設としての線地

話喜重量』枚容施設としての総地

瞥療救済施設務所としての線地

漣難路としての線地

E  非常時執務 ・屯集場所 としての級地

徴募兵屯集場 ・訓練街 とし ての絵地

軍需品集積場所としての級地

主i ii; Jも庁防護隊員の屯築協所としての級地

警備隊員屯集容所としての線地

消防隊員屯集場所としての給地

警 報 ・遁信 ・連絡執務場所としての線地

lV  各種投下弾に避する施設としての総地

議文斯 ・ 細自ｾＮｾ単に謝する施設としての終地

焼夷弾に望書する 施設としての線地

V  敵機に謝して我が都市の是正丸諸島知l会困難ならしむるにめの施設としての車基地

、I 重要建築物に望せする敵弾命中率を低ドぜしむる? こめの施設としての線地

永久的施設と して

官 街 ・工場 ・貯城所の分散

建築物隣接空地の波大

雨側建築坊の溺解 ・ 軍隊 ｊｾ 他言者防設隊員の活動 ・ ｩ 盛難 ｻ･ 考 ｪ 必しての道路の住民張

燃念的施設とし て

鰐袋迷彩施設としての主張地

VJI 重要施設物に lt する侭装i並i必施設としての線地

火薬庫 ・兵初産 ・兵機 j車 ・71<. 源i也・ ii;見li' 9 ンク ・石油タンク ・石炭庫 ・5量管制f ・童話電所等の

鍔袋 jjffi 蔽施設とし ての級地

VlR ｾ毛 イ也の線地

練兵婆 ・軍人情操教育飽貫生・慰安休養施設としての兵替園地

非常時市民食半世供給資源地としての「ア ロットメン トj 等身

E  長期抗戦に備ふる銃後図民惚位向上の銭の施設としての級地

X  母惚の向上と 、 来るべき世界を諮って立つ可き第二箇民をしてその骨量力を』前監せしむる銭の施

設としての線地

:xr 軍需工業従業員の労働環境改善 とその 労働能率槍主主の? こめの急; 法的疲苦手回復 ・慰安休養 ・筋肉

運動均衡施設としての線地
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等身

:xn 被害地復興施設としての線地

被害地後民主瑳による 磁償言者物の牧容場所としての線地

被害地後復興に倫ふる諸材料の蓄積場所としての級地

7  公共緑地 ( 公園及び庚場) の孜防的使命

戦 時、都市をして高射砲の完全なる掩護下に在らしめねばならぬ ことは如上 lこ述べ? こる

所なる が、共れが陣地として、叉、敵機間安聴育!照空陣地として、阻塞気球掲揚場所とし

て公関及び肢携を利用するは軍のがi動をして、好都合ならしなる所であり、火災時の避難

場所として、老f4.庶I?女子-の牧容場所として、非常時の救護時務所として、防空壕構築場所

として、地下防護宗施設場所として、通信警報その 他警備防護諸事務執務場所及び諸員屯

集 ・徴募兵集合 ・訓練場所 ・軍需資材蓄積場所・被害地後虚理諸物牧容場所 ・復興 lこ備ふ

る諸材料の置場等としても亦推奨さる可きものである。

共の統制的なる配置は、陣地の診動従つては寧の活動をして敏活なら しめ、避難をして

容易敏速ならしあ、都市民の安全感を助長し、警備防護の諸事務を して閲滑j よらしめ、又

不幸被害を裳1 ) 1こる 部分の復興を して速かならしめる所となる。

それらの目的達成の錦、施 設に際しては共の周縁部には可及 的 幅 員 の 附 植 樹 協 用 意

し、内容と して は飲料 ・消火及び瓦斯wj L必す・池泉 ・ヲ|二戸 ・プ戸ルを用意するが望まし

し 中央部は五地〉となし世 押 印 移 動 式 運 動 又 は 遊 戯 の 諸 機H. を配して置〈べきである

而して、 その全般的胤棋＿こるや 、 非常時活動に便なる Ｑｾ けの大 きの 最 小 のものを敢に於

て可及的多数にこれを用意し、大なるものの少数は極力これを避けなりればならぬ。

従ってこ、にその公闘及び民場の必要 にして充分なる 11止少の大きなるもの し 又都市金

瞳をして充分安全なる掩護下にあ らしめるにめの夫等1 mi. H日の位置如何が問題 となり来る

を知るのである。而して、 それが解決には公園及び肢拐の大 き し そ れ 等 相互間の間隔を

延いてはそれら配置の Syst em をも自ら決定し来る事となるのである。

一然らばその大きは如何にして定まるやー

それは? こ Y 高射砲或は高炉j 機倣J銃の活動をして充分ならしめる fごりの大きの ml O. によ

り即ち 高射砲の機能によ りて決定 さるべきもので ある。 市してこれは叉、 その周囲 に存在

せる建築物その他の構造物の高度及びその土地の全般的傾斜度によりても影響を受 〈るも

のである。

従ってこ〉に高射銃砲機能の威力を充分に護規1せしめるに足る mln. の大きとは、そ の

( B )  公園 周園の植樹併は外部よりの毒叉斯の流入速度ｾ緩和 する でめらう 。他方外 部の主宰宝石 斯

は街路の遁風ｾ言十り消散速度ｾ大ならしむるべ〈考慮すべ き でめ る。

( 9 )  寒気斯中には7)cに分解又は ii] 溶なるものが相 'EZめる。

(10)  充分ならさ' る空地面積の存在の無償値は彼の東京核H9. 廠跡の惨車.uのよく 示してゐる所。

2 5  x  



土地の1t f i斜 Ji.[ ｾ＠ Ｉ［ｾｅ，ｾ 因子と して有し 、 しかも 周悶部 ｦ Ａ＼｜ 築 物 の高さの画教 として 定め らるる

ものにして、換言 すればその院さ如何は阿国建築物の高さに或る 11;I J阪をも要求するので あ

る。

一先づ高射砲の機能を女11 るを要すー

高射砲の機能 中、公国及び肢場の大き決定に側係し手Kるも のは砲身の旋回車Ih中心の地盤

より の高さ し 砲 身の最低仰角とにして、 その大さは次表に示す所で ある。

砲 手重 | 唯 の 旋 附 心 の I .hl ｾの最低 Ｑｱｊ fl J  l li¥il $ J の最高仰角

地 よ り の 高 さ

10 瀦 卒 者包 1. 83m 

7  糠 牛 砲 1.48m 

G- .L.  

ｾ＿ｅＱｬｉＭ吋

¥ 1  I  

¥ I 件- - - .  

¥ I  I  .  ｾｏ＠

¥ I  I  -

¥ ｾ＠ I  

35
0  

35
0  

ρ  

ぉ

80"  

80つ

，〆

その極限的決定をな すに 首 りで は、旋回 中心高のf尽き方を採nJす可きであるは沿明石? 要

せぬ所である 。

叉、仰ff J に闘しては 35

0

以下は用ひす、 80

0

以上ーは これ叉死角とも栴 しHJ をなさY るの

角度にして 、 有効 仰 角は ＳＵＰｾＸＰ Ｐ と 制限されてゐる のである。 水 平 的に あ りで は ＳＶ Ｐ Ｐ の廻

特は可能である。

一然らば斯〈して公悶及び}! ) ' ( 壌の所要の大さが決安すー

此 ｾに公園及び隣接の所要の大きを求めんとするのであるカヘ

今求めんとする公国及び康壌のー濯の長さを一ー . . . L 米

土地の傾斜角を ー.. q. 度

周回構築物の高さを .. . .… H 米

砲身旋回中心車Jhの地盤よりの高 さを…・・ h 米= 1. 48米

砲身最低仰角を ー・ 3 度= 35度

x  2 6  



砲身旋回 中心軸より両側柿築物世間迄の距離を夫 々 ・ー・・ R1 • R 2米

R = R l + R 2 とせば

α = 0 の時に限り L = R となるは凶に よ り明示 さる所ーである 。

/ '  

"  

/ '  

"  

、、
1

1

土

h

/
ち
ず
一

、、

1- . - 一一下も τ=司，一一ー一一→J

下=ぞ ー

一一一一一_ _ _ . 叶

' -

ト一一一一一

〔平坦地の場合〕

先づ簡単なる場合と して平坦地について考へてみるに、

"  
〆'

/ '  

R  1  tans  +  h  =  H  ( 但 し単位米〉

R，=  H- h  -

， tans  

L  =  2 R
1  
=  2  ( H- h)  cot s  

=  2x  ( H - 1. 48)  X cot 35 

=  2x  ( H ー1. 48)  X  1. 428 

=  2.856 H  - 4.  2269 ・・・・…… …… { A)

司 、 ｾのんｾ 、 ｾーｾ、ｾ一日目ｾ

L  >  0 なる?こめ には

H - 1. 48 >  0  

H > I .48 > O  

それ故に

2 7  x  



L  ｾ＠ 2. 856 H  - 4. 2269 く 3H - 4.2269 <  3H  

.・. 上三3Hーよ互T iif!えを ? 先日。 ( 但し H > hなるを要す〉

〔一般の場合〕

吹に上に得? こ概念を ーイj立の場合に及ぼ して考へてみることとする 。

R 1  tans- R 1  tanα+h= H  

R  I  ( tans - tanα)  = H - h  

R ， =  ｾＭｨ＠
1 = 一- 0 -一一一… H ・H ・-・{ a)

tanl1- tanx  

又

R 2  tans+  R 2  tanα + h= H  

R 2  Ｈ ｴ｡ｮ ｾ Ｋｴ｡ｮＢ Ｉ＠ = H - h  

R .  =  H - h  
2  = 一一一一 一・・・・ ー… ( b)

tans+t anα 

R  =  Rl + R 2  =  C H- h)  (ームー+ →ァ_I - i  
、tanローtanα tan) +t anα/  

=  C H - h)  Ｈ 石全長 ｾ Ｉ

/  

/  

/  

/  

/  

/づらι
Ｍｾーし ｬ 伺

¥

l

/

¥

h

I

J

O

，
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α
α
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ぷ
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一
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一吋

∞

一

一

n

E

J

一り

t

一ヨ

0

一刷

、

「

n

言

J

ま

一

じ

一。

内

t

-

-

ヲ

'

=

ぷ

M

m

f

r

t

1

¥

r

r

t

1

1

同

/

一

x

す

)

〉

心

一
止

、
Q

U

Q

U

今

&

一

釦

タ

イ

4
.

二

寸

1

I

l

i

-

-

什

一

一

肝

一明

白

H

一

日

刊

一レ

許

引

“

r

k

r

k

・

1

・
司

教

2

2

l

一

に

=

=

=

は

R

今

今此の式を吟味 して みるに、

( 1 ) α く F なる接合

R  >  0 なるがれめには、

2  ( H ー1. 48)  >  0  H  >  1. 48 

x  2 8  



叉 ( 0. 700)2 ー tan2α
> 0

t an" く 0. 700

α く 35 なるを要す。

即ち R が正なる ?こめ には、

H は常 iこ1. 48米より大なると同時に α は常に 35度より小なるを要す。

此 れ を 換言 す れば、

周 囲 構 築 物 の 高 き が 1. 48米より 高 〈、 土 地 傾 斜 が35度 以 下 な る 場 合 iこ於てのみ公園及び

E足場の大さが夫等 iこ制 限 さ れ 、 従 っ て 共 の 大 さ を 決 定 す る lこ至るを知るのである。

( 1 )  α = s  ( = 35りなる場合を吟1ほとしてみるに 、

斜面の上方に向つては 、 ( 但し高射砲を原墨占として〉

H - h  

ω 式より R 1= 一万一 R 1= 土∞となる 、即 ちR1= + ∞なる時には H - h> O H> h となり

構築物の高きが 1.48米より大なる時には R Iは無限大即ち、上方に向つては公園及びl資務の

長さを無限大距離に取るを要し、

R = ー∞なる時には Ii - hくo Hくh となり 、構築物の高きが l. 48米より小なる時には上方

に向つては公園及び康容はこれを取らなくとも可なるを窓す。

斜面の下方に向つては、 C但し高射砲を? 原鉱として〉

H - h  H - h  

Cb) 式より R z= 一一一一一 = 一一一一一

an" 2tan35 

=  CH - 1. 48)  x  ろ告x  cot35 

=  ( H - 1. 48)  x  %  x  l. 428 

=  ( H - l. 48)  x  0. 714 

=  0. 714 H - I. 057 

守 H ( 但 H > O).. …・( C)

これを要するに α=s ( =35
0

)  

RIl ち土地の全般的斜傾角が35皮なる時にありでは上方に向つては 1. 48米以上の建築物は絶

望せにこれを機築し得られぬこと》なり 、 下方に向つては約違築物高と同じ大さにげの長さ

に公園及び威容を取るを要することを知る。

(  ( ) α> 戸( = 35皮〉なる努 合を 吟味せんに 、

上方に向つては 、 ( 但し高射砲の位置を恩給として〉理解の簡単の7二めに闘によりて説明

をしてみる こと、す 。此の務分高射砲の孤は上方に向つては地表面に主主すること〉な れ

砲の機能をして充分妥揮せしめ得ぬこと、なる。

下方に肉つては、

H - h  H ー l. 48 

( b) 式 より R 2 = 一一一一一一一= 一一一一一一一
ｴ｡ｮ ｾＫ ｴ｡ｮ ￟＠ ｴ｡ｮｾ＠ +  tans  

( <H ) ・・…・・・・ ・・・( 0 )

より R zが決定す。

叉、

2 9  x  



( C ) 式より 一旦ニ ! : _ i L< 一旦二 1. 48  

ans+t anχ 、 2tans

H - I . 48  

RPち で一一一ーァ< H なる放 R zくH となる。

an::t + tan[1 

之を要す るに 、

比 の場合上方に向 つては建築物の指揮築を第二さぬのみならす( 而 し長距離を置いては この制

限は賀際に於ては緩和 される可 きでめ る〉砲の活動範図 も狭ばめら る〉 ことh なり 、下方

に向つて は ( D ) (くH ) 式 により決定さ る 〉所 となる。

1If 際に於て は、

か 、る 場合 上方 に向つては攻盤不能に陪り 、 ヰモとして 路上左右乃至は下方 に肉 つてのみ攻

型車する 月f! : な り、 従って下方に於げる建築物の725 さに影響を受〈ることにより 公園及び成

務の大きが決定し来ること h なる。イ旦し比 の場合その大きは詮築物のおさ より 小なる もの

となるは上主主の通りであ る。

( 凹〉 今待，811の場合として α= 0. ej) ち卒坦地の第合を ( B ) 式について吟味してみるに 、

R  =  ＱＮ ｟ Ｔ Ｐｾ ｊＺＺｉ Ｍ ＲＮ＠ 0. 72 
-

o. . 49o. - taポα

L  =  R sec:x 

1.  4o. o. H - 2. 0. 72 

0. . 490. ーtan'! .:x， secα 

，， = 0. なれば tan
2
:x= o. sec"' =  1  

•• L  =  1. 4o.o._H  .-:::-_2. 0. 72 
=  

0. .490. 

=  2. 856 H - 4.2269  ( = A )  

即 ち( A ) 式 を得る こと h なり 、

一般式の待，81] の努合と なる。

1. 4o. o. H  - 2.  0. 72 

一般に L  =  

0. .4ヲo. - tan
2

"，

で以 て決定さる、月Ij. となる。

- 上lこ得 7こる 結 果 を 貰際 に つ い て み る にー

x  3 0  



市街地建築物法地行令中、匙喋物高度の地域別制限は、住居地域内に ては如何なる建築

物と雌もその高さ 20米を超過することを得子、商業 ・工業 ・未指定の三地域に有 りで は31

米を超過するを得子。 とあるにより、今これを遁用して公園及び賭場の極限的大さを J -_述

( B ) 式より計算してみるに、次表の如き結果を得 ること〉なれり。

( B ) 式より

(  tan35 ¥ 
R  =  2  (  H  - 1. 48)  (  Ｎｾｾ ｉｬ ｊｊ Ｎ Ｉ＠

¥ tan
2
35- tan

2
a. J  

I. 400Hー2. 072 

0. 490- tan
2
a. 

L  =  R配 ca.

l 400H- 2. 072 

O. 490- tan2α

問

c"-

軍事的見地・ 9 零点. ，"  i:1Il" .-J! i! ，傾斜ホ片方ヶ ｉｖＭｾｊ 会 ｬ 、，六ザ L 揖

住居l : t ! : t卓

。3E1定工絶滅木

平沼地
イ頃 4叶 jt "  

ぷ叡1
.  .  .  

屯 J!!!!5

.  .  
J a  e B  -て3 望E 1 0  エ］乙ｾ : : l . 主5"

2. 0  5 2'9' 1  S ; 3・"70 ] 57: 三百 e斗・ 1 0 ママ・ 17' 1 0 4 デ' ア 1'5"' 0 .6 . 5 

..3 1  8 4.:34  e e ; ・守2 . ヲ 1.4 ..3 10，之. ; 30 1 2.3・0<> 16' 7" 2 デ J ヨ0，.3・8 8

F 寸 ，三五炉・4 ...3 H  ぷト H ｾｈ＠ . 5>' 1-寸 CS - H  

イ且 」 一 = _ j ・今 。o H ー - 2 - 。 ゲ Z

0 ・4 c:r o 一一一吃為ＱＧ｜，ＮｾｯＨ

1 0 H  

，S E Z  • 

o ‘コ

0 0  

即ち、 その土地の縦横の方向に於げる傾科角:;I{;: に周囲建築物高に従ひ、夫々上表に示す

結果を溢 ・ 芭便・短ｬｉｩ ｬｨ ・ 長 ｪｾｬｩｪ となす姐形 ・ 正方形 ・ 回 ｾ ｉ 予叉は［ｦ ｦｦ 図形等となす ことにより、

高射砲をして その効果を十分に護郎せしめ得る簡に必要に して然かも最小の出場の大きを

決定し得ること〉なるのである。

一公園及び成場の相互距離 と配置に関する統制は如何に すべきかー

公園及びJS!揚の統制的配置の必要なる所以は上述せし所なるも、然らばそれカ: 解決を如

何になすべきやが問題となり外4 るのでゐる。

此虞に於ても亦軍事的見地よ bする本論の性質上、都ili 全瞳を して完全なる高射砲の掩

護下にあらしむ可き は勿論の こ し そ の 他 低 迷の軍事的諸要件を湖? こさしむるに十分なる

可 〈此れがio/(//J とをなすを至官; なりと認む。併し乍ら 、従米G 公閑及び蹟場の配置に闘する

諸論乃至は誘致距隊問題はこれをi決して無視するものではな く、 寧ろ 此等を軍事的見地よ

り再検討せりと言ふも許きる〉であら う。

今、高射砲の有臓開距躍を 尋ぬる tこ、 max. 3000米と見倣すぺ し 而 し て飛行機よりの

(  11)  高射砲の最大射lお

高射機関砲の最大射高

高射機関銃の最大射高

8， 000- 14， OOOm 

3，000- 5. 000m 

2. 000- 3. 000m 

1. 500m 以ドは命中率が低い。

2. 000m以下を目標と す。

I. OOOm以下を目標と す。

3 1  x  
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同一都市予防繍 z ルエ零ぇ，レ ζ 圏筏ピ広場 J 配置ト射撃集中紋健治示園

「-1者子、 市

L - J 串射るE浄土士山パ，ｉ 心閣ｾｉＺＺ広場

判長ヤ車交宇集中身オ号事R，Q.. .:)  I 範l到

A  s '4. i t vrrv 

7  守
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地上目標に到する有効高正は、 天 筑良好にして蹴 清澄なる夜1: 1l .: 於てすら max. 2000 米

と 見 倣 す べ し 従 っ て 高度2000米を 都市金植に冗り 完全なる火制困となし得るの準備を有

せ し む べ し 叉、砲教門を以て射 撃 を一里山に集中 せしむるが原則にして、 こ〉に於て火制

閏柿 成 高 度 ーを因子とし 、 同 一 馬ｾに釘する射 態 集中 の 砲数に従ひ自ら公閑及び出場ｻ司王 問 の

距離の制限され、同時に位置の決定さるる を如l るのである。

今、同一都市を完全なる掩謎下に 在 らしむる? こめに 要 する砲数と射撃集中 j状態との11日に

存在せる開係を、 理解を簡単ならしむるにめ|凶によりて設明 lノてみるに 、(前[頁ノ |副参JHO

砲三門による 三 ケ所よりの集中射撃を行ょ、場合の有利にして且充分なるを知る。此鹿に

於て公園及び航海の相互配置として ( A) System ｾ係斤 ｝し以 て論を進むること ｨ する。

叉、高射砲は毘上即ち高射砲位置の鉛直的上方に i-: t しては死角と栴し射撃効果を有せき'

るは低迷の通りなるにより、死角回錐内の射撃は隣接位置の高射砲の効果に侠つべ し こ

〉に高射砲陣地nr J の距離がその有効着時距離し陣地鉛直的上方に封する高度2000米に於

ける火制凶柿t成円的とを僚件として自ら定まり米るを知るのである。

ヨたに、位li : t 也聞の距離を算出してみるに、

所要 の陣 地問 距離ｾ ・Ｎ Ｎ ＮＮ… ＮＮ Ｎ ＮＮＮ Ｎ ＮＮ ｒ Ｇ 米

火制闘精Jo(，高度を7・…・・・・・・・・・ .... ..H '米 ( = 2. 000米 〉

高 射 砲の 最低仰角 ｾ ＮＮ一ＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮＮ s 皮 ( =35皮〉

とせば、

ー一一ーーー「
主主三主坐監旦

目' 1! . ; 色$幅四

一一一ーー一一ー一寸

戸生時 2 岸且豆半 字企Eキ

戸

R '  =  H'  cot s  

=  2. 000  X  cot 35 

=  2. 000 X  1. 428 =  2. 856米

ＮｄｾＧＡＧＮ咋唱内戦咽
「一一一一一

市して、 高射砲の有効着 ｾｾｬ 距雌も 約 ＳＰＰＰ 米と見倣 し 得る故 、 高度の安全を 保持せんが＿こ

めには陣地相互間の距般を してせいせ' い2500米( 平坦地に於て〉を限度とな さ し む べ し 而

してその近距雌なればなる Tごり高度の安全率を保持し得るは云ふを侠Tこぎる所であって、

( 12) 7k2F爆車産の葛合爆繋機はどれ程の高度を? とるか。之は目標の種類 ・地上防祭器器開の状態 ・

気象蜘ｾ等により決定さる悶鑑にして 、 大惚 、 燥ｾ高度はｾ聞に於［て ｉＮ OOOm. 笠間に於て

4. 000m位の高度が選ばれる ものと考へ らる。

3 3  x  



従来の近隣普通公闘を以てこれにヲピつべきかと% ふるのである。

一避難所と しての公国及び腕場一

高射他陣地 、 肌 塞気球掲 ｊ ｾ ｪ 場所得 ［Ｑ 向 ＺＱ｜ 芭接行動のｽ 1]( こ1J I ，: する公闘及びjJ i場 以 外 lこ、これ

に閥聯し て open-alr に釘するi l l : 捌場所ーとしての公悶及び山場の/ l l J 題をも う亦考l芭きれなけれ

ばならぬ。 以 て非車Hli .L( 特 に 老 幼品llム' 了・に泊72; なる ffi 捌! 場所を興へ、而かも彼等をして刻h

ｻｴ＾ ｬ 肢も述 ｬ こ逃げ し め 、 ｩ 昆荷 ｌ ｻｴ＾肋ーぎ 、 安全 ｊ 必を興へ 、 各人をして統 Ｚ ｉ ［ｉ ｊ ゐる機 ｾ ｃｉ 二週しに行動

を取らしめ 、 軍 部 ・防 護国守;fJz ぴ; 剖Ii i .  llii1言・交 通 ・陪療の，ifH]t 務 lこ首る人をして執務場

所 を興へるべ し それが性質の迅J i l i を要求し、混 乱 防 11: { t > 必要とする以 卜ιt 等といへども

亦 一つの統制 下 に Systemati お されねばならぬは何人? こりとも認むる所にして、 此れが

System ￨ しで も ｾ ｾ ｉｾ［ ［ｊ示の Ａｭ き耐 ｓｹｳｴ･ ｭ の場介について考へられ 、 此の場介 ｬ こ於ても商品目

に於げる A ｓ ｹ ｳｴ ･ ｭ に従って決定さる ａ ・ ｓｹｳ ｴ ･ｭ の方が有利なりと考へ得らる〉は ｬｩＮｾ Ｑ によ

りて明かな る所 な り。

日包身 ｩ￲ｾ 洋地・控斡 所 ｶ タ山、 埼ど圏各ピ広場 ，ｲ 苅 ￭ ，ｾｾ

。書 Ｑ 射 Ｚ｢ ｾｾ￞ｴ ， ＮＮＮｾ 角 公団信巳 ｪ 工場

。 世 帯 色所ル令作、埼公唾 ｊｾ ピ広場

A  -O'4.:rte/lTノ 2 _;J 1..( .itvnv:  

之 iこ到 しで は 従 来 の 主 主 全 闘 を 以 て こ れ に 充 つ べ し J，Ioil 叫には充分なる柏尉帯を配し、

内 部には 給水 施 設 及 びtf(J i也 ・徒渉池の類を是非同意なすべきであり 、 それが雨前としては

(  13) 避難所ともなるべき見立公図の周囲吉町立防火 ・耐火 ・耐煙力銀き 、慨して常総多肉の澗業

樹よりなる植樹平 ｉｦｾ 菌日すべきで 、 以て火の粉を 含める熱風に耐へ 、 火ＣＧ｜の他に叉は公圏内

部に延ぴんとするを喰ひ止めねばならぬ。その植樹平静の幅只は周囲可燃物の状況 ・樹磁 ・

樹高 ・ Ｒ干 ｩ 度 ・ 漣難地の状ＰＱＮｾにより決定さるべきものでゐる。可及的幅員の厳きことは還

ましきも 今 日の符{ 主過鮮の地に充分なるものを認むは許されき' るか。

(14)  東京大震災賞時、樹木にして最も火焔 ・焔熱に耐へ? こる磁類の Lのはモ クコク ・サンゴジ

ユ ・ツバキ ・サザンカ ・ヤツデ ・アヲキ ・カウヤマキ ・ツゲ ・力シ ・シヒ等と聞く。

x  3 4  

叉、比較的弱かつに L のとしては、マツ ・λ ギ ・ヒノキ ・ケヤキ ・サクラ ・ヤナギ ・カへ

j " o ァァギ 3 ・7 ・ラ F ヌ λ が滋げら る。



火災時又は爆破時に於ける) J i ) 図榔造物の性質主大さとに闘聯してその大きを汚 l白: きるべき

で、可及的充分なるものを準備すべきである。

向、 この盟公園及び民場は出米得る限り多数に之をm立すべきであり 、今回の雨1I

1戸未官

有の水守の
]，1例に徴するも明かなる如1< 、 その附近に公闘を有する方面に於ては然らさ' る

方面よりも復興への作業に使にじて、且つ、流出土砂の如きも此れを公闘の益地に搬出牧

察なし、速かに復興への活動に移りつ〉あるの現献にして、!6-
llI

fにーヶ所位の J Il 意は有り

度いものであることを切立に感じ? 二次第である。

8 這路線地の孜防的使命

各陣地1mの泊・路は非常時に於ける軍隊 ・消火除共他の諸隊及び尚射砲匝li の相万ー連絡 ・移

動の需のｩｬｬＡ路となるべきものにして 、 その行動の敏 ｭｾｾ ぞとなすを悦ょ、の時 、 陣地相互 Ｑ Ｚ 日

距出 Ａｬ をして可及的最短に連絡すべきであり 、 ｩ 盟主ｪ｛場に過するる道路も亦共 ｦｾｮ ｊｪＺ要なる避難道

路となるものなれば共にその依命をして最大機能を殻巨ｾし得らる〉如〈 、 一つの統 制下に

Systematize される可きである。

柿迭としては、共に岡ff!l J建築物の火災時 ・爆破時に於げる路商有効幅日の減殺度 ・宰製

時に於ける i li 民の混品L・j_iY.lJとの剰f3
J
f等を肌ほし、J lo常H寺に際する交通に充分なる幅員を興

ふることを要求するも 、 その$ ) i i [ l が高射他共他拶動式兵機の大さにより特に ii 玖堕さ れ ると

J Aふことはな く、 夫等兵機の路商占用。i五日は普通自動車の夫と大差な し 従って、これが

決定に首りではその診動兵機の往復をさへ考成すれば従来の都市計笠街路決定の1国念を 以

てして差支な し と見るも 、＿ こ ｙ 空襲時の混雑 当事ｾｦＱ Ｑ ｩｊＮＱＡｬＺし充分なる帳員を興へ 、 その雨側に

は必す中高肢の樹木多き植樹帯主? 少くともー列叉は二列以上を川窓し、殊に重要な る道路の

如きは瓦斯攻繋時の闘係上共の地方のi亘風方向と山づk得る限り平行せ しむることが有利 に

して、低地にあ りでは特に瓦斯の放流を念頭におきて以て通路の方向を決定すべきであ り

防護 ・警備 ・軍事等の諸賠よりする時放射環朕式が最適と考へられるのであ る。

柄、共他以上の目的達成の魚、特に考l芯さるべき 要演と して次の如きものが稼げらる o

T  ｾ昔前 ｲ｟ の工作物‘Ｈ公衆官 ＲＳ 舌室 ・ 巡査ｩＮｬＦ ＱＱＱ 所 ・ 地 Ｑ Ｚ 餓道入口 ・ 地 Ｑ Ｚ 這ｬ｜ ｬｬ 入口 ・ 街頭便所 ・ 郵便ポ

見 ト ・ 型建屋塔 ・ ガソリン λｆ ンド ・ 塵芥 ｾｦｪａｻ 也 Ｉ { t > 獲理統制すること。

E  架空総{ t > 臨し地 F深〈埋設するか地下道に施設すること。

E  卒酉交叉を除却し地 Fに於げる道路を奨励すること。

皿 道路就中陣地建絡道路及び話豊富並道路に面する雨仮IJ家屋はその官ir に必宇部I庭佐官iZふること。

Y  沿道には所々に居者療を用意し、総樹を多分に iliBし、貯水施設を? 完f%-t ること。等身

9 緑地網特に公園遁路網の提唱

我悶 ・我 都市 の特殊性よ りし て焼夷聞に制する危険を悦ふの時、被害のi成少を招来する

最も 有 力なる手 段?こる や先づ以て都市家屋の不燃質化 を以て節ー となすべき も、我 閤民 族
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性と気候風土の闘係よりし て 現ず ｉ ｾ の「 灯之が早急Ｚの立現は困難 な りとさる。

一方現時治防能力と到iーも非常時に常り到底これに委ねて以て安心し居らる 〉を得す¥ 近

き将来と雌も これが施設の充分なるを期待し得られざるや想像に難からぬ所である。

こ〉に消防 縮設の改良増設と共に 他 方都 ￯ ｬ ｪ［ｦｾ，｜ ［成型 自髄 の 効果による柿［造 “ ト Ｎの自動的消火

の効県を充分張主ｾし得る如〈各拒ｉｴの地設を 号 ｼ 望 ｩｩ さる可きである。市 してこれ が Ｑ Ｚｴ現のー 形

態としての耐火構造物に依存する路線的防火地医の設定、之叉誠に結締なり とヨきょ、。然 し

乍ら 、都市 の通風 ・換気 ・慰安 ・美:ImＮＱ ｾＨＡ 述 ・ 街生 ・休 養と共に特に火災 ・ ｬ ｦｊ 析に到する

筒壁と して今夏! 奴々を要せぬ一石二鳥の効果を有する緑地こそ推奨さるべき唯一のものに

して、 高度の緑地蔵盆包合せる区域の特集区域に比 し延焼の危険少 し 消 火除の前動の容

易な ることも亦 何 人＿こりと も認容する 所である 。構築諸材料の高度の ｪ ｬｩｉ ｊ ｾｬ ｾ を 受けつ 〉ある

昨今、植物材料を以て なす防火壁こそ特に推奨 さる 可きで柿築物の迷彩装備と もな り一石

敷烏の効果を有する所となる。

こ〉に於て、細胞組織率的見地より、紘地 ( 即ち道路線地・公園 . J1;I( 場・河川議渠等〉

のj曲賞な る網拡的配置に依りて都i lTを可及的多数のノj 、Block 1二分割問立せし め、最悪の場

合 左側 ｬ ーも火災共 他 の災害の Ｑ 孟ｊ￘Ｎを して その一局部に極限せ しむること恰も崎 姶の復Ｑｉｬｾの 如

き原: 011こらしめ、1mふるに紘地により分割され? こる各ノj 、Block をしてその内部を更に 、新築

地医除却の根本的方策として の不良住宅改良法叉は医;!t1j整上lj ) 法と相侠ちて、雨仰lに簡単な

る緑地を保有する自動車の住佐可能なる幅員を有する道路を縦横に 貫通せ しめ、以て泊火

除の活動を容易且敏速ならしめ、他に及ぶ耐害をして極力これｾｩＡｬｩけしめ 、被 害 をして最

少限度に止め、他を祈かし、他部の活動に影響を及ぼすこと無からし めんとして、こ〉に

綾地網特に公国道路網の提11日をなすのであ る口 この級地網 こそその昔の城壁以上にm賞す

るも のであ る。

斯〈都市を して紘地を細胞膜とする細胞の相集まりて成れる組織にらしめん色欲するの

である白その非常時に於ける防京上、千時に於ける都市ー生前一1-.;仔効なるや一石二.r J ならん

と確信する所である。か〉る組織が 一 つ の 統［Ａｩ Ｑｊ下に ｾｦ ｬ 集 まりて 器官を形成 し、 都 市・ ｩ ｬｬｬ Ｚ 千［「

E刻家ーを成すを想へば その*Illl.胞の如何に] : Ti : 大な る /

こ〉にその兵髄的大きとして は、道路線地網としてぽ上述のI自J 射砲陣地I:¥J の連絡公園道

路を以てこれに充て、紘地によりて固まれにる数個のノ ｪ 、 ｂｬ ｯ｣ ｫ 内 の区割と しては、 ｾ￬ 防 自

動車の撹行ホ ースの長さ( 普通 200 米を限度とす) よ りその屈曲等を考慮 し、 自動車位置

より 150米を有効距維と 見倣 し以て泊火効果を充分裂担] [ し得る ?こ めには、自動車往復の可

能性を有する幅員とその雨fWJ に簡単なる並木を備ふる道路をしてその1m隔をせいせ' い 200

米なる絡子形区却を形成せ しむべくして、 その 200 米ならしむる の所以はl笛11こ示す所によ

りて御J ; i l l 併を乞ふ。
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10 敷機に封する都市の Camouflage.

小都市の分散的配置は敵機を して目棋を惑は しめ、襲撃所要の都市護見を困難なら しな

るはその筋の粧験者の良 〈談す・る所に して、こ〉に 叉緑地の都市偶装迷彩とも云ふべき勤

重要覗さるべ〈して、 重要建築物分散に針する敵抑命中葱の低下、 一建築物の崩潰の隣後

建築物に針する影符の防、11:及ひ市立物の重要建築物に封する肱告的偶装等々 iこ封する緑地・

雑化の効果と共に者liilTの Camoufl age 上重大なる役制を演じ居るを今夏乍ら痛感させられ

るのである。

II 其他の緑地の孜防的使命と緑地の恒久的設定の必要

共他直接1m接に攻防的使命を有する紘t也と しては、都市周囲部には共の無税制的なる不

断の膨脹を逃げると共tこ、非常時に際し都市防空の杭極的行動の? こめの地帯( 火fl¥IJ ・聴音

地帯等〉 として充分 その使命を達成せしむべく永久的の紘地地fJ!? の設定佐 必要と し、問問:

農耕地 ・ 森林 ｾ ｾ ｊｴ［ を以てこれに充て 、 その 内に は 、水 陸飛行場 ・ 練兵場・兵皆 ・ 火薬 ｊｬ ｦｬ ・糧

羽ｾｊＮｉｩ ・ 兵横山 ・ Ｗｋｩｽ Ａ， ｴｩ 也 ・ 瓦斯タンク ・ 石油タンク ・ 石炭 ｽ ｟｛ ｬｩ ・ 護 電 所 ・ 縫電 所の 類を都 市中

心部と有機的の関係lこ於て配置し、その各々は都心 と直jifi 幹経交通路線で連絡し、向此の

永久的総地内の肢の連絡はこれを大環-)VJ/!各紘を以てなすべきでゐる。

特に附言致し度きは、 その永久雄地内に All ot ment の殻謹11力長を計り 以て非常時に際し

不完全乍らも都市直接の副食物 ・新鮮なる野菜 ・果宜等の供給源となすべ〈考慮されるを
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要すと見る。

併してこ〉にそれが要地の恒久化を計- ちんとするの旨は、若し恒久的設定をなすにあら

Y れば都市の不断の膨脹は防益の? こめの諸泊設をして常に移動せしめさ' るべからぎるの運

命を婚はしむること〉なり、同家経前上不利なるは勿論、施設の充貨を見 るを得ぎるに到

らしめればなり。

これが永久的設定 に際し ては都市計霊の近代的思潮に合致せしなるは固より、同時に平

時戦時に於ける都市とそれら各々との有機的相関々係をこ そ考慮 して氏定さるべきや賢言

令要せき' る所である。

猶、 7K陸飛行場 ・練兵場 ・兵営・火薬庫・糧抹庫・兵機瓜1・7K源池 ・瓦斯タンク ・石油

タンク・石茨庫 ・費電所 ・襲電所・ A ll ot ment 等を中心とする紘地に就ての軍事的見地より

する各論は追って機合を改めて詳述し度いと思ふのであるが、 Tこ':{7K源池を中心 とする紘

池に就ては、室襲時の火災を思五、の時水源池の防護の重大なるを感1やると共に、他方水訪日

池は妥聞は勿論、夜間に於て特に その民大な る水面は敵機に好目棋を興ふること〉なり、

これが針策としては地下式を採f I j し上部を綾地として適宜これを利用するか、或は貯水池

を狭長となして多数これを並列せしめ、その間は散歩道として利用すると共に、水に面し

ては常緑喬木を上木となして列植し、その間 lこ槌木草花の類を下木下草として配置し水筒

上に両岸よ り樹冠をして交錯せしめ以て上空に封し水路の遮蔽をな すべ〈考慮すべきであ

る。

瓦斯 ・石油タンク・火薬・兵機・糧株の諸庫及び議電・ 畿電所等は他 に支障のなき限 り

これを? 地下式又は宇地下式となし上部を上述の如〈なし以て遮蔽するを可と見る。

12 l ¥f . 急的緑地としての休閑地利用の問題

従来提唱し来つ? こ休閑地利用 の問題ふ非常時の昨今漸〈識者の間に喧し〈諭せ' らる〉

lこ到り? こるは誠に喜 ばしき現象にして、今や都市は共の都心部に於て公国叉は航海の敷地

獲得に汲々としつ〉あり、叉、この部分に於てこそより大なる紘地の必要を認めらる' : > Iこ

も拘らす｜高騰せる地位ｾは財源的にこれが敷地の貰牧を困難ならしむるのみならす、昨今

の都市はその敷地をさへ胤の日時の目で探し求めねばならぬ現献にして、更に住宅共他構

築物を買牧して迄と云つ? こが如きは到底これを望み得べからざる所である。

日住都市周囲部に、新規登展地方の区制整理地に於てその地引の 3 ; i ぎを公同共他の級地と

して得らる〉のみ iこして、これも何かと 1-1¥し苔みするの みなら する、元米宅地の質的向上と

強展の助長 ・ 促進を考慮心てｾきる可き筈の留 Ｑ ，Ａｋ，ＭＥ象地川地の質と ｦ 立置の撰操に於てすら宅

地と しては勿論公園見史地としても最も利則の mなき部分に申し詩的 lこ留保さるる 向 もあ

り、 誠に寒心 iこ耐へざるものあるを J喜子るのである口

こ〉に望ま しきことは、都心部に於げる大規模なる不良住宅改良事業の促進と新市部分
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に於げる 医制整理関係宥の指導機関の完備とである。ぞれにしても、 今や非常時の民只中

に在りて1 f . 念資施に移 し度きことにるや、非常時限之片封策としての休閑地利月j の問題であ

る。

甚Tごしさは数年乃至は共れ以上建築用地等として板悶ひ叉は鈍線柵を張り続らし、都市

醜の甚Tごしきも のと して通行 人に不快の感を懐か しむ るのみならす・汚物の牧容場所とも な

り居る現献に して、か〉 る都心部 lこ於ける休閑地こそ此の際之を肱急: 的線地 として、或は

非常時の防官自のH i lこ、或は銃後市民の瞳位向上に、! [ J : 需持[ 動. / i の慰安 ・休養に、来るべき世

界を捲って立つ第二岡民の鰭位向上等lこ備ふるべく市民に公開さるべきである。まして構

築諸材の高度の制限を受り建築時期への向徐裕のある今日に於てをやである。

而して会開休閑地に封する施設一切は之を利用する範囲の町内の勤労奉仕にまつべきで

共鹿には康場とれ11街帯とを用意し立派な準公園緑地としてしつらへらるべきで、建築に際

して は必今逮刻之を 引 き渡し以て建築主又は地主の厚意に報ゆることにるや、我閣民族性

の美黙lこ信を置くものである。

狛、斯かる休閑地の肱危: 線地と しての公開は‘ ぞれが仮令一時的であるに しろ都市公開

紘地商肢をして増大せしむる所となると同時に、銃後間民髄位向上・都市美化・避難場所

主超大等の諸鈷に立脚しでも、勤持奉仕の趣旨に則つでも誠に時立に適し? こ望ましきもので

はあるまいか。

13 平時に於ける緑地の軍事的使命とその効果の重大性

斯〈非常時に於て亜大任務を有する紘地も脱出? を枠じてこれを千時についてみるに、そ

れら緑地 一 般は都市民の特性過 Ｑ 将殿し、術 ｾ ｴｊＭＮの諸悪 ｩ 伏態を緩和 ｬ し、その静的動的利用

の効果は市民 lこ休養慰柴を興へ保健を助長し、特に旬: 髄の向上は生れH' ，づべき第二同上止を

して将叉、精米を拾って立つべき現在の第二同氏をして、その憧1ft を改善向上せしめ 、鰹

力を強化し、叉、兵営岡地のイバf: は彼等兵士1: に正しき休養と i手き慰安とを興へ情操教育に

資する所ともなり 、 平時軍時を問はするか〈もイ拡大なる紘 ｪ 也のあ りｾ ーを 甘 ｵ 、 の時 、 自ら緑 地 の

使命の如何に大なるかを痛く感ぜしめられるのである。

14 結 び

ー此の際皆様の御指導御援助を期作す一

今や我が同は首t 山米千円Tの事経に芭iffi し、長Wl 抗戦は犠げて技術分野の動[1を要求しつ

〉あり口

此 の時 、此 の際 、 手守［起 Ｑ 岡家も亦時局主＿認識し 、 同氏お Ａｪ Ｇ Ｏｬｩｬｬ ｬ 総動 ｛Ｑ の意を髄し 、 ＺＢｉ￮事 Ｇｕ ［ 局ｾ

始め技術各部 I"J との一層特段なる聯絡 ・協力 を期千') ' し、 Tx: 1策の紋に沿ひっ〉以て所期の円

的:i !n散を円して、三|三時以てlf/l 時よ く世界を11年11目して恐る〉 ことなさ 所?こ らしめん と欲すD

殊に、和戦闘時を辺じ給地の使命の重きを 'HU、の時、我等法閑2反の任務の叉如何に大な
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るかを痛感するのである。と同時に、愈々切 lこ皆様の御指導と御援助左右? 希望するもので

ある。

以上述べ? こる所、ノj 、我に捉はる〉こと大なり el j't¥H. 以て多少なりとも御配意を得は誠

に欣幸と存十る次第である。

線地の閑防的使命を感十のあまり滋準韮才をも顧みす¥米安11の分野を渉織し敢て皮相の

考察をなぜしを塊づるのであるが、幸にして先輩諸賢の御叱正と御指導を得ば光栄これに

過ぐるものなしと存すもると共に先輩諸彦の愈々御活躍の程を御期待申 し上げて筆を欄 〈次

第である。

一 一昭 和 13年 8 月29 日一一
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健 康 住

k 主 主

三b の 根 本 原 員リ

深 山 呆

健康生活?;'fii け、民の健康金維持して長誌を? 保つ魚めには、栄養の揖取或は誼度の運動

乃至休養が必要であることは勿論であるが、斯様な心身の嬬制を岡ると共 l二、生活環境を

街生的に改善する事は是叉忽がせに，I -H米ない必要事項であって、英岡に於て最近結核が激

減 しに原因は一つに環境の街生的改善に恭〈と断言してゐる事貨に徴 しでも明らか なこと

である。

倦て者人の環境を街生的なら しめるには如何なる方商に留意すべきであら うか。都市街

生の環境改善或は産業術生の職場改善等は元より忽せに出来ない重要問題であら う。然 し

乍ら住宅の環境は岡民の大部分が一日の大字を共底に過す閥係上、時間的lこ考へでも、 或

は構造上から見ても者人の健康に及ぼす路枠は極めて濃厚であって、従って長帯保命の根

本要素として生1:宅環境の街生的改善は舌人にとって貨に蓮大問題と云ひ得ょ う。然かも 元

米住宅に3討する一般同氏の観念は、唯I，!，j露? ; ' 凌ぐに足る設備でさへあれば充分であ るや う

に考へ、住宅の環境如何が、乳幼児の保育に或は疾病の感染lこ、或は長人前動力の源泉確

保 に如何に符接な闘係を有してゐるかと云」、諸黙に就ては、 その影響力Z即決的でな い閥係

上、和々もすれば等閑にし勝ちであって、隊IJ込韓伎の低下も之等諸黙の未解iたに蹄因す る

底力 Z甚?ご多いのである。

抑々性宅は健Jj i保護の機闘として重要な役割を演じ、栄養の有n給、疾病の防禦、睡眠休

養 、 ｾｴ 他 谷町の慰安等はダ ｦｦ と総べて性宅内に於て求められるのが常であっ て、 従っ て 住宅

は所説 l以生施設と してi T C : も研究の要があり 、夫れ?ごりこの問題の解決は人生の幸繭に貢献

する躍が大きい誇である。

就ては私は健康位宅問題に開しでは全〈素人であっ て、 何等の定見を有する ものでない

が平素閥心を掛ってゐるこの問題に闘し、放近、米同公衆衛生協合内の住宅街生委員合が

「健康住宅の根本原則」と l屈してその7象備報告を機関誌に殻表し ?こので、此の機合にその

大綱を項目別 に列記し、 その報告の骨子と lt't 見を併せ述ふく乍ら蕊 lこー篇を害額っ て見? こ。

借越乍ら 、こ の一文が純米或は従米の{: I:宅環境に再喝を促す一切と な り、 一歩で も改善 に

寄興する事が/-1
1

1米?こならば望外の喜びとする底である o

×  ×  ×  

米間公衆衛生協合内にれ宅街生委員令が組織さ れ、 座長ウ インスロ{ 氏以下 14委員 2秘

書が選ばれ?このは闘際i腕皿の健康位宅委員千? と協力する 矯であ って、 この位宅衛生委員合
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は住宅の1: ! t : 世的要求 lこ闘し、根本的なものを 30項目に別け、肉慌的に、精雨11
1的 に或は枇令

的 に、 健康を保つ矯めには如何なる住宅を備へねばならな いかと云ふ事堂逐一的に報告 し

てゐる。之等の諸問題に就ては寧に設計上又は建築上の見地から? ごりではな く位宅管理に

属 する諸黙じも 論及 して例へばエレベ ーター共他各交通機闘に定員の規定されてゐる如 〈

或は倉庫使用に荷重の制限がある如〈 、終外4は佐宅にも更に一局各種の僚件が規定されそ

の制限下に位宅使用が許されるやうになるであらう左論述してゐるのは最も傾轄の債値が

あ り、 注目 すべ き事項である o

×  ×  ×  

健 康 住 宅 の 根 本 原 則

第 l 章 生理事上必要な根本事項

第 1 項韓温の放散を制限する痛め遁嘗に環境の温度を保持する事

睡温が 必 要以上 に 放散すれば人盟が冷えて岩人の快適感は著しく阻害され、点 Ｑ［ 動能率ｾ

大い iこ低下させる o
従って者人は常に衣服を極つで快池ii 嵐広ーの保持を i品lってゐるのである

が、冬期室内に於て静止し且、薄着の場合には韓熱を奪はれないやう必今週首の;暖房装世

が必要である。; 援房装置による 室温は大盟燐氏18度前後( 報告:r.':Hこは床上 18吋の高さ即ち

膝高の位置で華氏65度と記述されてゐる) が過賞であらう o 但し股民装置の椛造如何に依

つては室温が天井の高さ と床上とで約 10度( 華氏〉も泣ふから注意を要する口斯様な; 民民

方法は宜 しく ない。何階建にもなってゐる住宅では中央; 暖房システムを採用する とよい。

尚老人子供の部屋では特に徐分の; 医房方法を考へてお く必要がめらう。

仕宅の建築に際 しては、その土地の冬期外気温を知ってお〈必要がある。夫れは大韓過

去10年間に於りる最低温度( 華氏〉に 15度を力11へ? こ程度と考へて大差はな い。叉二重窓の

装置や天井、壁、床等に熱の不良導植を使用することは主内; 既日 に際し燃料費を大いに節

減すること が出来る o

我同 ｬ こ於ける茨火媛房装置は使用中 、 常に ー 酸化茨素Ｈ無色 、 ヲ｜ｾ央Ｉの猛 Ｗｊｆ 瓦 ｪ 析を殻散

する 倶 れがあるので、J l - t の場合は特に宅内の換気に官立しなりればならない。( 第 3 項参

照)

第 2 ｾ頁髄温の 欝 積を防ぐ篤め、遁富に環境の温度ま 調 節する事

夏期の暑 さに は人骨艦豊は概ね↑ 慣貫れるりれども品燐t氏3叩0度以以、 1-::.二( 報f伶
I
与々々 ;干子

ι:

述されて ゐる〉 の宝温力が: 続け lはばまま‘ 相首に{他{在旨方怠'.1感d蕊Eをを?党え f祈丹動能E率存はf著普し< 1低氏減する口従つて
j
斯貯

様な際 i仁こは1冷令毘装世が必必、要である。何件? 建もの建築物であればエアコンデイシヨニング等

の 中 央 冷 房装置を＿ 勤 め度 い が 個々 の恒三宅では Ｑ ＺＱ Ｇ， 米る ｦ ごり窓 ｾｾｲ ｬＱ改［してこ矢 内 の ｬ 熱気を放散さ

せると好し、。排気扇を設り ると か、扇風機を使用し て室内の風通しをよ くす るこ k などは
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利巧な方法である。序で乍ら室内の淑筑が低温時多分に存すれば風邪の原因とな る口 従っ

て漁気の多い事は高温、低温何れの場合も位脱J-: よくない。共の意味に於て壁の乾かない

内に新建に住むことや更に漁潤地にを ｴ 居する司王は甚 ｴｾ 危険である。生理上。快適の漁度は Ｖ Ｕ

% e されてゐる。

第 3 項化畢的に純粋な空気を可及的速かに且豊富に採入れる事

住宅に於ては、料理場やその他種々の火師より悪臭悪瓦斯が護生し易い。時には人煙よ

りも韓臭を護して位宅内の空筑を 不潔にする場合がゐる。之等のイヒ撃的に不純な塁策は、

速かな換気に依って新鮮な空気 と入換へるやうにしなげれば、単に食慾減退感等が起 るば

かりでなく時には五斯中毒の悲制すら起 る場合があり 、保健上韮Tご商白〈ない影響を奥へ

る。普通一人一分間 10立方択の新鮮室主主主? 供給すればごの弊は除かれる又一入賞 9， 400 

立方択の昼間を考慮して住居すれば、大韓窓等の自然換気に依って室内の不純宰気は自 ら

→帯れる o

第 4 項重光を充分採入れ、且肱さを防ぐ事

笠間の光和H' 主内に充分保入れる事は平に脱力_ I -_のみなら今日i ＼ 保 健街ｾ極め て必 要

である。従って去で も電訴を駄けねばならぬやうな住宅に位なことは最も不幸と云はねば

ならない。

実問室内の lリj るさを充分に採入れる nめには大韓安商杭の五分のー( 報告書には室商肢

の15% と記述されてゐる〉の院さの窓を設備すればよい o 11. ，} 窓は成るべ く天井に近く設け

ｴＺ 方が採光能不 ｪｩｊ に好い事はえ」、までもないＴｪｾである。叉天井や壁の色も ＱＫ｜ 来る ｔ ご け海色

を用ふる方がよい。凶作I l il の天井は白色の艶摘し iこすべきであらう。

費Ｚ 間光紘を 充分に ｊ 京入れるｾめには前面の建物の高さと同じ＿ごりの空 ｉ ｌｮ 距維を離して住

宅を建てると宜しし、。又 ポーチ等金作る場合には採光の妨げとならな いやう lこ設ける必要

がある。

窓を? 飴り床I白・ lこ近つ' げて詰!I ると肱きが増す許りで宝の明る 3 はそんな tこ増さな い。部j享

い装飾用カー テンは光線の妨げとなり易し、。何れも注意すべきでめる。

第 5 項 目光照射走充分採入れる事

日光のJ!H射を充分に探入れるのは紫外線を保入れる矯めでめって、紫外線が充分に入れ

ば室内が自然に日光治、ぶされて極めて術生的となる。夫政、室の配置に常つては太陽の軌

迫ぞ考慮に入れて工夫するとよい口刷を設げ る際には太陽の照射角( 冬至は23度) を者へ

て工夫し、窓{ t > 閃窓式にする事なども芭射光線を探入れるのに都合がよ い。但 し此の場合

は室温を大量に放散する肌れがある。

第 6 項人工照明を充分施設し、且肱さを防ぐ事

充分な光j立が行人の快泊感を満足させる事は所前J!H明墜に明らかな通 りで ある。者人の
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快適感は大韓ー皇賞り 10ワットの人工光板、で満足させ得られる( 報告書に依れば各室は 6

燭光、 訳書、勉強、 裁縫には10燭光、廊下階段には危険防止の篤め l 燭光を要すと 記述さ

れて ゐる) 尚照明方法と して直接照明或は間接照明等の各法があるが、大韓、光源が明ら

さまじ現はれ且肢さを感じるのは宜しくない。光源並に宝の構造は従って大いに考慮を要

する。 室内には便宜上差込みを用意しておく事や蓋所の流華、調理基等には手の陰雪警が生

じない やう工夫 して遺る事や或は鏡蓋の脇に! 照明を備へる事等は便利な方法であ る。寝室ー

には外部から光が差込まな いやう lこ遮光装置を しておくと良い。

第 7 項騒音の侵入走防止する事

自動車、電車其他の交通機関が護生する騒音等が位宅に聞え響いて来るし著しく制1粧

を刺戟する許りでなく睡眠の妨げ iこもなるから位宅の選定に際しては賑やかな道路や工場

銭道沿ひ等の場所は努めて避げる方がよい。若し環境の選定が許きれない場合は騒音防止

の建築方法を考へるべきである。大韓50デシペル以下( 寝室は30デシペル以下) Iこ騒音が

防止出来れば結帯である。

第 8 項子供の遊戯運動に充分な場所を県へる事

子供は充分 iこ運動すれば成長が促進される。従って干供の矯めに家ーの内外lこ遁首な遊び

場を遣ってやる事は大鑓に良い。室外の運動場は成るべく家から限の届〈彪に設げると寓

事都合よ い。倫住宅から牛哩以内の場所に公園運動場があれば大い lこ利用慣値がある。

第 2 章 精 神 上 必 要 な 根 本 事 項

第 9 項個人に夫々私室を興へる事

位宅は元来、 11¥1ぴイ1¥1ぴと休養が出来る評りでなく 、人目ゼ陣る私事を安心して行へる場

所でな げればならな い。夫故、生t宅では一人一室主義が理想であるが少な 〈と も、向性二

人或は夫婦二人共他子供等に各々一つ位の割合で私室を設りるべきである。英闘では 10成

以上( 米国は 8 歳以上〉の子供は男女別々 iこ私宝石? 持つやうに勤めてゐる。幼児と !il!H，

満 2 歳以上になれば、雨親とは別 lこ寝室を興へる事も汚へてよい。向化粧室、浴室、便所

等は他の寝室を通らすもに行りるやう工夫しておくとよい。隣家の窓から寝字: が見えないや

うじする 事も 必要である。

英闘では法律を以て 二人以上が一つの )1ミ宅を使川す る事を禁じてゐる。従っ て、例へば

三人なら二室、五人なら 三む誌を用意しなげればならない o 1.!l.し l 歳未満の子供は 人数に教

へする10蔵迄の子ψtは 宇人分に数へる。向京所、浴室等は)1当部屋とは見! 故さない事になって

ゐる 。従って一軒の家に住む人数は自ら 制限を受ける諜で、家族の人数に依っ て住宅も縫

へねばなら ない。此の法律は勿論私室の必要から制定されにものではあるが一方街生的見

地から 一室内の群居営禁 じに事は屋内空気の汚染或は停染仇= の体搭等の強防に大いに役立

ってゐるのである。
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第 10 項 家 庭 生 活 を柴 しむ機禽を作る事

ｻ 防ｼ人の ｻＴ 、斗ｾｉｬ ｵ Ｚｭと併行して大切な事は ￬ｊ ｩｉＺ 交機闘として ｬｈＮＳ 終ｾ［Ｎ，Ｚ i" J I . . 備する事である。一次

回撰 して、時には訪問芥をも llt へ、打完いで柴しめる部尽を設げてお く事は家庭生活 lこ於

げる ｩｩ ｩ ｴ 上 の叫しみのつである。共 同ｻｉＺＧ むではこの家庭 ｩ ｬ￬ｬ Ｚ 交は Ｉ ｊ ｾ I司のイJ [. 然部宅で も行はれ

る事であら う。

fnJ一定地 lこH:宅を設けると 、ノk <  1J: む内に附近との交際が繁〈な り、迫々 、子供 も生れ

生長し 、 家 人 も揃えるから 、 故初 ｩｊ Ｚ宅の設 ｾ ｉ ・にｼ捺しては充分［符米を考 ｊＮｾＺ に 入 れて間ＱＦなど

を考へ、担; 築後数年も粧Tこない 内に、家ーが狭いなどと後悔しな いや うに 計?!?:し なければな

らない。

第 II ｾ頁社 曾 生活ま柴しむ機 奮 を作る 事

勤務先或は墜佼 、 ￯ ｬ ｩ 場 ｊ Ｎ ｾ 他 の 商 業 ｊ 也 Ｉ Ｑ 至娯楽』伝説或は臨療機闘等 と位 宅 と の交 通 連 絡が

飴 り不便 であ る事は、1: 1: : 宅の安仕性を? 著 し〈 妨げiiit台生前を充分に柴 しむ事が出来 ないの

みな らす・. 通勤迫撃に歩行距離が長過ぎ? こり所要時間が多過ぎる 事は、時11目、努力、経桝

等あ らゆる黙に於て無駄をする結果 とな り、 子供は勿論大人も 釘: 日非常に疲れて近所の催

しに出席するとか共他の リク リエーシヨンを柴 しU' e か云つに事 も出来な くなる。

此の問題は建築家よ りも寧ろ郎市計護者或は11:宅地経営者の考成すべ き問題であって、

之等諸黙の; } 5 砲が絞りてゐ? こならば、如何なる 地に住宅地を拓いても共殻展J 性は望み難し 、

第 12 項 家事施設は便利よく徒持せずに行へるやう設備する事

主主誌に とっては住宅は早に廿二居でめる許 bでな く同時に彼k 等の仕事場であ る。従って

家事 と云ょ、仕事を日々行ょ、思めにはその施設を充分便利に設備 してお「かな いと 日々、大縫

な努力を無駄に費さねばならす¥ 然、かも能率が 上がらな い と云ふ不愉快極 まる 結果を招 〈

のである。家事に際 しては徐計な歩行をせす・に桝ませ るや う施設を工夫すると 大鑓便利で

ある。 特 に議所の位置或は出 入口 の位置等を便利に設げ、各部屋のHJ 事が迂廻 しないで担当

ませるや れ 或は玄闘へ直ぐに 11' ，られるや う諸々の工夫が大切で ある。共他庭へのIH入り

を? 便利にし て汎;i 謹干 しゃ赤坊の日光浴が大IR な ¥1-1¥米るや うに する事も 必要で ある 。

各部屋に就ては起居に差支へない限 り11'，米る ?ごり戸棚や押入を造っ てお 〈事 もよい。墓

所に は蝿や鹿挨が入らな い食器戸棚も必要である し、 流芸、調埋芸はその高 さが身長 tこ合

」、ゃ う構造を考へる必要もあり 、物の煮沸もなるべ く一度に津山の鍋が使へる や う設備 し

ておく 事も亦 便利 であ る ｯｾ 所 の厨芥桁は五十 ｊ Ｇ にし て 常 に清潔 に 取 扱へる や うに し、 その

他 の雑芥l i : i もその内容が風な どで吹き散らされな いや う25付 きにして便利のよ い場所に備

へておく 事 もよし、。向共同住宅には自称卓や乳母車の共同世場や共同洗濯場等を設ける と

居住者に大鑓菩: ばれる 。 3 附建以上の共同住宅では赴 j ドエレ ベーターが必要である。

第 13 項簡易に清潔維持が出来るやう設備する事
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住宅は常に清潔でなげれば疾病感染の危険が極めて多い。 住宅を常に清潔に保つ清めに

は建築嘗初に充分工夫して不潔になり易い場所がない や れ 簡単に掃除が出来るや うに夫

々 設備 しておくとよい 。夫れ に は挨が惚易い設計をｾｩｬｬＺｉＡげ 、 ｬ 探 ｉ ｬｊｉを少〈し、 Ｗｋ が惜気なく充

分に使へるやうにしなければならない。手で水を汲むゃうであってはど うしても 努力を惜

み勝ちであるから高座ポ ンプによる自動汲上げ式がよい。冬期は湯が何時でも使へるよう

にしてお〈必要がある。洗面、風日なども湯水を充分且千易に供給出来るとよ い。要する

に住宅の清潔は健康上のみなら今居住者の風釆にも大いに反映する色のである。

第 14 項 環 境 の 美 化 を 圃 る 事

位宅並にその周囲が美し〈保? これてゐる事は健康生前 にI 必須の僚1[1-' であ る。夫故住宅内

は勿論その周囲も出来る ｴｾ Ｑ￰ 調和主 鑓 イむ を有効に採入れて美的視念を培ひ情操を陶冶 する

やう各種の設計Ｍを工夫するとよし、。共の矯めには徒らに 粧 ｾｓＺｾ 投じ るよりも、工夫を充分

に凝らして例へば隣家 主共同計制で風致を作るとか或は宝内にあっては簡素な装飾を添へ

る主か云よ、風にし? こ方が却って効果的である。

第 15 項附近の紅禽的風習に協和させる事

此の問題は相封的な閥係があるから 一概には云へないが、要する に附近の枇令的風習と

著 し〈 懸け離れ?二位宅は好い意味に於ても、延旬 、意味に於て色 、Illt 令的に精11(11
1上商白〈な

いから、 特 に子供の教育上、考慮を要することピけを附言 しておく。

第 3 章 博染病議防に必要な根本事項

第 16 項衛生上、安心して歓める水を供給する事

住宅に於りる飲料水の問題は停染病( 主と して泊化器系体染病〉の護生と極めて密接な

閥係がある。欧米各閣に於て消化器系停染病が跡を絶つにのは全 〈、上水道施設の完備と

下y対草施設が充宜 しTこ矯めに他ならない。夫放に、住宅に於げる上水は常に化率的にも物

理的iこも純粋なものでなげればならない。共の矯めには所前上水道を利)-11 するのが一番好

いが、 J -.7k:i 草がな い場合は泉か細故井戸を設けると良い。此の場合t遣い井戸は極めて危険

である。向叉深泉主監I t も 多少の不純物があれば必今泊詰な拙過装世を施さねばならな L、。

要は住宅の選定 に際 し、先つ芥j 水の水質を研究 して不純水の虞は避けるやう にするとよい

第 17 項腐敗水が生じないやう排水施設を完憶する事

住宅の建設に際 して は強め排水管の配置に充分工夫を凝らしておく。之を不注意に看過

してゐると思ひがりなく汚水が清潔な場所へ逆流して来Tこり 、停i頃して流れ今、腐敗臭を

護し? こりして著 し〈 不快感を先えさせられる場合が少〈なし 、。大いに注意すべきである。

向使用中にも時折検査すると 一層安全でゐ る。

第 18 項 便 所 在 清潔にして俸染病の媒介所とならぬやうにする事
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ｻ 更 ｊ ｗ は 騒々ｬￜ 接 Ｑ Ｑ｜ Ｑｴ 妄 ｬ こ消化 時系 ｦ ｾ ｾ 染病の 媒介 ｲｾ￮ と な る 場 合があるからその梢迭は充 分 注

立して斯棋 な誕のな いや うにする と好し、。即ち 蝋iや共他の守虫が便所ーに護生 しないや う水

洗式便所にす るのがsH想であ るが、 j 己様Hl米な い場合は使1長へ蝿が産卵 に入らぬゃう便器

に益金川ひ るとよし、 0 ・rffl2:rtＨＡｬＡ所 で Ｑ ま如何 に 充 分 ぷ ｾ ｉ ー しても汚物はＺＹ， ｾ Ｑ らぬ 間 に 附近へ 法透 し

易いから Ｉ Ｑ Ｚ 戸 は 特に 光ー分 ｦＡｬＡ ｲ ｾｩ ー から離 してお く とよし 、 。 向花 柳 病が時 折便所で停播するから

腰掛ェに便所では;接備体染のfι 険が ない や う構造に花17: する 。共他便所内の壁や床は成 るべ

くｼ掠 を 少くし 、 聞い材料 を 川 ひると ｊ ｾ に 、 ｉ ｾｬ るさ を 似 つ やうに し、外 気 に 通じる換 気設 備

も作っておくとよ L、。

化粧宇. も同様に明るく清潔を保ち得るや うに工夫 し、洗面様、手拭類はト ラホーム 感染

の ｬ ｊＺ ｾれがあるから共用を避けるや う に す る と よ ｌ 、 。

第 19 項外部から下水雨水が侵入しないやう設備する事

外部の道路商より宅地が低し、とか、外部の下水管が宅地内 の下水管 と略グ同位か或は地

下室が外部下水管より低い髭 に設 げられて ゐ?こりする と、 雨水下水が容易に宅地へ侵入し

て非常に不潔となり易し 、。従って斯様な不仕末のな いや う宅地は成 るべ く道路上より 高 〈

地盛り して、排水管や地下室 などは外部の下水管の位置よ りも 高 〈設置 し、又必要 にl監じ

では逆流を防ぐ詰 め 仕切りやバ ｊ レフＮ Ｎ ｾ 設 げてお く のも ー 案であ る。

第 却 項 不 潔 物 件 を 附 近 に 放 置 し な い 事

住宅の附近 に不潔な7k溜や下水溝や或は盛持場な どがあ ると 蝿や蚊が殻生し鼠が繁摘し

て 晃 ｾａ 支を ｦ ｩｽ ｊ 揺させるｴｊ ｬ れがあるから斯様な不潔 物 は査をす るとか 埋 めて仕舞ふ主かして適

宜 に底置 しておかねばならな し、。住宅附近に材木な どを積み重ね て放置する 事 も鼠やそ の

他害虫額の費生を助長 するから感心出来な い。粘土類の土地では便所や下水の汚水が意外

に遠方 まで法透す るから附近の井戸は注意を 要する 。

第 21 項博染病媒介の害虫獣を騒除する事

まま に謂ょ、停染病媒介の限れある害虫肢 とは既遠 の蝿、蚊、 畳、収得; の類である。蝿、蚊

に就てはその殻生を防ぎ柴! 日を 以て撲滅する他、入口 や窓等には金網のス クリーンをはめ

て屋内へも4・入させな いや うにする 。スク リー ンをはめ に戸は総べて外へ開き、自動的に閉

じる や うにし ておく。窓の スク リー ンは一部?ごりにするより 全部にしに方がよい。恥に封

して は住宅の土 ｾ ｾ セメント、 コ ンクリート 又は石 、 棟 瓦 等 で Ｒ 尺 位築き上げ、通風窓や

下水口に は頑丈な格子をはめ てその侵入を避り る。共他床下、 壁、鍛管の取入口等の隙聞

は金具、セメ ン ト、コン ク リート などで完全に閉塞 して仕舞ひ、 家の入口は必今自動扉で

閉じてお〈 ようにするとよい 。査、誌類は挫家具の際問や共他挨の溜り易い鹿に費生する

から常に帰き浮めて撲の計百まら ないや 5 にする。衣類自具類を永〈押入等に積み重ねてお

〈事も各種害虫建生の機合となるから注意する必要がある。
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第 22 項 食 料 品 貯麗に際し腐敗防止の設備をなす事

夏期など外気温の高い場合に食料品を貯離する際には必する冷蔵しておかないと意外な食

中毒 に悩まされ、時には生命を失」、事すらあり得る。

夫故、各戸には必す・冷蔵庫を備へつける必要がある。冷藤! i J i の型式は自動式であっても

氷挿入式であっても何れでもよい o nj t7. k 挿入式の場合は排水が不完全 とならな いやうに注

意する。向冷競庫は家族の数に肱じて大きさを鑓へなりればならなし 、。五人家族な ら4 立

法吹位の大きさの冷蔵庫が趨首である。

第 23 項 寝 室 ま 惇 染 病 の媒介腕とならぬやうにする事

寝室で二人以上の者が枕を接 して睡眠す る主肺結核共他の停染病が容易 に停播する 限れ

がある。外閣の兵器や寄宿舎では ベッド間の距維をベ ッド の中心部が夫々 6 択以上離れて

ゐるやうに配置 して ゐる。( ベッドとベッドとの間隔は大韓 3 ｾ尺 以上と な るＩ向 寝室 に は

一入賞 り400 立方吹以上の気存を興へる必要のあることは低迷の通りであるが、斯様にす

れば寝室に於ける呼吸器俸染病感染の危険は後程避けられる。

序 で乍ら乳児が 盤上ｾｾｾ伺ひ廻ると共虞に散乱してゐる徴菌を吸 ｩ 、て容易に疾病に感染す

るから、乳児の遊壌は成るべ く板張りの床に して常に清同しておくと安心である。

第 4 章 災害防止に必要な根本事項

米閣に於ける災害件数を調べる !:: 1936年の統計に依れば、自動車共他来物に依る 災害111τ

敷 37800 111: ｉ こ封し、 家庭 に於 け る 災害 ｬ ｌｪ Ｚｾ設は Ｓ Ｘ Ｕ ＰＰ 1
l
l:に及び、世界ーの自動車王閣 に於 け

る交通災害よ りも家庭災害の方が遥か に多いと 云ふ驚 くべき 事貨を? 示 してゐる 。家庭の災

害防止策が兎角軽 んじられ易い今日 、大いに考へるべ きである。

第 24 項 建 築 物 の 材料や構造ま吟味 して倒壊の危険を充分に防止す

る事

建築費が飴り低廉であれば材料設計等に遺憾の射が生じ易いから此黙を充分に注意して

悔を後に残さないや う絶封安全の住宅を建設する事が必要で ある。殊に我閤近時のやうに

屡々隣風襲来の危険がある際は一層注意しなりればならない。

ヨたぎは白蟻の害を未然に駆除すること である口共の矯めには位宅の基礎工事を コンク リ

{ ト共他で充分に堅め、地面上に直かに木材を用ひる事を避け 、土査の壁柱±宅等苦穿: には成るべ

〈白蟻除りの 銅板共 他 Ｕをｾｾ蔽依」ふ、やうにする。共他床下には木ＩＭ 一ｊ九［

その通風をを＿充分にして滋漁占朱 Ｓを ｾｩ 迎 ｬ目 ｦ りる。向常に劉拾することが必 要である。寓一 白蛾を護見

すればパ ラジクロ { ルベンツオ ール液とか熱気を噴霧して死滅 させる。

第 25 項 火 災 防 止 に 高 金 の封策走講じておく 事

住宅に於 ける 電気設備その他火棋は充分に注意 して火災殻生の火元とならな いやうに し
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なげればならなし 、。電抵設備は配線に注意して漏電の悦れがな いや れ 可燃性物の附近に

は商白ji しないやうにする。釜やス トー プも火の仕末を充分にし、附近に可燃性物を置かな

いやうにする o t J : その他 の木材、附子等が火訴の近くにあるこ とは甚fご危険である。煙突

も亦共の周回に可燃性物があれば1!1;: 1ご危険でゐる。特に屋根のlst付げ場所ーでは煙突の熱が

屋根へ移らな いや う石市lbなどを 川ひて充分遮熱する 必要がある。共同住宅では各室に防火

E立を設ける 他廊下や附段tこは不燃性材料を 川ひるや うにする 。 4 附建以上の建築物は必す・

耐火造りにしなければならない。

f匂成る べ く建物と建物のJ [ 日には防火壁を設り、各戸に柴 i市消火器全一個以上備へる。附

近に消火栓があるとか、消防自動車の連絡が使利であれば高ーの場合、一層都合が よい。

第 26 項 ・非常口走設備しておく事

火急: の際の避難出 口として各戸には必す・ 2 ケ所以上のI i ¥口 を;交付てお く必要があ る。共

ｉ ，ｾ Ｈ＠ 1:. 宅には特に必要であって、夜Ii¥l でもム・や子供が容易に逃げられるや う充分な蹟きの逃

げ口を月l意しておく 。縄綿子や避難袋も結構であるが、之等は常に諮執l

の場合f役安立? 仁こないし、叉ム'子- 1 J t : では重過ぎて充分に取扱へな い憾みがあ るから、飴り期待

出来ないぷ向非常 口の戸は外へ押し開りるや うな構造にしておぺ方が高事に便利である。

第 27 項電撃防止の鴛め安全設備を L てお〈事

不 ｪ 主意のｾめ思ひがりなく電撃を受りて感電死し＿こり電気火傷 ー をし＿こりする場合が屡々

あるから 、室内の電気設備は充分注意して安全設備をしてお く必要ドあ る。其の鴛めには

議所 、 洗濯場 や 浴室等 、 手の濡れ易い場所では 、 電般の黙械は 紐ｾ引張るスイッチでやる

のが安全である。叉手の凪〈範囲のソケッ トは全部金属製でな いものを用ひる。差込みは

ili Jひ廻る赤幼の手が届かない屈に lstHける。共他水道や瓦斯工. 事・が電気工事に接近 して施

設 されないや れ 特 に 地 下車共他水訴の多 い場所・1 : は充分に距雌を雌しておく必要がある

向固定しに電気 ヒ{ ターに は必十柊子を lst付げて接備を 防 ら

第 28 項瓦斯中毒防止の矯め安全設備をしておく事

イセ宅に闘係のある有毒瓦斯は大韓、1. ー|酸化茨素( 茨火等の不完全燃焼に依って生じる

瓦斯) 2. 瓦斯管から決れる瓦斯、3. 或胞の冷蔵庫から生じる瓦斯の 3 通りである。従って

之等の瓦斯に釘して は充分に警戒の必要がある。

先づ一酸化炭素が費生する炭火等を取扱 i 、場所ーでは過賞な通風窓を設り て外祭 主の換気

を常に1M!行しなければならない白煙突は常によ く帰除 して間際が出来ないやう又煙が逆流

しない や うにする o 瓦斯器具を使」、場合には常に瓦斯波れのしないやう栓を正確に閉塞し

少 しでも 瓦斯央を感 じにら 室を開け放っ て、専門家に修玉虫してl' υ 、。有毒瓦斯を使用する

冷戴} i lf ではその接続部を竪問にして、無臭有奇冷却期lには無言語存臭瓦j折を警戒の意味で混

じて加ひれば安全である。向瓦斯器具やその他有音声瓦斯護生のＢｉｦｾ れある部 屋は寝室 として
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使用 しない方がよし、。

第 29 項墜落其他怪我防止の痛め安全設備をしておく事

住宅は元々狭い場所に附段や窓共f也が設けられてゐるので飴桂Mト心の注: 訟を初11ひ工犬し

て迭らな い と日常の起居に |探して陸決共他思ひがけない災難を招 〈事がある。

先つ' 階段は徐り急: 角度に作つてはならなし、。大謹30乃至36J.支の傾斜が泊' 品・である。段ゆlf

の高さ と幅 主の閥係は各階共 5 寸出i に 1 Ｉｾ幅が ￸ ｰＮ想的である 。 報告査に依ればＨ段階の ｉ お

きx 2 + 段階の幅二24或は2511寸〉の公式に首i決まれば好いと氾越されてゐる。各附段の寸

法は一定 しておかないと蹟〈掛れがある。階段に手摺をつりることも必要である。廻り附

段で中心側に手摺をつりると足場が狭し、から危険である。附段を? 昇. 9  ｾｉ Ｇｦめ＿こ場所ーには少く

とも幅30吋以上の町l壌を作ってお く。

窓、は床上30吋よりも低い場所に造ることは危険である 。巳むを? 得ぬ場合は横木を 川ひて

子MUCが決ちないやうにする。

ポーチ、バルコニ ー或はベランダ等には3011サ以上の尚さ の子掃を lrJ!J J げる必要がある 。

浴室などタイル張りの彪はとりめいから足元がとらないやうにスノコ板などを敷〈と灯ー

い。雲闘では屋根の傾斜角に注意L 、屋根に零JI-.めを 施 して不立にも11逗が通行人の頭_ I-.に

務ちないや うにする。夜IUlの!HU¥月も充分留意して附段、廊下、tJ，.'道 (I"J から ;土閥までの)

などが暗 t ないやうに しておくと灯い。

第 30 項住宅附近ては交通安全を期す事

住宅街は特に歩行者が多いから自動車等の交通機酬は依り刻扱に泊り抜げカ 2川米ないや

うにしてお くo fnj出i 角など先方の見えない場所は成るべ ¥1主らないやうにする o I凶角では

角を少 し首IJ 取ってお くとよい。共他子イ')1，: 1); 主要道路、!てを矧楽に抗断する場所には跨橋か地

下道を設けて事故防1.1-.を l酋1るのも 一法である。

×  〉イ ×  

以上各項目共、組めて常識的な事項ばかりで、且内容も? J ) ;rr に杜挑極まるものであって

読者各位の如 〈構成ある専門家には参考のf賃値なきものではあるが閥〈は将米、害へIJ、さ

な--J肝の位宅を建設される際にも誌に述べ ?こ松本原則が一項 目fこりとも手抜かる事のない

や う全部着貨に取入れて設計建築され、民の健闘仕宅が - i lLf でも多〈建つ事を? 布って己ま

ない。斯〈 してこそ同封の韓位は住宅環境の改みと相侠って ーwノヤノヤ確立に向上すること

であら う。( 終)
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非常時下に於ける宣偉力さしての美術、工萎

一一一それと比照すべく有事例を求めて一一ー

ｾ＠

昌 田 秀 穏

荒木文相が「大砲や鍛砲を由〈のみが非常時の美術でない」と云つにこ主が、美術家を

開然とさし? こそうである。

何事も統{l i I ] ばやりの現下で、美術r: けがこの圏外に置かれようとは美術家できへ橡想 し

うべ〈もなし如何なる将度で統制されるかが最も閥心をもってゐる焦黙であっ? このであ

らう。彩管の運び方を手をもって教へられるかも ?:II れないと云ふ懸念がないでもないこと

には、 trってこの方商を婚官; してゐる顕官が現代の美術をWI ，J j して「奇態なもの」として

一蹴して了つ? ここともあっ fこからである。

柄、釈にかかることには、不，ZRな事業例へば文化事業にしろオリンピックにしろ、政府

の ｬｌｉｾ 力に向ふものはいつのまにか消うせて了ふものであることながら 、割 合美術はイ ｆ 命し

てゐるのが妙に〈すぐっ? こい剣持: を起きすのであらう。かかる疑心暗鬼の美術界に文相の

言は全〈 ー ι 口、をつく安土持に似? こものを粛し? このである。何故ならば美術に fこづきわる

ものにしても美術が生前の必? 品日I と時下干し切れない弱みを持介はしてゐるからである。

然るに 一 方、戦場では強想外に従軍古家の ｩ￬ｬｩ 躍の機合に悲まれて非常時におりる苦 ｎｾ 誌の

役割をはっきりさしてゐるのである。

ノト廷で現下非常時の美術界を展望しようと云ふのではない。

7こ' > ｲ 非常時」と云［ｾ、現下の政治の一つの顕れし美術工芸 ｅ の 川に連 る閥聯をみる ｬ つ

の例詫迄に悟史のJ てにこの類似なものを探11

1

1 そうと云i 、のである。

ーで般にかかる形市上製的なものと政治的なものの関聯を時代的にみるにはよく「意識」

と云ふ言葉が持11
I

I ｾれて説明されてき＿こ。

この「意識」が、 ラスキンが工塾 i日1 e  nH: 作意識の解明に、 プレハ ノーフ、ギンス プルグ

或ひはマ ーツアが「委主体Jl I l I : 令息」なるものをつくる唯一のよりどころである。 f句fすって各

凶に多〈のこの ｪ｢ｈＡ 与者 ー をｾ 1!J
1
し、我邦の美術{ i ーもこれに劃して多大の閥心をもって美接的汗

論に花を咲かしに時代そ一度もつにのも之を川認し? こことの l つの誰 !eとも云へる。

これらは枇千? と芙緋? との附聯を後位批判的な円で' 意識的に鮒 lりj しようとしにや| 撃的な方

法 k されてゐるとはムーふものの、各時代常に JJ: 識的 lこされてゐるとは限らない。むし ろ時

代にとっては無意識なものでめる場合もあり 、叉その逆の判黙とその枇合の根底となって

ゐる機掛から〈る特定の概念を把み 、 ￍｊ ｬｉＺヂ＿の指導 ー ｬ 二の効巣ｾ｟，ｪミめて工妻 、 美術を 利用し＿こ 、
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場合ち亦魁; <なし、。

この場合は、} 栴l'li 時代の主樺芥によってな されてゐ? こことから、現買を通して みるとき

「政治宣俸にお 〆L 、

ノ

きて、今日の 〆 /

閣 太 ら問内に 、間外に搬11' ，さ れ、各都の展覧

令 に 「捕逸的 なものJ e して十分ナチ ス立体に効果をゐげてゐる

我邦との「防共」の約締結され＿こ折、閥西に Ｑｭ され＿こ 「 口郡山 ［ｽｪｾｬｾ 問 民」の焼銀 、打 Ｑ ・ ｬ け リ

Ｑｽｾフのものもその Ｑ f'ilt である。

これをある視鼎からみる。

ナチス治下にある多〈 の政策の内、地方計誌は見逃せない大きい主題であり 、こ の「ラ

ンデスプランヌング」は ｾ ｍ 立の工接的な概念より ｊ［Ｕ｛［ｾ なも ので 、 プラントｼ守 ］ ＱＺ の定義して

ゐる嫌に、政治的なものの外に粧桝; 十需の概念もはし、りこんでゐるん包に特徴があり、近世

の都市中心主義に掛かに釘蹴し、地

方的生産がこの「計制」の大きし 、要

素である。

放に 1933年よりかかる工業立地と

してある特定の地域に紡，f;1t，)♀紙、

煙草の諸工場をみにが一方、農業的

作業が行はれる地域に於 げる既存の

小工業にも「地方計主的」な解探を

[;l i! へられ? こ。 これに郷土的なものを

強認するナチスの形而、卜. 観的な( ヒ

トラーのオ千年は美術家? こらんとしに

杭のi芸術家的素質も乎停ってか) 分

子もいりこみ、ここに郷土建築再興

あれ郷土的玩九の「組介的生産」

にｾＰＢＺ義がつげられ ｔ こので ある。

勿論ここには令つての郷土的な生

x  5 2  
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産に全然舞戻つにものでない。地方; 十整率令長ニーマイヱル氏が時々云ってゐる如 し 茨

木主義的にこの農村工裂を見な lまされ、者1¥i!i に比して、比較的賃銀の利耕も l の固定資産

とする組合生産として生れにものとして、このささやか江木造ポスタ ーに新しい生命を見

出すのである。

仁徳天皇の御陵が掛lr倍近〈にその御J也を 卜されて、その陵域の大きいことによって、排

他に入港する府般からよ〈そのJo . 容を奔することが出来て、大いに Jt r - に皇威主? 登場し得? こ

と云」、古事はあまりにも憐れ多いことであるので明記することを避けるが、今日再興され

つつある四天王寺の五重塔も矢張りこの目的を多分にもってゐ? こと云はれてゐる。難波の

津に碇を下しに! 苦舶の人達は朝日に浮ぴ、赤陥に映える五重塔の輿へる印象の裏には日本

人の工襲に封する深い造詣とそれを寅現さす巧さから、 日本人の文化は あなどるこ との川

来ないことを識らしめに。この効果は難波の人達は勿論それ以外の地の人人もよ〈拘) ' ( へし

ってゐ? このである o Mi : に何回にもわ? こる不時の倒壊にも何せす、再建が試みられにのであ

ると 云ふ。

戦闘時代漸〈能汚し、これに代つに桃山時代におりる盟公を主様{ i ・とする新しい政治機

柿へ参加せしめに工塾、美術の役割も興味あるものである。そして盟公としての枇令の対

建組織化は失敗し＿こものの、桃山時代は封動 ￏｊￎｴ 令へ診行の ｾｩ 事換期と［えよ、意味で、政治的に

も重要な時期でもあっ? このであるが、盟公の建設しに工護史に於ける「桃山時代」もよJ 建

的経桝思想、を組本j に大き〈 寄興していつにのである o ii 控除| 時代のよ行雄の護生原肉は、平安

!:iJ :j 後期、それ迄の支配肝:1級の嬰退に代行して土地と i; みせを有する絞倒的賞力をもってゐる

地方豪族の軍隊化より匙化しにものであり、ぞれカ; いつしかi世間の世 iこし、 1: り、最後の清-

3 ; ' [ されるべき時期に主IJ ぅk してゐ? このである。必然枇令が封建前t科へ接近しつつある徴が、

堺咋業者の組織に既 lこ崩れ、封建制度的な政治を待望されてゐる世であっ fこので、 11主の統

ー こそ、一段品t千? の要求するものであるとの自己; 汗似から 、純、ゆる部門に到して確定的な

政策を執つに。

その盟公の ー 骨文 ｩｬｈｾ 千＿にＱｦＮ ｝ して ｦｊＨ つ＿こ政策と等しし如向に米るべき ｪ 川Ｚ令が戦同時代のも

のに比して 高級なものであるかを如1 ' t に示 す?こ めに、文化的事業或ひは工袈美術に砧倒的

政策を? とつに。

戦同時代の自 rll !l fi 王fi :を附級 :!tl ]I立による j仕令維持を日担! とするが虫n き問定政来は、工袋、

翠術にも顕れ fこo [ " 秩序」とそれから 〈る 「平和u をよlえめられに。千利休の「位ぴ」の思

妊¥{ t > とり入れにのもそれである。諸大名を、家P放できこえに伊達正宗 までを武器〈大小)

を＿とりあげ容 ｮｾｾ のＧＨｻｻ｜ＧＮＺｴｻに「茶」霊芸術 ｬ こ耽らし 、 彼をして ｙｩ 生時 Ｑ ＰＰＰ 人の武 士を ｬ ヶ月も維持

し得る債の天目茶碗をｾ ｾ Ｉ 乍 ぶ ｾＱ 司法 、 清 Ｍｩ 四の境地に入らしめに。陥って閑雅な茶索 、 風雨 ｬ のあ

る名器は期せすして各地に製泊されるに至つに。

北町の大湯の執行又は大阪城、楽祭第、大付!l股等への 一世に冠し fこ宗 l庁、F i瓜 この1也
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これに随ふ美術家、エ嬰家等の大げ さな動員は諸大名に封して の示威であるかの様に今円

みられてゐるが、 これはUとしてこ の附級にのみ限定せられてゐなかっ? こ。一般刷: 令への' 花

体へも怠りなかっ? こことには、彼の宵{ 象' f i L!i を制作する古家の探)I J のある逸話においてよ〈

現はれてゐる。戦岡時代から練られてきに彼れの強llli J政策はここにも現はれて、立札を以

って天下にｼ姻自の宵像を ｾ ｩｬ￬ｬｈ ｴ するｦｊ，ｬ ｩｦｩｲｬｩ ｻｴ公募 し＿ こ。そして彼のお円がねにかなつにものは

大阪城の公式腐:I Lrl にて端座しに彼れを丹念に沼質せしめ 、夕、11過をうる機令カザil へられにの

である。乍然執れの作品もいにく盟公を失望せしめに。

豪3まな 1言明民主? 以って身を被ょ、てはゐるが、賎民より身を起し戦岡のJi¥1こ永年吹荒んに紙

面じ媛植を嵩〈文秀1¥風の作F!?i 法は支那の山¥1日に並居する 袈人を紡fdll せしめても、決して

附白ではなかっ? こ。 これを線維を共にして、彼を知悉してゐる 諸大名に鑑識をづくめるにめ

ではこれで十分であっ? こが、彼のJ点風を示j氏し、以って、彼がその以前に護布して効少な

かっ＿こ安氏布告令に代るものとしては 、 反って反封のＺ｣ｩＺ ｦｾｾ 効果をｴＱ ｩ ｊ へそうであっ＿こからで

ある。偶々その頃狩!.l lf ;k1.'t¥がゐ? こ。従米の宋元の帯法にあき、生彩に山・ん7ご象徴滅的なF13

風に 、 組父古法 ｈ 足元信の影樽を多分に交縫い ｴｾＧ 技巧を引ｩｽｾげて 、 オ訂正二 十歳にして絡別の

拝謁を得? このである。

彼の美率的素益 はプロポ ー シヨンｻｴ Ｑｈｾ 叫し＿こ大きい ＱＺＧｈ 院からやうやく頭部を突 Ｑ ＱＧ ， せしめ

に盟公にあよくな< . ..s、引1' ，さうとし? こが、ゃうや< . ｾ Ｈｻｴ 帯十 ｪ けて、・この容安の民 Ｗ 与をは抜い

て、車な宵i象読でなく、そこに英雄としての盟公として彩管を何つに。小さい頭説骨、狭

少なる日 巾、 1r服、摘がつにi t ( ) 坐へと下11; 1¥に診る に随って、次第に協大される時k 三fr] M

は形態美墜から云つでも、安定感を拠へ? こ。耐1: 令安等を象徴しに。丁lit ・.':c症前五f ダピッ ト

或ひはグロのナポレオンの宵 ｦｾｬ 却のｉｪ ｬ には「ぶつ政」 に ｩ ｩ ｐ 然としにもの Ｚ￬Ｉ 多いこと、或ひ

は初Ａ苫時代官［主にめっ＿こ乱防〈立本は翠術的良心の指 ｾ￩ｲ ｊ［｜ する己れを Ａ民じ つつ、両予を ＿ 搾げさ

してゐる雨脇の侍! 日に比して雄大すぎる太宗の宵像2!; を;¥i IJ 作せしめられ? このとその直後の

動機が似てゐる。そしてこの立体効県は、ダピットの 「戴冠式」は巳県人をして、戦七l ! の

代 ｴｦｕ Ｚ して、 ユミ冠を得るＮｾ ［・然さ を納得せしめ 、確かに 王 Ｇ 化 ｌ は Ｑ ＸＰＴ 年以後ナポレオンの頭上

にあることを周知せしめに。勿論巴 ｲｬｾ 人は熱狂してこのダピット の 行 ｊ 品を迎へ＿こ 。ゴ Ｇ，Ｚ本に

五Ａ古かれ に 太宗も隈代帝王の内でも 「 枇も帝王らしき戚肢のある守ｩＱコ Ｚｊ として後世 ｬ［ｩｴｾ Ｑ 鑑にほ

こってゐるのである。

ｾ ｊ 論型公のこの宵 ｉ 象 ｔｊｩ はスターリン自民がえ ＱＱ 築物の装討 ｉￎ に添加され 、 ナチス立体におけ

るヒッ トラーの宵像の如1<. 、J' j妙に ifi l:千? に普遍せしめて、後世、1111公の l風貌の概念¥i ，川の胤

準と迄なつ 1=のである。

ゑ ｪ 論この盟公とめとの Ｒ 人と の近Ａ 以 ，｝場 ｾ はその形象を生ん＿ご物話りにあるのでゐって 、

その文化宣停に向りにnil: 併はそれぞれ臭ってゐることは VJ 論であって、 ナポレオンが常に

自問の塾術、ユ二惑を振興せしめ 、法ωニし、服属せしめ仁、 ナポ リ、 I¥lj m!.ライン、 イス パニ
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ア等にフランス文化、美術、工裂を後に必予診Mしていつに事は! 悟史上アレキサンドルの

i辛抱上によるギリ シヤ文化の普及 lこ比J ! Hされてゐるが、効果は之に J I上- まら 7なよかつ?七こo 1凶Oi也且

から l悶8tl位i上: 紀の 4 分 の 3 ｾ過品 ぎ頃迄 絞いてき＿仁こ工場乎工業生 ｅ産主肩枇士千令＿組紘織 ･ もその頃で はフランス

に方於さいて幾多の矛 ｪ盾古をを＿外米七 ｦにこし判然と ｖ刊 Ｎｪ 矧 ω 資イ本正主主Ｎ義 ｴ必斜妹 Ｔ去 ｫ に需商 ｪ ｾ業註的なもの ｬじこ移行して う ＳｦＮｾ仔 ｦ仁こカが］、 ｾ ｪ＠

ｬＱＱＱＱ 生 産枇併には泊ｬＺｩ ｖｊ ｉ ｉｅ 雌な杭ｬＮ ｾｊ 也会必 要と してゐ＿こので 、 フランス文化と袈術の進 出に

きびすをついて、 ジヤコベン抵の思想と、フランス除j1111i が脇闘のイタリャ、ワノレソ ーの外

同盟閣のプロシヤ、 オーストリヤ、迄しんじゅんしていつにのである。この「後に続 くも

の」 の先行としてこの文化: 主体は、1主質に於し、て、 その以前、 フランス革命宜停によって

恐怖せしめ、 プロシヤ、 オランダ、 イスパニヤをして第 l 四割Ml問問を結成 さしに時の立

体効果に劣 らぬものである と後1且- 衆認せられてゐる 。

盟公の場介である。盟公の謀術政策はかかる政治立体とタイアップ して利用し fこが、

方 、これに よって後世 ｾＺｉ 広乎＿こる工喜美術桃 山時 代を現 川しに のである。純 粋 謀術家でゐつ

に 、 ｾＧＮｪ 必 ｦ ノ ｫｦＺｴ｜ 、山 味、出北 、 ム［松等のｅＺ ｬ 由主 ＱＡ｜ｾ 論支配ｼ併級に直属されてゐ ｦ こが 、 今日の虫 Ｑ Ｑ

〈純粋選術であるとム・」、 ＮＱＧ ＱＱＱＮＱ ＱＱ の ｦ こめに特 別の 取扱ひをされてゐるのでな し彼等は飛Ｇｾ閣

( 凶本ro'i 苛t 皮 Î J ) の) ( ) l 、杉戸に、楽柴郊の附子、舛風に 、! 形到の起ー五良11の作品も建築に

l笹川されて、公衆の 11前 にあっ? こので、 害IJ合に鑑識も繍〈行はれにし、立体的効果も絶大

であっ? こ。

何故にその時代の純粋語術が他の時代に比して政治火体効果を多〈牧め得?こか。戦闘の

AA態から封建ilm度的な jju : 千? に入つに特換のめまぐるしさにヲ If.fh 、て新興美術の興隆をみせ

つけられ? こ大衆は、盟公はその新興美術の後援{ 1 であることを熟知l してゐ Tこ大衆は、 新時

代 と 新 興 美 術 は 結 び つ げ て 考 へ る 他 な し 附 -?{"j); 双生児であるかの核に頭逗に前{ J : せしめ

?このである。

凶本版 ｩ 寺 、 大 ｦｊｴｬ ミｾｾの白川をみるにつげ 、 新文 化 から新時 Ｎ Ｈｾｾ聯想 しに のである。そ れは

丁度今日新しい文化宣俸には、抽象派或ひは超j見' 1 ' . 1 : 祇等の新興霊芸術が多〈採用されて、そ

の持味が新しい文イヒと同質のもーのであるかの様にあーもはせられてゐるのと同じであ る。

彼の庇 ii止を交け 、或ひは宿泊さ れ? こ蒔倫のさいIl
ng爾長長、茶碗の然' ，:;%;座、説家の博山柴等;

の ｅ 匠の外 、 これらを 「 組分」とし、 Ｚ ｬｬｾ 芸ｼ組、策集第等エナ ｪ ［ｾ 措 Ｇｉ ｾ［ し＿こ ＱＡ｜ｾ 数の工Ｎ喪家 、ｼ 面 ｬ

築家の鉱 ｾｈ ｜ 、 手 ｉ ｊ 久 、紺 鴎の諮 ｬ ｩ 茶 、 押一花の技を過して 、 工袈的 Ａｩ ｊ ｊ ｉ［ 工作法の殻迷を 促し、職

人の枇令も )1手成されていつ Tこことも見逃せないのである。地理的に云つでも 泉州堺は室町

時代末葉より商業経怖の先行として倉! t If業を中心に特異の設展してき? こが、更に盟公の工

翠奨挺IJ によ って著 しく その思忠; を象り工塾I!?l生産都市としても著名になっ fこ。

か 〈し て大阪城を中 心とする 挑 山文化は盟公時代が去っ? こことによって崩壊されに ので

はあるカヘ ' ー聞 この崩壊によって、高度の桃山妻術の体格ともなっTこと 百iqはれてゐる。

徳川初 期、大阪に於げる政治的構力の分解へのE握力は必然、 それ迄側四 にあって、飛 長

5 5  x  



閥、楽祭第その他工悲品、美術を播首 してゐ fこE 匠7J . . ぴ多 〈の工妻家、l函l築家、職人は肢

を求めてI也方に飛i投せしめに のでゐる。

加賀藩の庇設を受りん としてJm1"i 披下に米りで漆工を創めにもの、江戸に於 りるその後

の|司自li の護連は多〈その停統の似をこの桃山文化に殻して ゐるとみることが11
1

1
米る。桃山

文化宣俸は反ってその中心部分の四散によって多〈 の確聞とし1:*111胞を地方に M: Hりにと

云ふ黙で効多かつにのである。

更に大阪以西の ｾ［ｊｦ 滞は参即 ｪ 交代にて江戸に｟ｉＭ Ｎ るとき、大阪の宿は浪辿文化Ｈ告Ａ球目Ｉに浸￹Ｇ

一夜でもあっ? こばかりでなく 、落城のあとに建つにこr人注には、これ らの諸大名の会11過を

得て各々の城下に去るによき機千? でもあっfこのである。

以上簡単ながら、今日では 「非常時」と云ふ通栴されてゐる政治的経換期に於ける美術

工事の文化宣停として の役割 と能力 をみゃ うとして、ナ ポレオン時代に於りる中・期資本主

義勃興首時のことし特に封建時代に入らんとしに盟公時代を |例に粗利なカ Z ら考設を試

みにのである。

読者はこの l 例からどうえよ、立I沫をくみとって、現下の美術をみてくれるかは爺x. とし

ては閥会11 しないことである 。

執れにしても「院展」その他の展iIE合がオリンピックの様に 一時は その開催を危ぶまれ

にに反し、一方では従軍古家があり 、↑，!J 5:服部より 11
1

1る応良1射殺とかポスタ { が一段と明彩

になってゆくのは確に現宜上のこと である。 ( 2597. 9. 15)

x  5 6  



i  *  新 建 築 欄 I

外 観

開

“ 市 立 堺 市 民 病 院 " 綾計・中尾保建築事務所・施工・漫沼組 1  x  



1界市飼覧町西翠丁

1，l i 8問;;3

日i i Jij なZ

1，632lif48 

f立 也

敷地問主ｾ
建築面積

延 面 積

各階 ｩ 誼ｾ
地 階 260lit95

島幸 6i l lits5 

2  階 :句9l1l'三抱

月 階 2i aW2 

層 階 2 6 m5  

港 屋 4lit8i  

渡廊下 9Ji干笥

室自貯手

設計・中尾保建築事務所・施工・ 5量沼組院 "病民市堺ー」ム“ 市
2  x  



建 物 高 病般的尺4及港屋上認定日ヨ尺7 診察部否

5並焔寄宿舎15尺4及:?5尺O 本鎗1; 尺5

階 数 病院i地踏共五情診察きs 一隅及コ締

様 式 近 出 式

持軍 造 病院i及診察吉日綜合待合所滋窃1昆凝士活:貝

{ 白木澄

外 袋 病llI!民rt! l モノl タノl - 1 ! 7 ¥付仕上一郎漆喰塗

監 督 堺市役所土木f f i ) 技術課

休売虫室及階段廻

園

43 帯 電 主 殺 託 手 模 様 券

“ 市 立 堺 市 民 病 院 " 設計・中尾保建築事務所・施工・己資沼組 3  x  



院 長 室 及 合 議 室

錦町 室

x  4  
“ 市 立 堺 市 民 病 院 " 段言十・中尾保建築事務所・施工・漫沼組



庭園クラブ

此の，宙舗に連った柱列は

本tWi 曾建築中長も成功し

たものの l つであらう。

Moas par k 側の主要人口

主要部は青色で上部lの水Z j S 木部が

白色である。

規模は大きくなL 、が近代的な間程曾の I ; ? e L て還要な役目

を演じたものであり，主任建築家 Tho: nas ｓＮ ｾ ｔ｡ｩｴ 氏の成功正

認める事が出来る。

( Archi tectural  Revi ew， J ul y， 1938 より〉

。

庭園クラプ卒面図

( イギリス) Gl asgow 博 覧 曾 5 x  



スコットランド聯合銀行

非協に思l l ! i で，白色の側壁iこ

各々4. 2mx 1. 8m大のガラス猿

の正面である2

倒上のレストラン

問 ｅ 聖曾場背後ｾに建てられた

もの。立木を室¢利袋町『に巧に

取入れた新手法に注意。

北方工業館

墜は石部il 板i J Mで赤沼色盗。

x  6  ( イギリス) Gl asgow 博 覧 禽



大西洋食堂外視

餓 遊 館 卒 面 図

鍛 造 官 官 外 観

大西絡会堂

2 階卒商圏

〈イギリス) Gl asgow 博 覧 曾 7 x  



建案全長; 三捗って 3 張官te

一直線に工場に佼用せられてゐ

る3 昇降際宇時普段や随所等白土工

場の工程を避けて 1原則に鍾め

られ， 1 ! l { 1肝ごはそれに援し てカ

フェテリヤ，館育館等D慰安hi ! i

設が設けられてゐる。

告書械灼設V'lii i土憶の中にある。

( Archi l eClural  Forum.  

August， 1938 より 〉

事ｾ外面正

景雪E

ZヨB町 5 ・600 '

前

日

晶

U

d

‘u

L

F

g
・

区

回目 -

G Y MNA S IU M  

階 卒 菌 園

Ar ber t  K a h n  建築家アメリカの新工場建築- - Bur r oughs 加算器工箔( アメリカ)8  x  



ミ シ ガ ン 州 の

殺 物 倉 庫

絞} をそのも¢・がその

磁表現せられた，i最も

作怠の少なし 、相E際な形

を表はして? . J る o

アーキテクチユラル ・フォーラムの 8 月凱は，工場建築の平寺院授として，アメリカに於ける析しい工場鐙築の多数の' ' tl r

例を掲げ，工場E霊祭に到する飽奏家の任務 e L て， アメリカに於ける工湯建築設計者として有名なアルパート・カーンの

侍論を引用してゐる。ぞの中心をなすものは次の 2 野に隠する。その第 1i i r告書能的設計」で，生産能率を完全に自華街せ

L める様工場内の設臓を配備するにある。

この罵には次の許きi際件を5指定さすことが必要である とする。

L 生産3盈理の簡弓比一一生歪の順序，材料l l l I 般の線を最短最簡なら しむること。

2 ，工場各部の記列i:: ，将来の生産過程の鑓更叉は境僕儲張等に術へて事事力を待たせるこ止。

Ｓ ， 柱 建械 の記 白及材料 ｶ 運搬等に 祁 ｾ［乙ならぬ様 ｊ こ笹聞を如す限り大にするこ止。

4 ， j溜醤なる天3月= 高，耐久佐D ある床仕上。

5 ，階段，昇降殴，更衣室，便所等Zコ位置ii 生遅過程を妨げずして最も便宜な節分に定めること o

6 ，自然保光及人工照明夫に適度の分布と充分なる光変。舷輝の緋絵。

i ，充分なi Y I 祭。

R ，建設費及維持費をj量少ならしむる如き設計。

第 2 1主「手廻しよき施工」と L ‘ ふ表忍で弐の如きf際件が寧げられてゐる。

1 ，最初の見積の正確。

2 ，施工の沼速。

3 ，よき言者頁業者の推薦。

4，充分なる監倍。

之を要するに，工場。設計け建築家に非郡なill 口を加するわけで，ーに建築家が問題を分析して， ｩｏｏｾ留に且質質的に ｅ

飯めて経済f f } こ建物を計総し' コ h 而も内部外郎刻。こよき外観を保有せしむるだけの才能を待合せてゐるか否かに怒って

ゐる。- - 2: : カ ーンは言ふ。

以下フォーラム誌渇般の姉闘中より 2 ，; 1をt責務する。を℃彼カ ーンの設計である。

( Archi tecuura1 F or um， Augnst .  1938 より〉

( アメリ力 ) アメリカの新工場築建一ー ミシガン州の薮物倉庫 建築物 Al ber t  K a h n  9  x  



断面 B - B

断面 A - A

費財 ｔ 機のエンヂン及びプロペラ ー ￠獄駿ｾ，純問時三星雲銘約に設計せ

られてゐる憶に却って作意の多い建漂より優れた建物のl f 9 IJである。

プランで見られる通 4 つ¢書官験室があり，夫k 空気の探入日正排出

口とを備へてゐる。各室共に 3.α X l ，l 憶力のエンヂンを装置出来るf需に

出来てゐるが，今日のところ 1. 5∞馬力のものL か使ってゐなし、。

限察室は建物の中央にある。音響を減殺するおに室河墜にはカリス

トーン正呼ぼれる新式の吸音初が2 置に張られてゐる。

外壁は18可厚の銀筋コンクリ ート造りで充分振動に耐える綴な諸活

になってゐる。

試 験 室
( ArchileCl ural  F or um.  A ugust. 1938 より )

説 明 の 然 の バ - ?<.

‘→.E二う

T E S T  R O O M  ' C HA M堅旦Nη

斗ヱ

いヒーヨ

了 間 ROO M C HA M品問

L .  

x  1 0  ( アメリカ ) アメリカの新工場建築ー←ハートフォードのヱンヂン訳惑室

CHAMs ER N' l ・ T E ST R O O M 

不 面 悶

建築家 Al ber t K a hn 

'‘ 



( アメリカ)

輸 出 部 外 w !

全

商E 置

王貴

園

‘・瞬、

アメリカの新工場建築一一デトロイトのクライスラー曾社トラック工海

との工場は，ヵーン事務所設計の工場中で) ' f k

も成功したものの 1つであらう。

動力室や筋道引込線の位置は工場の過程が鐙

更叉は節i J Mせられても差支ない僚に配置せられ

てゐる。

出来た瑠慢は輸出部から積出され，そこでは

製品の最後の機査と調墜と治勾すはれる。

( Archi t ectural  F on町九

A ugust. 1938 より〉

工 !tj 内 昔日

建築 家 Al b er t  Kahn 
1  1  x  
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ホヰ ート ン大 撃のアー トセ ンタ - Ge) i懸賞競技の; 自選園祭が決

定せられた。

昔i簡は錨書館，美術部，雷雲陸部，演劇lきs等を綜合するもので

医務者中に W . Goroius， R.  J .  Neut ra や E . Saari nen の名前

も見られる。

審査員は W. C.  Behrendt ， J .  D.  Stone， R. A .  Wank. S .  R.  

Mc  Condless， E .  1. Seaver， J .  Mc  Andr ew の諸氏である。

( Ar chitectural  For um， A UgU3t， 1938 より 〕
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x  1  2  (アメリカ) ホヰートン大患のアート・センター設計競民営選圃案 1等省選案建築家 R. M.  Benet t  C.  Hor nb旬 tel
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( アメリカ〉ホヰートン大撃のアートセンター設計懸賞競技営選匿2等嘗蓬案建築家 ; Wa[ t er  Fr opi us 及 Mar c el Br euer  1  3  x  



古い石切場跡に建てられた住宅。石を切り出し

た跡の Ｎ ｾ低を利用 して，竿 ｴ 曲 階に瑠障を 上部 Ｑ の ｉ 山

鍵に宮室の部分と庭とを設〈。

( Archi l ecl ural  Record， Jul y， 1938 より 〉

2 階 卒 面 図

x  1 4  ( アメりカ 〉 二ユー・ホープの住宅

北 ullJ 外 税

居 室 の 一 隅

l 階 卒 面 図 地 階 卒 商 圏

建築家 Kennet h Da y  



= ユーヨーク

既に 1 1おは完成 され， 100は完成さ

れつつあるニュ ーヨータの薦箇i曹関曾

に於ける建築骨| 簡は，商業とゲト盟事情

倒沼介に湿きをおし、てなされてゐる。

天鰻観測僚や Trylon もここに取入れ

て先づ完成さ L た。

こr;; ・1導担曾には弼i笈照明法( 鐙明〉

を多分に使用せんとL てゐる 。その 1

例止して，情報館正織物館には，最近

アメリカで完成されたこの段も新U ，、

照明が隠用されてゐる3

ー

サンフランシスコ

，Ii 

rs 

s  

ニュ ーヨークと反組側の海岸に金門間程曾が1939年2 月18日に[ #J かれるのであ

る。轡D奥まった所を敷地として埋立てながら，建築及び場内の他込工事も急い

でゐる。その内 完成に近づいてゐるのは， 太陽塔であって，入口扇側に巨大な多

数の像がっつ立ってゐ1 i空白には移迭された数千本の郎子の木がずっk 植ゑつけ

られてゐる。ζ れも現在では， 1，500.  Ｈ 別弗の経買を要する工 Ｎｾｪ ｊ の Ｑ 部を示 して

ゐるものに過ぎなし、。

( Archit ectural  R ecord.  J uly， 1938 より 〉

世界的戦争の危機に嘗って絵りにも平和的な博覧曾 1 5  x  
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グラスゴウ

スコツ トラン 1: 慢が大英圏雲

帝E草場のことで Bell ahoustonで

の丘で、院かれたのは去る4 月26

日であった。この場所j 土グラス

プウ公園つ 11犯である。 ここで

目立つのは建築家 S ir J ohn の

設計の放を以って名付けられた

T ait r . 苔であらう。杢金富製で英

図人の目を畝てたものである。

モ ス コ ウ

サフイエツ トの農業喪は，と

の 8 月1 日にモスコウに於し 、て

関かれた， lC泊に; r r し、陳列(ffi に

杢サフイェツ ト底より集まって

きたところの農業に閲するちi暦

及買際際械化に就し、ての資料を

盛った。同場は 350 エーカーも

ある延ひ.延びしたモスコウ近郊

フ" シユキ y スカ ヤのある鹿場で

ある 3

( A rchi tect ural  

R ecord.  J uly.  

1935 より〕



阪 神 地 方 水 害 調 査 報 告

一 一 第 2  幸世

災 害 強 皮 委 員 合

本第 2 報は兵庫見守聖子事長祁也築:果の調査部報告を基本とし 賞委員舎にて 編纂せるもの にして

比の機合に 兵庫際建築課の御厚主主に 主主しwく感謝の;ll {f表す。

円

l ー殺 被 害 状 兆

(  1) 語111戸市 及近郊( 話中戸 都市 吉tilI

ｉＢＧＺｾ 域内〉

( 2) プミ甲 i l l l 二

( 3)  ;; 白馬町

( 4; 交遁機除]の秘書

( 5)  ヒ水道の被害

( 6) 各簡被害統計表

2. 災百の 賀 況

( 1) 戸屋川 一柳

l 、 一 般 被 害 獄 死

( 1 )  神戸市及近郊 ( 11(1110市Ili li 計歪: 阪城 fAJ )

三7c

(2) 石屋川一徹

( 3)  / ' 弓甲 )11

( 4 ) 摩 耶 ケ ー プノレ l‘

( 5)  ;' } 川谷 ，布引町、加納町

( 6) 再 度 谷、字治川 一併

( 7) 天王谷、 ( 旋回 l町三ーr 目〕

( 8 ) 須磨附近

( 9 ) 街馬 町

3 一 般 針 策

. JR芦原 川 よ 1) 西ーノ :符に 至る1 ¥]111戸市を 1=1
1
心 とする 一帯は 今 問の水守による被害甚大であ

っ Ｗ こ広域である。以下よ会 ｊ ｊｾ の Ｗｫ ｩｊｊ ［ｕ｝ ｉｊ に分って被害の概要を掲 Ｚ 記することとする。

( イ〉 芦 屋川 を7kiJhi とする医域

芦尽 ｕ ｉｉ な Ｗｫ ｩＩ Ａ，ｬ とする ｾｉｬｩｴ 災直 域は大韓来は芦屋打ＯＱ Ｑ Ｑ の字境より凶は津女 ＱＱ に至る 範闘で める

が、東に於ては下'.') 11によるものとの匹別午IJ然とせす又凶 に於てはi-t古川とのI =IIJ UIに於げる

数伽iのノj 、符聞を 水源とせるものと ili じてゐる ρ

何れにせよ被害の甚大なりしは他の諸) 11同様主として上流に近き沿岸に して中間地 帯 は

単なる浸水程度に絶ってゐる。 芦 屋川 は|i反:j: 軌 道北 方向主h川 とのイト流出liの」て流附近に於て

ｴ ￫ Ｉｲ Ｚ の 山 の各慮に 山 崩れ を生じ 滑石 、 樹木守を ｾ ￬ 花火し＿こ。右Ｉ Ｎ ｾ ミには迫ー 路 との ＱＱ ｲＱ に Ｑ !) リの 建

築 敷地 が あ る が、川 の氾12t によって地税洗ひ流され共のTこめ後尾も 数戸流失し? こ。 川 は 先

づ 流木 、 岩石 、 土砂 ＡＡＮＮ ｾＧ［のｲＮｴ阪急 Ｚ餓 橋附近に於 Ｗ て堰 ＱＱＺ めら れ 、 共のキ』 υＫＡＺ その Ｑ ・ 流 ｩ ｾ 士ず Ｑ Ｚ Ｚ 所の 北

側に於て ＱＧ Ｑ ｾＩ 予の堤防を越へて 氾 ｪ 佐流川し 、 ヰ ￮Ｉ ;': ( 即 も凶If!の では高峰川合 流戦附近より| 波

急Ｚ芦屋 川 牒附近まで約 ｬ ￼ｧ 位 度の土砂に主 ＱＱ めら れに 。 Ｑ￪ｊ Ｚ さでは 、 Ｗｫ は ＭＱ 監阪乏 什りし道Ｈ堤 ｾ ｪ ｪ

5 7  x  



欣 ) に 壊 11-:めら れ?こ るにめ線路のF付近では土砂の深さは軒に達し ?こ0 7kは更に同協; 立を越

へ同じく鍛橋より下流にて氾濫せるものと合流し急Ｚ流をなして省ｾＺＡｾ芦屋騨構内の低地に走

り、 その水勢によって数戸を倒壊せしめ 1=。海; ; 1 : ( こ近き医域に於ては平に浸水の程良ーに 11:

つ ｦ こが防潮堤が排水を妨げ＿こ石 ｮ ｴ ｨｦＩｾｾ 附近でーは多数のｊＭｩ 三 一 Ｑ Ｇ ，浸水家屋を ｈ｜ し＿こ。

( ロ〉 位 吉川 を7kiJf，[ とする区域

住吉 川 は今回の Ｗｫ 字＿に於て最も恭Ａ泌を振っ ｦ こ此 の 川 は卜Ｎ流より多長の土砂及 ｬ ｾ ｻｪ 、 断水

守Ｚを ＿ 流Ａｦ ｜ じ Ｗ こが 、 就 ｲ Ｍ ｉ ｾ 新司 ｩ の量及大きは驚くべきものがあるＨ之はさーとして第 一 摂ＺｊＺｊｴＺ ｲ 旬 、 約

100 メート ル 石 切 場7付近より 州 ? こるものと推定される〉之等によって上 流 の 阪2: 餓 僑、 千

刈7ki!J ;[ 地 よりの大送水管 等 は;訟も破壊され阪市11
1問j立の橋梁附近にて漸く 阻 止 され?こが、 同

道附近にまで大形パス大のAt 石 を 流Hi し同i立は不通となっ Tこ。 同時に ) 11は阪，K!: より 上 白 純

美術館下の轡曲部に於て右 ｩＩ［ Ｇｴｾ以 Ｚ ￬ ｬ
Ｑ
ｴ し ｅ 大なる岩石がＱＢＱＢＺ吉村 ｪ Ｏ 見 育 林一帯の高級Ｈ ， ｴ 宅地主＿製

ひじ 11足立! : IVL道 附 近-4帯主::-II 石品々? こる凄惨なるがI原と化せしめに。此の溢の家屋は流失せ

るものもあるが 、 ｅ イ Ｑ の中に型 ＱＱ って牛壊程度にて残イがせるものもあ ｨ 、 中には初 ｪ 切に ｬ ｦｊｾｦｻＯ

せる石によって流木ｾｾの他の簡突より守護され＿こと見られるも の もある。従ってよ等の ｅ

石は必す・しも速い速度で流 !-I'，しにものではないと推祭されるわりである。大なる流欠物は

之 等 に よ り 阻 止 されに市山県之より南方反 I雨林一帯は七七二I-，?i少の みによって平均 5. 6 )<! . .程度ー

に宅II 淡し? こd 此 の水 は叉川 の下を通るi ' . t め lこ低〈なってゐる行総t l : 吉鰐柿ー(kJ に流入し、此

雌をも砂で 5 )ミ位のi架さに卯めに 。 か〈して川 は本米の河川ミ及 右j 字決潰1/1，1所 共 に 流 1-1¥物に

より底力 ｚ 上つにので今度は右ほとｉｩ貯同 一 ＱＱ 月所 に於て左岸堤防をＱＩと ｉｪ ｾ し 、 之より 流 ＱＱ｜ し ＿こ Ｗ ｫ

が本流 化 して奔 ＯＱ｜ する ｲｮｾＷ ｫ は本 ｉ ｍｈ ｉｬ ｲＮ ｦｴＮ 横尾方商のｻ民地を ー ｉ 師の泥海と化し多長の土砂

を残併せしめ Tこo 一 方川 の下V feは川 が同道附近にて取止められたイィの{ 民地 に流 11' ，しfこにめ

に反って災害を免れ? こ。芦屋 川も同様であるが、之 はtll rqミが附近の土地 よりも高い河川 と

して泣; 然のことである。

( ハ〕 石屋 川 ぞ水抜;tとする阪城

石 屋 川 は Ｑ｜ 反 ， ｾＺｉ｜ｬｬｩｬｬ 北ｦＡＱ ｉｊ ｉ｜ 路公Ｍ［￭ＧＺＭ附 ｪ 止まて ‘ は丘 陵 ｲ ｬ Ｍ Ｇ を流れよより下流は河川吊 ｪ ｾ 、 同ＨｬＱ Ｑ ｊ に ニ ｌ Ｚ

坊を有する) 11 となって附m附近に/ 1 ¥て後，. J ' J 側平地の部分を流れて出に入るのであるが、先

づ ， ｉ ｾ 流より こ と砂流木 ＧＱ［［ te ，ＱＭ ＧＢ し ｊ Ｍ ，流 川 沿ひの水車小 屋 ｾｾ 他 を流失しに。之等の流木は先つ ｲａ ＡｘＺ

公合東側の谷を閉泉し、之が? こめ水位上って公会北端 の 思I出令官に於て右岸堤訪決itl し、公

合 2 t籾棟月束{をを? 倒宅痩裏 して民 直 に 公f合斗の西側を佐? 通つて阪: ，' j : 包岱:' 1帆リ仇L迫をを?製つ?仁こ o 此 の 附近 の仙泊 lは立高き 7入
.  

8り欠〈の土堤である力が; 之に .一一-一寸‘.}.自弘1水力が; 堰 1I什r上められf需完に高羽一:ず郁i作l存? はy水'ki深架矧l日3. 4)尺〈に及ひ

皮度♂の士恥(1住/Jも杭」f丘ITtをを?見?仁こ O 此 のy水k は吏 lに叫こ斗|阪l仮反2: 下 ガ - ド を抜けて道路沿ひに南下し徳井、 }j主|明方町に

被 符 を 興 へ?こ。叉川 はrti i，氾伏; 山場所ーより下流行級協むの少し 上に於て同じく凶堤防を決i.i. 't

し 、 附近に数 ｗ ， ｪ の間 ｬ 寝及 ｾｕ 淡家屋を Ｑ ＱＧ， し高羽よりの本流に介してｼ判担方面に流れ＿こ 。 此 の

川 の流11'，物は砂が大部分で岩石、 樹木は比較拘少かつに。

x. 5 8  



( ニ〉 六巾川、村l谷川、都賀川の流 妓

六 fp)11は六 rp登 山口 ロープウェ イ下を流れ上流は相訟の峡谷であるが司i i苛地に入ると I，"J

時に暗渠となり 、tlll 谷 川 も同様:1青渠となって阪急: 軌道附近にて合流し、以後' XiWUII ( 大半i

ＩＱＱ Ｉ の問渠となってゐ＿このであるが 、 両川と も こ Ｑ Ｍ ｟ ＺＨＱ 少 ［ 反抗ーイ ｩ を流 Ｏｐ ，し ＿こ＿こ め に ＱＱ Ｑ ｜Ｚ 犯は忽ち ｉｾ ｊ

逃 し! 情史上の道路)jz 附 近- T怖を流れ相官; の 巾に 家居多肢を倒壊流失せ しめに 。殊 に 嗣lM川

の合流黙附 近一帯は数高. 1 : ' 1': の11¥1- [1百の! I l Jm{ となり雌々に電住 、1政t実家一屋の屋根 等 乞!I :め 夜ー

惨な光景を JRL し?こ。 阪急Ｚ餓橋は流木等Ｍの＿こ め Ａ羽 ｺ Ｚ ｾ し Ｗ Ｑ＼は橋の雨岸を洗って都賀川 ［ 反共の四

側の道路上を流れ雨岸 の 家屋を凶 ｬ し行 Ｊ ｪｊｾ 餓橋及び そ の 上流 の錨筋コンク リート 橋梁等に流

木の林を作つに。 その? こめ 水深 は 増 し更に純i荷主? 術大して隔岸一帯を深さ 6，7 ) 17! . 以上の土

砂にて埋めに。省 Ｊｊｪｾ 軌道下流に於ても被害は ｬＧ 俗同様で依壊は多少 ｪ 成じ＿こが土砂の主 ＱＱ 淡は著

しい。新隊| 道橋梁は担淡して71<は共の J-_を流れfこ。 |反ilill '電車よ り下手 は 概 して被害 は1陀少

である。

( ホ〉 青 谷川 西郷川 の流域

上 流青 谷11川町lリ町!汀T4 丁円 パス泊

山! 腹血に築い?七こ霊数H段立の高い宅地土浩1主t成持射擁w位は l 古部i官l必刷jJ成定し?仁こ D この附近にはJ相打常の大耳引iカが2流 11川1'，し

て居り 2家支屋 のf倣t淡主I寝棄され? 仁こものもゐる O 之より引|日氏ιこ2む1町: 四灘牒附近までは川i沼佐ひの家庄をを? 打i岐成渓流

ｪ川ｼ川 ｬ せ し め ［束 Ｔ束 ｺ 西をを＿走る道路をを ｾＱ 各与所にて仁中 ｬド Ｑ 断してゐる 。 家尾は直接流木 、 岩石等によ り悦 ｬ 突き

れ fこもの、擁壁の足元を洗はれfこる fこめ崩壊せるもの等があり 、在日淡 しにも のも多数に上

ってゐる。 一方 パ ス 逝附 近 よ り西側閥西 皐|史跡方面にも多量の樹木を土砂と共 lこ流出し家

尾にも ｾｦｬ Ｇ ， ｜ｴ ［ の被害を興へ ＿ こ。 Ｑ ｜ 足包Ｚ仙道よ り下流 ー では 行 和 ｩｬ 難 貨物鴨椛内北 ｻＡＡｉｊ に流木 ＮｦＱ ｕ［Ｇｩ し 、

附近に相首の土砂を: l lt 的、摩耶ケープル凶沿ひの渓流がパス道より流下せる 71 < と介流して

更に|夜Jlnl '同 道lこI-P，で海に入つ 1=。省総附近より隙lill まで のIb¥J にも相' 出の土砂を?浅 し fこ。

( へ) 苧 川 谷 、不 ｬｩ 引川 を Ｗ Ｑ＼ ｩ ぬとするｾ域

苧川谷、不ii !31)11は共に浅流をなして走りイii !3 Il llj I 丁 m付近lこ於て新生FTI)11のl f"; : 史に入 h

iJittJ; -道下営流れて1M:に入るのである。今同の水害ではギli 引川 は布引 貯水池 に於て 多-111: の_I :

砂守主＿沈澱せしめ ｔ こｾ土砂の流 Ａ ｉＧ ， は 比 較的僅少であっ ｦ こが 、 Ｒ ｝ 川 谷は ｈ 百和 ＱＰ 年の 川 Ｗ Ｑ＼時に

同様大量の土砂、 浩 石、 流 木全容を流出 し11災谷に建築され? こ位宅多数を抑流し? こ。生川 川崎

渠入 口は之 等流 ｈ Ｍ ｜ 物 等によって閉塞 し水は遊 歩 ｪ 江 トＺ ｾ多少流れ ＿こる 一方 、 之よ り 活かに低

い醤河川ミ? こる加納町電車通り方商に その方向を枠じ? こ‘ 之 が 鴛加 納H町l 丁目、 :(li 引川T I 丁

目の大牛は家屋倒 底流 失、 又は土砂の話 10j設尺担波し裏側の平行する道路を合む rll 約 IIIIT

の間 が伺川 となって三符 牒 前より 瀧 道附近に達し之より! お く宏大して元居間地一帯を製つ

?こ。一方加納 町 3 丁目交叉耕より 山手電車通り方聞に怖じ 7こ支流 は生川筋を通って同様居

腎地方面に流れに。土砂のtru淡世は生問川 11昔渠入 口附近より 加納 町 3 丁 !司附近ま でが最も

著 し し 平 均 5，6) ミに建 し省*J 日付近では阪，包: 令III 'f 、十合デパー ト等 (i リれもスチールシャ ツ
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ターを流出物の7こめ破壊され地下半ーに浸水し? こ。阪急: 電車地下線には 十合入 口、 三 ノ官省

総暁前入口より瀧の如〈流入し地下段は湖水し? こ。

〈ト〉 宇治川一帯

f 凶作川は共ル;iを再度谷に殻し谷を 11'，て市街に入ると !日l もなく l暗渠となり 、海洋気象華字

治野山 の北を凶へ流れ楠谷川をUI' せて大合山の束を南流し買ー直ぐ出へ入る。

奈川の詩 五日朝より ｊＭＺＮ 流渓谷の各所に逐次［ＮｩｾＺ崩が起り 、 濁 Ｗ ｫ が相官の勢で流れてゐ＿こが

9 時過更に再度谷奥の 2 つの池が決mするに及んで' 71<. 勢頓に指先! ! となり 崖JVJI こよる土砂、

治石を押し流すと共に谷 Ｑｩｦｩ 沿ひの人 ｾｾ 約 ＲＰＰ 戸は忽 ｬ も洗ひ去られ＿こロ此の頃暗渠は既に流

/1¥物 の篤閉塞されて機能を失ってゐ? こ魚71<. は共の上を勢に乗って奔流し、橋梁共他の凡ゆ

る妨害物を押し崩し櫛比せる人家を倒壊叉は流失せしめ 、土砂を沈杭しつ〉数10聞の幅を

持つ fこif'f )11 となって回流し} l I に楠谷川の激流を併せて水勢一段と力11はり 、遂に大倉山下の

ｮＺＱｬ ＱＱＨ 何の ｬ ｍ｜ を洗ひ去るに王って惨待は ｊｾ の頂弘 ｩｩ に達し＿こ。 即 ち此の附近に於ては流失戸

数 300 I二j主し倒壊戸数亦数 10を数へるに王つ 1: 。之等家屋の流木は市電橘橋に遮ぎられて

Ａｈ ｾ 杭し商も Ｇｗ Ｍｊ Ｒ ＰＰＰ Ｑ Ｇ Ｑ ムがー ｬ￥ｈ こ材木 の 山 となり 、 l 部は陸橋を前り 道路に沿って南下し、約

5  II lj 南の三 J越前附近迄のlli 路 卜‘ に土砂と共に堆杭し附 ff!l J 家屋の一階軒を淡する移しい木材

の上w抗告? 生じに。 而して同陣橋以下百は流失叉は倒壊の家屋敷m少にして被告: の程度は比較

的中:s. i放であるが土砂の沈h'i 流木のちた入等に 依 る被守は三七流と なっ? こ道路附側の 2，3111j のr6'(

1む川に J I.り 三越に於ても地下告に iJ 己7kの1X7k i' 見? こ。

( チ〉 犬 王川、 引 j l:) 11を71<. iJ f，lとする航域

天 王川 は上 三保 11I i 天 王il!iUiUUl クむきより IIW渠となり 、 石 井川 も亦石井僑上流より暗渠とな

って ｉｾｾ 者ーは術 水 橋瞥 Ｒ 兵器凶 北端 に必て介してｦＩ 日 渠とな り以 Ｑ ｭ 新淡 川 となる 、 天王 川 は上流

よりの流水のr . p昔渠lrJ/.入 Il 問主し、 水は一時I f 昔渠上 の 公 図 式 凹 泣J:: i ' 流れ?こが絶黙暗渠/ 1¥

ＱＱ の日 ｬｩｬＢｊ 等に妨Ｎげられ 、 漸ダ〈士竹 Ｗ ｫ して下 三 保 ｮ ｬｪ 左［ Ｍ］ ｾｾＺ堤防ーを ｩ 決 ｪ 賞 、 堤防下のド 三 保Ｑｉ Ｑ ｪ，荒匠 Ｑ

11Ij' Ｓ 丁口 一帯に ｖｦｅＯｬＧ， し Ｑ Ｐ ｾｾ Ｉ く の深さに 土砂をまｦＡ ｊＱｴ せしめ多数の托ＺｘＭｩＧ 11' ，しTこ此の水は史ド

南下して耐原遊廓に浸水しililj lf I 腕方| 師に 川Tこ。

イi;J 1・川も I，;J 様暗来間保し干 I Ｉ Ｑ 橋 トー に於て段 ｾＩ ｪ 伝次官 ｴ してイ ｩｭｬ ｪＧ 大 Ａ 百 ｊ ｬｬ ｬ ｪＧ 方 ｬ 師 に 流 Ｑ ＱＧ， 、 ょが

商品;i の刑務所主主五拐に依 りIlI l " : されに? こめ同 IIl j 一帯は 10)(j 徐の泣水 会見 fこ。更に布妹i瓦塀ー

は Ｗｍｐｾ の低 倒 威刑務所 ｉ ～ ｬ を流れ 、 更に市 ￬ｦｗｊ の煉 Ｑ｛ 塀をも判 ｬ 倒し てそり下 流 の倦 ｽｉ ｉｉ 了同に

多数の倒E実家泌を 11'， lノ?こ。

以上の!m<犬王、 子i Ｉ Ｑ Ｚ 雨 川氾 般の中山県新湊 Ｉ ＱＱ の 水 ｦ ｩｦ はさして士 ｾ ｴ 大せす る沿 ｪ 戸 の 被 持は僅少

であっ↑ こ。

( リ) 妙 法:り l卜-m;

妙法子 Ｇ ｩ Ｚ 川 は 、 ｬ て ｖｬ Ｑ Ｇ Ｑ ￌￏＩＩ昌子 Ｇ ｩ ＺｾｦＮ ｊ 近 の ｧｬｬｬｮ ｬ， ｬ｜ に於て主主正浩 アー チ橋 ｴｦｾ のド Ｑ Ｔ Ｉ ＨＱＺ石 杭全 ｶ｣ｭ し 、 その

下流 に於ても 削j 止の!泣 を雌々j副泌せしめ lよって 山陽電餓，1りLiil 附近まで阿j手の家居合相 北 似
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壊流失し1: 。板宿附近の下流に於ては雨岸に蹟〈氾濫し附近一帯に土砂 4尺程をJ : H' 積せし

め1: 。

( ヌ) 共の 他 河川の Ｇ ｉ ｾｬｩ ｜ｬ地帯

今回の水害に於ては平常的んど河川! と名のつ〈ものなき谷も叉多量の水金排11'，し共の下

流 の市街 地 に劃して河 川 に於げると同様の損害を興へ仁、ｾｊ［の主な Ｑ 問所はダくの如〈である

( 1) 摩 耶 山 下

摩耶ケ ープルの西側の谷より流出せる水は多量の樹木及土砂と共 lこケ ーブノレ下パス道の

急; ス ロ{ フ・を下り 、常にパス道は鋪装路面のみを捜して j先日 <Vil1 りとられに。以下道路沿

ひに急: 流をなし途 中雨側 の家屋 lこ相官の被害を興へ赤坂通以南に於ては道路が西に屈 !HI

せるにめ水は真直に南下して多数の流失倒壊家屋色と等の流失物と共 lこ共の下の浅川賀

科高女の木造校舎の正簡を襲って之を完全に破壊し死者数名{ f H' ，しに。流木は大韓此の

濃 りで 11: まり土砂も亦同肖k 南ff!l J校合附近で大関目[LJ I : され 1: 。以下水は1¥反色: 線路を越え

省綿灘貨物騨附近で西郷川の水に合流しに。

( 2) 北 II引IT附近

天神谷より流 ｉ ｉ ｾ し＿こ ｊｋ は樹木と共に直下の ｉｬｩｬｬ Ｇ 戸ｾ北町ｉｬ ｬｦ 3 丁円を製ひ性宅多肢を倒壊流

出せしめ? こる後更に道路沿ひに力JI 納Il lf 三角張場附近に流れ七、叉此の7K は北野町附近に

於て東西の道路に氾濫して可成り 1mぃ範闘に土砂をよw杭せしめ? こ。

一方錨山下の谷からは必の生木を多量流出しむ下の トー アホテル内会通って I"J 前に之を

月 ｫ 積せしめ Ｗ ｋ は奔流となってト ーア 筋を流れ雨側の降 ｪＩ ぷに和世 の損害を ｾｹｩｾ へ＿こ 口

( 3) 須磨寺附近

須磨寺遊園地池の北側の谷より樹木及土砂を流出し池畔の茶山営破壊型渡し仁、又3Jt肥

寺西方の谷より/ 1¥1こ水は同子iごの末寺を担波せしめ? こ。

( 4) ーノ谷附近

ーノ: 谷附近に於ては背後の山より土砂を流11' ，し山陽電餓及行線線路を担淡せしめ? こ。

( 2) 六 甲 山 上

六甲 山は今回の水害の水源地であり、表ドライヴウェイを始め各登山道路は山刷れ等の

矯殆ど全滅主なれケー ブルも亦 i打首の被害金受げにが山上は比較的損害が少かつ に口ロ

ー プウェ イ山 ｊ Ｍｾ 牒Ｈ餓筋コンク リート Ｉは脚部 ｩ 政出せるも無事 、附近に於て 庭崩れの篤飲

食! 古等教戸紋壊し? こ、山上ドライヴウェイは数ケ所に決出個所を出し? こ。

( 3 ) 有 馬 町

有馬町では有馬川、六 FP川共に土砂樹木等を流11
'
，し有馬川は兵衛族館前| 暗渠に土砂流入

堰止められ? こる矯増水して JI昔渠上の道路を流れH昔渠上流雨伴の温泉族館( 兵衛、御所ノ坊

池ノ坊) Iこ浸水土砂を抑制せしめ Tこ。川は民に H昔渠川 11 より六' 1
J
J  11 と合流しilill '有電車僻1; 付

近より 左岸に氾濫流出新温泉附近 iこ於で敢戸を流失し行出jii 有馬騨附近に於てもさ; ; 酸VM.込合
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庫( 餓筋コンク リート 逃〉農工銀行( 木造〉等倒壊せしめ? こ。六甲川 は杖楽橋に於て橋岸

{ t > 破壊し共の他護岸佐和賞流失 し? こが建築物に封する被害は軽少であ っ? こ。其の他山地で

は各所iこ山崩れを生じ別荘等の倒昼寝 しTこるものがあっ fこ。

( 4)  交通機関の被害獄況

( イ〉ヂl' Ｊｊｾ＠

芦屋騨 附近は仙道が 芦屋 川 下を ｾｩｬｬｬ る鵠附近地盤より低〈矯に浸水し土砂型淡 、 位吉騨附

近も同様埋設し? こ。揖津本山住吉I i ll は位吉川氾濫による水流に洗はれて線路流失、大 石川

餓橋はが' f J ぷが上? こTこめ水に洗はれ且流木多数林立、灘貨物騨構内附近は西郷川氾濫の矯土

砂埋波、灘兵庫間は運持を織絞 し?こが須磨騨より先ー ノ谷附近は土砂製法、垂水 の鍛橋は

墜落し不通となっTこ。

〈ロ〉阪 i(i II J 電 車

尼崎市左I"j 殿川の橋梁は沈下しに青 木附近の軌道は住吉川決潰の71<1こ洗はれ、大石川 の

鍛僑も F河州if引I日j床4衣ミ上り? 仁こる T仁こめ一時y水k に洗はれf仁こるも大なる被害な 〈し、 西灘瞬以束は最も復色岱: 迅

述であつ? 仁こ。しかし岩屋 j瓜出乙(:1川町11町町Ij汀r川の土地也下線は全部浸y水k し運持不f能i泡Eとなりh、 げ日 日の22 日漸〈

工阜E糾で三 ノ官まで|附) 片泊rJi泊E し寸七こo 浸入口は主主. として三ノ官省省、1紘泉暁I前i泊t地下道入口及十合f筒勾路上地

下道入口であるがその他元IIli 瞬を各牒及換気孔より多少浸水し? こ口各地貼 lこ於げる浸水量

及泥土土11，. 杭量を示せば弐の如し。

浸 水 量 混土堆税法

町1 町、

ヰL 口
5. 45 0. 30 

I ‘  
9.  62 0. 42 

i泣 10. 70 1.50  

ヰL ロ
1. 20 1. 00 

J .  3. 32 0. 20  

i立 4. 40 O. 20 

ヰL 口

1.  3.77 0. 10 

i江 4. 85 0.20  

新 生 阿 川 換 気 Il 悦 逝: 3. 85 0.30  

脇 之 務 換 M . . r : . I 悦泣
5.  90 0. 50 

( ハ) 1坂 念 電 車

岡本夙川I i nの軌道は低地の fこめ ー1:砂事日夜、tf: 古川t;x橋は流失 し附近の軌道一帯は流/P1せ

るE イ1の下敷となっTこ。たィ1川附近に於ては餓橋の雨
j予の仙沼敷地を流失し Tこ、凶 灘三官

l川in川¥1は「
ρ
尚白ωi 栄なる 1舟完被手符千なき も格t叫端品品i

三.下::，，

(いニ〉 山 陥 電 車

ノ谷、境 川、 二ノ谷 、 三 ノ谷附近仙迅は土砂Ｍｬｬｩｬ波せるも大なる ｭ Ｇ，ｴｾなし、去 ー鹿 ￯ ｬｩ 川 の

餓憾 の
l
いうた橋脚時IUIす。
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( ホ ) 員111
有 電 車

上 底値箕谷間附近に於ては 山崩れ河川決mの矯土砂流入 し軌道l}jJr抑流され共の他 に も相

常の大被害あ り、 金総不通となっ?こ。

( へ】前1
1

戸 市 電

:4kも 被害大なりしは生且l川 の主流となっTこ布引ijjU迫11¥1にして土砂担波佳 し 〈復岱森必な

らす、 楽11I i三越前又宇治川筋の流木Jj X除き iこ数日を要し Tこo j L他土砂担! 波による 被害は各

所 lこE つに。

(ト 〉 阪 ijil ll 凶 道

大 石JII 、住 吉川、 芦屋川等の橋梁はすべて何床上り? こ る? こめ 水は橋上を流れ、 住 吉附近

をはじ め各 所に 土 砂 を 流出、 位吉 川附近に は ｅ 石 流Ｏｬ ｊ し 凶道 上 ｬ こ土 ｉ ｾ 硝しに。需に 一 時は自

動車連絡も 絶 Tこれ|庇ilil ll 闘道電車の開通亦長期聞を要す と思はる。

( チ) J臨 道

有馬街道Ci ! i 111戸市平野町より有馬町に至る〉は決前数ヶ所、哲阪市rl 明 道、話rll 戸盟問、三

間貸塚、有馬伊丹の諸紘も JJH媛、担! 浪、橋梁流11 ' ，等の? こめ不通となり、有馬三田11¥1)隣近は

道場附近に於てがf J ll決潰し似i:f. l し? こ。淡路品、岩屋、佐出J - II¥Iも相首の被告があっ? こ。

( リ) ドライプウェイ

再度山及六 fjJ 表ドライブウェイは泌尿flblrfr ｾ 多〈完全に不也 、 六 ｬ 刊 山 ｊ 二は数ケ 所 ￬ｊと 品 ｾｫ せる

外損害は比較的軽微である。

〈ヌ) 六 '1
1
ケープJ レ

山 上瞬は被害なし 、 ｲ ｬ ｾ 川 牒はｻ政様 、山 下土橋騨は ｬ ￭ＺＨｊ ＡＱ Ｑ 鍛筋コンク リート 造事 川 ｩ は無 被 害

なれども木造なりし瞬本屋は約 3 分の 2 倒壊流夫、軌道は相官; の被害を受り Tこ。

。レ〉 六 Fll ロープウェイ

山上野山 F野 J与に餓筋コンク リー ト迭にして基礎計器に達して居? こる詩地盤流失により

軸 ｴｦｬｬ こ多少出似を受り＿こる程度にて比較的回答舵微であっ ｔ こ 。 ロープウェイの餓姶Ｚは Ｑｮｾ 被

害にして還特可能であっ fこ。

( ヲ〉 摩耶 ケープ) レ

軌道は主 ｉｉ 波 ｦ ｦ ｗ ｬ 庁、 敷 地流 失 ｦｉｉ ， ｬｭ 等あ り、 ｾｬ ｬ 首の 被 害を受げ ｔ こ。起黙酵の建 物 は木造であ

っ ＿ こが ケー フールの 位 世が谷底より多少ｽＺｪ，ｮこ ｪｩ ｡ よってゐ ＿ こｾ土砂は主と し て西方のパス道方

l函に流出 しに ?こめ破壊を菟がれ? こ口

( 5 )  上水道の被害獄据

i[i rl l戸市の水道貯水は千メIJ、不Ij 引、日原の三 ケ所にある、この内烏原、不rj引の 2 貯水池は

夫々天王川及不ij i} I} 11をilirl
l
戸裏山に於て堰 l卜. め? こるもので夫々直下にI手水池を有する地元水

源である、供給量の 6制 5分を . - 1 干める千刈貯水池は速い武I，]i} 11上流省紘踊失11山線道場牒

北 l 里 の 地 駄 に あ れ 之 を 3311.]- 及36吋の 2本の送水管を以て| 仮i[i rl rJ l¥1を経rll して給水 してゐ
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? このである、布引、烏原雨貯水池は共に四周より多量の土砂を流入し? こる需用嘗貯水量を

減じ fこる岐棋であるがその程度は未ピ判明しない雨者共送水管に i次障を生じ? こ。千刈 より

の送水管は所間水道筋の下を通って既設ざれ性古川横断WilJWに於ては河底より略 6 ) えの深

さlこ埋められてゐ? こが、住吉川増水と同時に洗ひ出され更に E 石の流/ - 1 ' ，によって般壊され

に。向灘区の l 部 lこは有11助水源として 2 ケ所に坊i抜: J Iニ戸が設げられてゐ? こが今回も全〈被

害がなかっ? こ。一般送水管も水流著しかっ? こ;場所 lこ於ては各所に於ては各所に露出破壊さ

れ1: 。

( 6 )  各種被害統計表

第 1:表 豪雨に因る建築物被害調1f . 表〈市街地建築物法適用品五域内〉

| 建 物 | 門 戸 約 塀

名 ＱＭＭ ，｟＼ＺＮＮＮ， ｬｾｉＭＭＭＭＭ［ＭＭ ＭＮＭＭ ＭＭ［ 州
1"，-， ，，，，- 1，， " " ， I w.  .. ，，， 1一 部 | 床 上 | 床 F l >ot< &. 12">. .  ＢＢ， ｉｾｾ ，＠ 1，"， 1  明

|流 失 l全 壊 |牛 渡 |破 鹿| 没 * 1浸 水 |流 失 |全 媛 | 半 製 |破 量

署1

1 H  

7 言↑ 巳豆l
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第 2表 各 署別死 傷 者、行衛不明調( 兵庫県菜警察官IH貸交課 7 月25日〉

- ミ之JLi 検問 f- l- 1… |質問卜衛不明

6  I  8  卜てι| 二l  m H  

三 : l  : |  : ! 二l i l J 二三

原 1 I 1  1 1 - 1一二=-1 一 | 一

千 百 4 1__ 4  1_ L l -壬| 一計 二

日路 二 ニ プ 11 J  鰐 1 2  1  2  1  一 一 | 二 一

一一 iJJt l 一 1 2  1一二二」一二二| 一 仁三三
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第 3 表 建築物被害悦i協調布一友〈兵庫県芸警察部消防交mi i課 7 月22 日〉

損 害 見 積 額 91. 827. 405凶

内 記

官 署
369. 460閃 公 署ー う.534閲

社
寺 、 486. 154閲 里島 校

346. 158問

病 院
36. 426附 IJ: 

ｾＮ￧＠ 8  !. 524. 801 tru 

工 主毎
6. 262. 287悶 興 業lBL 遊 戯j海 51.474閲

;lt ノ 他 附 j盟主ぷ 2. 064. 340閲 門 戸 脳 塀 681. 770回

-第 4 表 福'1
1戸市営造物被害調佼

被

建 物 名 務

垣 |
塀

| 建
物 | 糊 帥 | 金 額 ( 榔 〉

敷

i  
lzg諮 問 金 泌

I

40
∞

o  

灘 tH 5，長 所
| 流 失 | 涜 失

I I  

12  

清 掃 古11

|  
灘 IH ｾＮ長所 | 流 失 | 滅 失

I I  

I  

|表砂高六 周 |
ト500

大石川公共使川 |捌 問 明|

. 400 

清 掃 部

|  三宮1 +'， 張 所
! 大破土砂 腕|

2.500 

lE態依Tl
.350 

京橋ｾｴＡｳ !i 長所 | 二陪
l砂援 |長六同 捜 lp騎手陣品川 l乙.800

三 宮 公 設 市 場

l
片JiIl波

側 砂

l
. 500 

x  6 6  



字削 公設市場| ｉｾ 悲喜伊ｼ 5. 100  

沖仲 仕 休 敵 所 |
|地千 四 |

.700  

動 物
図 | 山 媛 | 123Z271 

9.000 

山 役 会 堂 |
| 山 水 !

.500  

|浸大水破、事務室|
[. 200 

間 宅? |  土問 |  .  150 

公 園 事 務 所 | 酬 大破 | 事 務室大破|
.300 

淡 阪 役 所 |  二間脳 |  五[GliiiE:9e I  ｼ使ｽｩｊ ｲ Ｊ ｾ I  .950 

菊水 橋 rH !}長 s i"

ｼ鰍 Ｔ Ｐ 閲 制 ｉ ｾ 務 所浸 水 大 ｬ .700  

セ同 メン ト試験所 1 .500 

t児童相川
! 脚約 卜間 |

.350 

市 民 漣 動 場|テ リ コ ート |南国土 佐 ケ |

四土砂、埋E支 所 媛
1. 100 

重 山 立 住 宅 | |  土 仰，J I  |意 識弘 一|
3.500 

|床 七四γl
* 土砂製

.900 

須事磨浦務 公 所図 1
|聖職 亭 |

子550

|  土 砂 抑 | 炊事務側|
.800  

救 百獲

I  *  rx 'f  I  2. 300 

百十

第 5 表 著書佼 災害一覧表 (13ユ

積 別 |縫|死亡|流失校|缶IJ潰校|鍛 |脱枚|浸峨|蹴校同修校|五一1似 投

幼 稚 園 1 21- 1  11- 1- 1- 1- 1- 1  11- 1  

小 皐 校 1 70
1  41- 1  1  1  1  1  81  31- 1  

30
1  

27
1  

2等感で 1 37  1  10 1  3  j  1  1  2  1  10 1  2  1  1  1  !3 1  5  1  

1  109  1  14 1  4  1  2  1  3  1  18 1  5  1  1  1  44  1  
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災 害 の 賓 況 ( 1) 芦 屋 川 一 帯

f 晴

l 、芦 屋川 上 流西 岸、邸宅庭園地盤沈失せるもの
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うノ1，阪:歓紙、遺の北飢，IJ ，芦 屋川東洋決自主個所、 l  

は聖堂岸よ りま喜望

6， 5 の個所に於げる餓筋 コンクリート 治水量計

七= 室の縛缶IJ

. ，動

2、 l の隣接地にして門のみを洩して邸宅の流失

せるもの

迭

し

土

り

凝

か

抽
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涜

内

水
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る
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側
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側

て
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問

川

に

不

良

臓

め

県

芦

土

十

h

f

d

斗

，

5 ノ 人 間 は 決 潰 個 所 よ り 涜IH方向f ! : ' 見る( 右の絞

林は堤防〉

7、阪念芦屋畷北側庖鋪住宅、 l 階埋波し 2 階よ

り出入せる L の



(2) 石 屋 川 一 帯

Ｘ 、石 屋川上流水車小屋の破局量流 ｈｾＱ 九 十 善 寺 附 近 2 階建パラックの被害 、統木の衝

炎による

10. 石屋川西洋服公会北端決慣個所、公舎 2棟流 11. 石屋川西岸際公舎の 1:部ffl J媛 C* の角地盤派

失す * す〉

12. 高潮阪念軌道上住宅敷地鎌笠の流失 13/ 1、商務に於げる餓筋 コンク リート 3ft 線壁崩

線 、1. の左に見ゆるのが線接

>'_;'〆ふlIIrJ盤 |

除 ば守町役:-i l  

山:J4- g x?; |
/ '  1  1<'!i' 労 長 今 町 E

- 九 巧下J J 4 9 hl  

L長ヂ笠，.終;ゃ Iラ

ド九烹? 汚物ーイヴごぷ 1  

13 ノ 2 、同共の詳細餓筋は 9 のものを使用せる領 13 ノ 3 、岡英の倒壊による昼下の建築物の破凝

めて貧弱なるもの .



14、道路の縫翌傾 き崖 lごの 住宅 にのしか、りし状 15.  ｾ民筋混凝土ｩｬｬＺ縫按鱒佳 Ｑ ｉ し道路を附つるドの ｩ 主

t兄 宅 に衝 突す

(3) 六甲JII ・柏谷川

前賀)11 ( 大石)11)

16、 15t J m略上の住宅 17ノ l 、水害前 の六 甲登 り口線( 餓JOi 混凝土治2 f ' -

家建〉

17 ノ 3 、同ロ ープ ウェイ殺 り口躍 の地主主流失の j事 18. 六甲完1 : 111道路の減製定 住吉正木に依り破泌する

岩主主に濯する 基 礎露 /Hし2 階 建の如 〈な る

(4) 摩 耶ケーブ) 1 ，下

ＱＹ 、 篠原北 町附 近の擁 堅 、 土砂 む ＱＱ 失し ｾ 薗 をｾ ｾＯｉ Ａｉ Ｒ Ｐ 、 雄ｾｬＡ ｉｾ ケ ー プノ レ上 、 紙筋 コ ン クリー ト ｅｩｊｩ ホ テ ル

す 自iI の俊樹 れ



22 ノ 2 、同商U111校 I? の北 rWIより土砂沈入し悠ガラ

3えを? 破 りて外官li に流出 す( 7 J l 6n :指 す〉

Ｒｾ Ｎ Ｎ 布引町 ｬ 丁 目 附近ぜ輩、通りの埋波状況物干

益事とな れる は'.lt車架空線なり

22 ノ 3. 同]:f，( lIl1I校 舎 の 破 康 状 況 l 階廊ドlIl1I純金古li

折取ら れ然に 2 階床及外墜落 F す

(5) 苧川谷・布引町・加納町

25、加 納 町 3γ 回交叉 鮎附i丘布官E抑百1t され 脱 線

す



26 ノ 1 . 三 宮 阪 急ー神戸軍事前の濁流( 7 Ｉｾ う日 撒彰〉

¥二盈 返事m nJ よ
ｾ ，ＮＮＮ・

27、三の宮省線居事前地下銭入口より地下餓内に

奔流する濁水( 7 月 5日潟す〉

29、同

31，北野町 3 ア胃の埋波状内c 7 月 7 日潟す〉

Ｔ 伽 噛岬亡 時 Ｎ ｟，，ｾ

26 ノ 21、7;:J 7日撤彰

28. 北野町 3了目附近の被害背後の山より 樹 木

土砂流出し家 屋敷戸倒壊す

30. 北野町β 丁 目縫援の倒媛基礎を洗ひ? こる然

32、111手 3了目電車主主災筈勃霊堂i直前の豪雨( 7月

5日午前 10i涛頃〕



(6) 再度谷・宇治川一帯

33 A ノ 人 上 流 よ り 潟 す
33 B. 武 徳島堂西登 山口 再 度 谷 橋 梁 の 堰止 め られ

し7/cは護岸営破って流る

一
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市

街
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に

営
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氾

る

の
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川

流

治

水

字

に

り

現

の

よ

て

L

山
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し

倉

に

り

大

渠

居

Z

暗

し

ト

は

集

戸
、
J

今
、

J

35 ノ 2 . 同 上



36 ノ 3 ，統木の山この話11木 は約 200 戸分と推定

さる

38，三越自il に於げる派木及土砂

37，三 也前より字治川筋を見る

Ｈ Ｗ Ｉｾ 天王谷 Ｈ 荒田町 Ｕ 丁目 Ｉ

39，天王谷暗渠入 μ 附近 、:地階餓筋コ Y クリ ー

ト泡な りし銭滅失を? 免れれるもの

'; 0、 卜三保証 ｔ ，花同国丁 ｟ ＮＱ ＱｩｩＧ甥波地 ｉ ｜ｾ ｻ･菊水平｜Ａｩｴ警装集ｾＮ屋上より見る 、 左手 ・ の樹松 Ｑ ＺｴＮ天王川
堤 防 決1交問所でめる

〉空遺 ， 

41， .9ft岡田r 3 -]" 同型波地医 7 H  6 日泌す . 屋桜

はすべて 2 階の屋械にして水 の蹴る、有1¥分

の 1; には多数家屋埋波す

ｾ ， Ｒ ，＠ J l t 岡町 3 丁目家屋思決I也械の主益事



43、旋回 l町 3 了闘に於げる liJl i宣家屋重量制

ＴＮＵ 、 大同町市中戸 ｪ Ａ リ務所 ｆ 削 Ｑ ＱＱ 、 煉 Ｑ＾， 俳 Ｑ 主 ｉ ｊ ｾ

47，上京旧海町山手擁墜及遁E杏の決潰

49，愛 宕山下片岡別邸の( i1j 媛、背後の山崩れに

よるも の

総

Ｔｾ Ｎ 、 旋回町 Ｓ 了闘 に於げる家 屋 ｩｦ ｟ｪＺＡ ，波 状￬ＮｒＮ

(8) 須 磨 附 近

4.6、 t 幕開話事灯川凶邸の l二指j 5m ，縦笠の上部各所

に亀裂を生十

50，有馬町兵衛波館前哨渠入口左手は兵衛にし

て l 階土砂埋浸す



51，有馬川崎渠 tl'J日

53，有馬新温泉入口の流木

55，新温泉の被害状況

57，六甲 川杖捻橋 ( コY ク リー ト逃〉左岸 {e決

t貫流 出す

52、 ; ( 4"資バ λ 終車占附近

54、市'l' fi 泡銭高車両ir 道路決自主

56，有馬務部I繊筋コンク リート 治倉庫の脳級

d 崎弘、叩

Ｕ Ｘ 、 有馬 畷ｊｬ￭ ｊ ｾ 工銀行の 核害



5、 一 般 釘 策

先つ Ｒ 今回の ＷｫｾｉￎＮ｜ と建築に就て考ふれば山紛れ ｊｩｈｩｩ れの＿こめに芭 ｦ 妥以壊され Ｑ こるもの 、水

流に I也苦手を j先ひ去られて倒壊せるもの、れ{ j 、流 イミ叉{ まートー流の{ 政i築家屋の木材等により押

しイ卜され＿こるもの勾 Ｚ柿々の原閃がＵｬｓへられるが何れも木込・建築物のみと云ふも 過 ｾ ｾＭでな〈

軍最Ｚの建築物 即 ち段級 ｪ 造 、 石造 、 ｭｾ 瓦迭のものに五つては全〈安全でめり 、 単なる椛 ｾｍ で

あっても韮世材料で/1¥米てゐるものはJ l_: の敷地を完全に守り得f二 世 例 は 枚 穆 じ 迫 な し 此

開の7 kiji "N，¥にありても所;WJlnH:J( ，h¥h主の建築物のみの者I¥il i ならば生命財産の安全ピげは昨保川

公るのである 、都ili の中値部分は勿論統{ U 也[ 足の建築は何れの災害にも抗し得る IMl Ｊｾ［ｉｍｩｬ＠

とせねばならぬ事を何 Ｑｽ ｾＧＱ に物語ってゐると ｽ［ｙ， ｬ 、。

チ〈に建物の地下引のPIJ 国であるが、朝間i 建築には次第に多〈なりつつある此の地下告が

水 ij Jff，¥に釘して没7)'( の日: j j 怖が全〈考へられてmない事が感ぜられに、建築; 引I J出九I川 :，- n時寺柏lじこ此のFν防jんJ瓜制備tをを?  

忘れない事事: カが: 望ましし、¥、i耐耐利榊I1川沖11中|ドl肝戸に於ては昨昭i平泊|円巾J 年の片正ρ“刈:J冶:j山iムl湘 ‘

は ｪ共毛のｻ後麦此の ｴ花 ｴ ｾ立立がｼ削刊Ｇ， ｬ官引杭 ｊ［ｕ市 ［Ｗｉ［＿［ 行 ￬ ，｟ｩ Ｍ ｩいしい、て居居 ａ るのでゐる力が［、 今回の河川 による7 kijlff，¥に就て考ふれば

出演fごりの問題ではない、殊に交通・磯闘に於て地下道、地下仙辺の各Nl 入口は将来此の阿:

の浸水 防備を忘れではならぬ事を柿感する 、叉洪水に際して は平屋よりは 2 附家が生命の

安杢を ｦ ｾｾ ち得ることの ｮ 例も多〈見られる。

建築法悦にある道路と ffi 築敷地とのi%f.氏側係に就ては道路が数日j i i T)11と化し? こ今回のJど

例に徴して今後は一風徹底しに取締を励行すべき事を教へられる。

今回の悲 惨事に鑑みて部分的に ｪ ， ｾ 建築 地帯指定 の要を強制する 向 もあるが 、 単にｾ ｾ の ｬ 政

底流失並に之 lこ1'I' l 、人高 の死傷』ま前 述の如く fful ;}(H¥迭によりてfりがとし得るのであるから非

ｾ築地帯設定の川泊まで術大せや ｪ 七 、 共の恐れある区域の決定と脳底流失せさＧる建築中 ｉｉｾ 也

の要求をなし得るのj全を現行市街地建築物法の内に挿入する事が望ましい、即ち行令zn八

僚を改正して敷地に釘する命令権の外に州 iijt に針する要求を附加する様に改め? こし、。

砂防営林等に ｉｾｍ しては今問の Ｗ ｫ ｾｬｩ ， ｜ �［ 全〈特段なる降ＱＺＱ Ｑ の結果である事は Ｑ Ａｬｬｩ論であるが 、

共の結果山を崩し、 二本を f卜して一時に流 11'，しに水と土石樹木等によるのであるからみ;絡 的

に此の砂防密林を完備せしむる は念務中の急: 務である 。昭和 10年の苧川渓谷の惨事にノ1' I00'J

の布 引 新生問) ＱＱ ＱＱ 骨混入口の閉去にも北吉 川ｼ 以 ＺｾＺＪＩｪｾ 蝕橋に於りる Ｗ Ｉ ＧＨ 取にもや ｪ れも長 ｫＮ なる生

の流木を ｾｕｾ ＭＭ ｾ こ此の ｉＺＡＯｪ 抱の原因をなして照るのであり 、 渓谷治ひの水に近 ｾＱ 立世にある ＱＵ

- ; . t ミの伐採が必要である 、叉、乏!: 峻なる 山jJ 主にして船底 し易き場所に於ける赴当事f吉本の樹齢

2，30年以上のも のは今後雑木共他 流11 ' ，しでも他に被害を及ぼし得ない防相のも のに柏特へ

る必要があると思ふ。 倍林の目的として治山治水の外 に 純 樹 の 将 *0: ，似1立を三} 5 ふる事はi::;

然ではあるが芭下に大都市 を控へてゐる 山に於ては後者を考 l留に入るる i徐1谷は無し、と思ょ、

腕林治 ＷＩＧＨ 等の ， ｉｾ 題に Ａ 捌 ｊｧ 唱して直ちに考へらるる事は山地問張問題である、 Ｑ Ｑￌ ＱＱＱ 戸ヂ､ Ｚ ｬＭＺ の所司Ａ

? 読者ーの間に は都市IJ長脹のjfy-(一決策 として 山を開設して市街地の 1部と しなげればならぬ様な
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ｾ ｀ＢＺ 児 ＼ｴＧ Ｋｾ Ｇって 明る向もあるが今ＱＱＢ Ｑ の ↑ 参 事ーを見ては欣 て ｊ ｴ￭ｦｬ こ Ｑ 多すｽｾｾ曜も あるまいが 、今後

は山の.f，- IJ Ｉｊ ｊ には創 ＱＱ 心 Ｎ η 派 ｊ Ｚ Ｚｪ ｊ ず ｜ＺＱ Ｂｉｊ ヵＺ ー ・ ｪ 酎 ｙｾｊ Ｑ ｦ せられなければならぬ 。 ｩ 米 交林指先とか 、 ｉ ｾ ｈ ｾ ｉ ｾ＠

:1;1]1民、風 致地隈取締!!fFにf・j て共 の取締強化 の要を認める 、特に政関士'1' .を?要する さ里佼敷地 の

土11成等は充分吟味する W{ 侃l があら う。

河 川 清渠の整 ｊｉ｜ＡＮｬ こ就ては ｊ もの断而の決定に今回の ｉｬ ￮ ｩ ｩ ｴ や搬 ｾ ｉ ｜Ｚｉ Ji少の赴等も充分吟味すべ

きものであらう 、 砂防、渓流工事等ー庖 充 分の計棋を 必要と するが:!L"!Fの工事 lまれ(i 林の問

題と Ｉｕ こ ｦＧｲ 々 短期 ＱＱ｜Ｑ の ｱｾ に完結し得る事は監まれする 、 列 、 に ノ ト同 の 流ＯＱ ｜ 土砂の締荒 凡 そ ＲＰＰＰ

ＰＰＰ プ Ｇ ｴＩＺＧ ドといよ、大 ＷＲ Ｚ をＺＺｩＵふる 時 は 此 の防 備 完成の既に於てきへ ＱＱＱ Ｇ ， Ｚ［Ｚ ［ Ｍ ＩＧＺ［ Ｚの土砂の流 Ｑ Ｑ Ｇ， は ｦｾＧ ｦ 古

せねばならぬ、従って何川溝渠の断国[は安全を期 して計諜: を進むべきものと考へられる 、

同時に|情渠も橋梁も 流 H' ，物に: t-: t し純子I的 に安全を j切し得ないならば何れもJ 1t の際ekiil せね

ばならないのであり 、 橋宗の伏置を上げて橋を浩る必要もあるであらうし 、 Ｓ く場 ｲｾ ￮ ー によっ

ては ｦ 尚早に ｉｾ ｊｴ 壊 流失 をな し得る水橋 を 架 りる方が 良い ｪ 起があるかも会 ＱＱ れない 、 兎に ｦｲ｝ 、 子 令

部 に ー ｉ ｻ って何巧し也ち｛こ Ｑ ＧＱＺ現在ｾ 1V1し1こいも のである。

ｊｋｩｬｩ に附する 今問 の 被 布Ｚでは ｾＷ ｫＺｲ Ｚ の Ｖ ';ヰIJ Ｕ 分を ， Ｇ Ｑ めるで刈 ｬｋ 幼 ［ｕ 也よりの送 Ｗｋ ｦｾ ｩ［ が ｦ 1古

川を通過・して居る部分に於て縦波され に芽j:j) ［ｾ ｊｾ のｍＺ大 Ｚ なるものである 、 叉 Ｈ ｉｩ 引 の Ｗｋ ｩｬ ｦ，｛ 地に

於ても被符があり 、共 のj芸水管が成々 {政出伝来し? こ、数 年前に もj析かる被符を繰返してゐ

る事例に釘［み送 水 制管の洗 Ａ刊され、 叉ｻ波寝され易い ￭ＺｩＮ Ｇ ｩ ｊＡ貯 を ｬ 吟味して ｊ 七 の防備策ｾ新に施さ

なければならぬ 、 ｦＡＮｾ ら ｆ れば将 ＿Ａ＼ＮＺ Ｑｉ ｬｘ令 Ｑ ［ 反市 ＧＱ Ｇ 卜 ｾＷｋ ｩ 五完 成の肢を 作つでも洲市 ｔ ｬｩ の断 水 は繰ｪｊｩ

へ きる る事と懸念される。

［ｗ ｬ ｩ 也 の 決ｩｩＧｬ ＭＭ ＩｻＺ ー も ｾｦ 年 三 月四 繰返へきれ恐怖の脆となってゐるものであるが 、お ｾＱ Ｑ 千Ｚｲ ｊ 也

となっ? こ部分に於 ては7f' : : ，不要の ものもあり 、此の機併に何れも倣 lif する繋がある 、ゴ止に

反して決前の恐れ責任 ｌ 、完全に整備されに ｴｦ ｙｬ ｩｩｬｩ では ｊｗ 々より砂川として利 ｽ ｉｊ するｾｬＧ［も 二 ｽＵへら

れる、又人工的降水川大プ ール又は深い襲 来は市内嬰丹Ji 々々に;立備し て此の断水時に備へ

汲ねて然襲時のi波壊的沼;)ぷ に役立? こしむる必嬰ーがある 。

1兵隊19
'
:)に被'ft を裁つ? こ i:i:iNi' に於ては此 の際|長J 11:整 J1i ! をなすべき は句Ji 論叫に. 八.: 0) I  1こる 'j:

治 ｊｉ ｉ Ｍ Ｍ ｬ， ｗ の 従Ｍｳｦ＼ＮＺより不良地 ｉｾｾ と考へられて舟つに場所 の Ａｭ きはｪ｀ Ｇ ｉｾｾ［ なる ｉ ｊ 遣を物色 して務 ｍ ｩ

せしむる必 ＮＡｪｬｾがあ り、計しも共のｻ氏子 ｉｉＩｊ 也に泊常なるも のが 比Ｇ計 らなければ ｼ耐 火ＮｴＭ ｎｊ ［ ｩｊＮＡの大ア

パ { ト メン トの計需を樹て-:u: 間的に収得するも l 架であらう。

J !I ;J i U二砂 の 底 分一- ) .t' J 副作; ｾｾ［の担 ゴＧ ＧＺ てや低 ｊ 自 の 地上げ等 ｬ こ使川せしむる のが泊訟であり

部分的 の例外を| 徐〈外線、て ー肱取去らるべきものであるが、イ 1:(; 川の氾慌により; U ) ; 本 111

4・.J );n'rI に流/'1'，せる - 41? の砂J曲、約 150000上ドの l 岡地の如; : . ｾ＠ ｬ Ｚ の 他 雌々に ｾＱ ＱＧ ， ｗ 集倒的に ｊ Ａｉ ＧＮ七 日

せるものは取去ら十に必を新 地 検 ｩ 耐として取抜ふ方が寧ろ ｩ 直前の ｲｾ ｩ Ｇ もあるのである。

交通に於ては ｦｦ が問主要幹 ｾｾ ｪｾ の Ｑ Ｑ こる ＱＧￎ ｋｾ￭ｬ 及ひ ｾｉ［ 反 Ｑｉｉｉ ｉ ｩｊ Ｚｮ ￭･ ｦｦＮＮＧｩぶｼ以 Ｑ ＱＱＢ Ｇ ｪ 喧 Ｇ Ｑ Ｓ Ｚ :及ひ' 阪11111
1
:2: 行電 ι1.: 

の ｾｦｉ ｾは 此 の際 Ｎ Ｈ ，づれ が 地下 或は，Ｎ ［Ｚ ｪ 然に己土地して秘主 主 ｉ の安全を ｾｗｉ すべきものと潟へられる。
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ＯＺｦｉ Ｑ ＱＱ Ｍ ｪ 集 ｉ Ｍ ｉｾ の号本次第に大ならん主しつつある近代の 傾向 は 此 の ＱＺ Ａ￯Ｚ Ｇｬｩｬ ｬ ｬ 阿部 ￯ｉ￬・ ｾｾｦ して泣き将

司七に全〈 一つのえ郁子¥rJ 也に化せしめんとしつつ あるの -eあるが、都市はもL らにえなるを1 ' ) .

て誇りとする事の 州 来なし、事は賞 言 を要しない事であり 、 快油ーのお ｾｉ￯ 打でなげればならす，支

給到に安全の者Ili!j でもなりればならないのである。

お ｗ､ ｪ の象る靴々の災符の 内、 ｩ 誌も致命的なる火災に就いて見れば ｊｾｩｬ なる火災の外に地 ｌＱ ｊ

に附帯するもの主製に附随するもの等往々にして全i1i 何を烏有 lこ蹄せしむる幾多のJ't1YIJ が

ある 、 斯かる災害はＱＭＱ ｜ 来得る限り局限し＿こいものである、先には現在 ｾｪｪ :k. 地医の-;Jj1J r1t があ

るが、引刻 ｊ の時機は向蚊 Ｈｦ 年 ｾＱ ［， ｮ こねばならぬ ｪ 伏態である、行同の木造者Ａ訂 Ａｪ にして ｪ ょが 災

! 厄を免るる 主主にはブド匙喋地帯? を以て1 +
1
1来得る限り初怖を l民訴せしむるにある、殊に地形A1' J

に此のわrf 計主主の遂行に灯油なる榊戸市に於ては直ちに此の間の号"諜. を樹て都i !i 100 年の安

奈を矧するを得業とする、即ち帯以の此の都市を杭に問主 L てゴ|活; 築地帯制服せしむる

にある 、 Ｚｊｾ の Ｑ ｬＧ￯Ｎ世としては前地方 の各 河川 の ｬｩｦ ￫ 肢が自然に約 Ｒ キロ内外のｾ ［ ｦＱｊＱ ｝Ｚｮ 隔の有し

てゐる! r}il こa: 11 し此のM i> ｉｾｾ 心として必 現なる Ｄｉｉ ｜ｕ をづじのｎＧ ￮ｦＡ Ａｬ ｊ にぷめお ｉ ｬ￯ ｬ Ｍ ｪ の と た ｩ 域的災Ｉｾを

して Ｎ ｾＧＱＱｴ こ共 の件フ ｈ ツク 内に ＱＱＺ めしなるに あ る 。ノ トえの水禍 ｬ ［ＺｊＺ，従米の 河川の Ｇｉ ＭＧ ｈ を術大什

しむるの嬰あるは勿論 、共 の ＱＧ ＱＴｦ ＱＡｴ ｊ に利Ｇ ， Ｚｾ［ Ｇｉｊ ｈ の Ｉ Ｑ Ｒ 建築 地帯設世の 要めるを示唆 してゐる。

即 も河 川 を 中心 ｬ こ共 の ド ｈ［ｾ Ｊ はｽｪ ｩｩ 成し附近 の建築は洗ひ去ら れて何原と化してゐる、 ｪｌ をナ徒

らに1U併せんと努力するの方3十よ りも前述の非足喋地帯の設定 に此の際経 更 するは最も時

宜に通し? こる方策ならんと: . i 5 ふるのである。必要なるけ! 日は河川を計脅し、 共の雨iF!J Jに各

100 メ ー タ ー 1".1外の絵地帯を設け

( 1 ) 今次の如き 71 < 帆に際しては所前氾lft 敷として役} ' ，: 1: しめる 。

(2) った火災時に於ては完全なる防火J也，併となり 。

Ｈ Ｓ Ｉ 広襲等有司王の ｉｾ ｬ こは ー 商辿出 ｈ ｊｊ 川ーとなり、 ｦ 肩身、 ｈｩ 包陣地 Ｍ ｊｴ の 他 として平 ｉｊｊ 刊され、

( 4) 平時は公開総地として-Itj . LI ! : の保健に貢献す る、即ち運動場として又問要場、貸民間

ゴルフ 練 神 場空母: 相首利用のi主もあり多少の牧主主も汚へ得らるる底である 。

Hl r< して初めて神戸 i!j 100 年の大計は樹) '，: し子々孫々を? して弁利〔の災厄 より完全に免れし

め 、 ￯ｩ ｩｬ こ潟、北に山を院へ＿こるｊｱ｜想ＨＱＧ ｾＱＱＺ 官 ｪ 也として ｦ 年認識せ らるべき ＱＱＱ Ｈ［ Ｍ ‘の五京なりと巧

ふるのである。 ｃｋｾ ｾＩ＠

附記 水害調資湖及び六甲 1I1系旋回産地分布悶は本協舎に保存しであ弘ますから随意閲覧して 1' - :5 ｾ、 。
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工場地域に住宅五s 築の禁止を

提 唱 す る

イイター セ イ ジ ロ ク

l以生約わ| 長11-止の臆1I i . 向上といよ、事を盛に

唱 えて いる 。凶此も今更のごとく凶此- i J X

の鰭絡のわるいことにおどるいている。そ

れに到して色々の針策が諮ぜられているが

これに釘して私わ建築家の立場から こう叫

ひ:1こい。 I 何を措いても問民に休厄! と健康

な ｻＺ ｉ ＭＺ 宅を ｛ｪｩｾ え ＮＫｊ と。

岡氏の間格の低下が問題になっているの

わ主と して都市に於てであり、 又近年続 々

人口 の者I¥i li集 中のftf i向が庄であるから 、 こ

こに在、わ都TIi1-I:宅の問題を論じ 7こし、と思」、

ri U ¥・わ i汰み iこ* 京t:8i 簡をつなぐ工場地帯

の京街地方か大阪の凶部栴 ｲｬｾ に泊つ＿こ ＱＭ ｖ｟ 工

業地帯? を歩 いて見給え 。鼻の火わ煙突から

でる煤で良黒になり 、口 の仁 ｉ ｾ わ砂攻でジヤ

リジヤ リして、 そのート.モ ータ{ とハンマ ー

の干すで111'1
1
粧わm減らされ、 ? こつに一 日でグ

タグタになってしまう Tごらう。この地帯に

わ何十寓といよ、人II Hが夜となくをとな く暮

している のTご。この rドで健1Mになれとゅう

のわ少々無別な詑文でわないか。

工場とその) ，'; JI封に桁集しているイ 1-: 居民と

の ｉｉｈ にわ 、 ゃれ倍Ａ突からひど いＺｴｨｾｾ がとん

で似るとか 、 モ ーターの 背が ＱＱ 汽し〈て ｉｉ ｌｾ ら

れないとかで絶えす' 紛争力 Z繰返えきれてゐ

る。工場わ始め H もない崎原に工場の敷地

を定めて建物を建てる 。そ の工場が生産の

軌道に乗って少し仕事が忙しくなり 川 す頃

にわ工場の刑聞にわもう? こくさん の借家が

その工場の労働. x 日泊てに建てられている

x  8 0  

工場の近所にわその工業に開聯しに外の工

場も＿こくさんＡＱｾ ， 来て来る。はじめその工場

ピけの時にわ 、 あまり問題も起らないが、

いろいろの工場の労働者- が入交って く・ると

にんにん苦・I i 切; /1¥て 〈る 。工場の生産力; 琵

民して敷地の術張が必要になっに時 iこわも

う)，li J凶に イ1:宅がし、つ l心、建てつまウて乎も

足も /1¥す飴地が無〈なる。そしてイミ{更と不

k&tff も府iみす" .11:むなり主いと ころに立攻地

を求めて行〈のが現! I たである。これわ (: 1:宅

政策上 か ら も 工 場 経 世ト. からも大いに汚え

なければならぬ問題である。

支芳時 ｅ もきも ｕｾ 2  }，I，] 年ーをむかえ 、 世界情勢

も続々2: を背げる時、我々わ 安の' .' )' l J の続

々阿からんことを願うものである 。 飛行 機

尚早「砲などの整備が続々同められて行〈 一

方、都市営形造って居る建築物自身のiniJ ;爆

慰'1'1: も強 〈、 要求されるも のである。

現ず，"、 工場のj J，聞を? とりまいている特集

しに小1-1:宅わ全部が全部といってよい枕木

と紙で/-1' ，併に組物である。一度爆撃の洗'1慨

を交けにならば忽ち火の海となってしま う

ことわ散もが想像するところであろう。工

場自身わ耐火帥也でゐつでも川問が火の阪

となってわ類焼を免れないであろう 。よ し

工場が類焼から免れても工場従業. x - のすま

い会おびやかされてわ工場のｦＧ ￭ ｾｊｾ の ｬ トーまる

のわ? ; : 然のことである。

でわこれらの問題を解決する鍵わ何彪に

あるか ?

これらの工場に通う労働 lf の9 0 %までわ

沙 い て 通 うことのできる純凶に 11:んでいる

か法〈て佐 ｬｩｪｦｾＨＧｉｉ で ‘ 通勤できる範Ａな ｼ に Ｑ Ｑ Ｚ んで

いる。しかも郊外より単位而抗ゐ fこりわ刈

い家賃の借家に11-: んでゐる。

どんな似|人1がこうさせるのにろうか ?

ｕｾ ー わ交通貨の問題、Ａｻｾ 二 わ通勤時 ＱＱ Ｇ Ｑ｝ の

川題で ある。

往 復 12践の市首の電車賃でさえ彼等にと

ってわ大きい ｦｾｬ 拾である。



叉毎日 10時間以上働いてゐる彼等にとっ

て往復 l 時II r J 以トーの通勤時1mわこれ叉喰え

られな い苦痛である。

これに劃して私わ 先つ' 次の 2 つの事を提

f I呂する 。

! わこれら工場地域主郊外の{-I-: 宅地域と

のII rJに 凶器の高速度政むを通し、交通: 此公

安くすることとスピードをあげて通勤時11¥1

のちぢめること ｊｾＧｯ

2 わその一方法律によって工場地域に {t

宅の建 築 を禁止すること ｊｾＧ ｯ

これわ凶民の暗位を 向上す る況の{I:宅11r]

題を ｷ ｮＮ たする ｔ ごりでわなしに、同家 Ｚ ｗＧ￬［ｾ 時

ｬ こ際し ｬＡ 州防 ｅ 奪 三 ｾｾ￭ 公謎するに最も必要かっ

殻果の有る方法? ごと思うのである。

織 の 全 面 的 使 用 禁 l l - : より使

用 制 限 え ( ゴ ン ク リー トに

釘 す る 鍛 の f売を 制 限 せ よ 〉

寸立建築に於げる餓の全而 ＱＧＱＧＺＩ 佼川［ｊ ［ｉ ｊＯｬｩｾ、

木材の 輸入 ＱＱ［ｉ ｊ ｉ 供、米松の使 ｉｉ ｊ ｪｬｩｬ ｊ Ａｕｾ わ ｔ こにで

きえ濫伐の傾向にある日本の森林を続 う々

すくしつ〉ある口

これわ森林粧J法上叉自然の脅) O，に備 える

上からい つでも 、一刻もゆるがせに I-!- '，来な

い問題である 。

このわす' かな森林から伐 り11' ，され? こ材木

をもって火事i こ巡ってわひとにまりもなく

燃えてしまう、木造作. 宅が次々に建てられ

て行〈。者I¥Tl i防 空 の J-. からいつでも叉地

誌、火事、風水害に到する」ーからいつでも

従うべき問題である。我々建築家としてど

れほと 搾を大き くして叫んでも叫ぴ足り な

い問題である 。 これわわれわれ建築家が自

分自身の仕事のにめにゅうのでわない。真

に日本を 愛する大 きい立場に立って叫ばな

りればならない問題である口

一方耐火建築にもっとも重要な原料であ

るところのセメン トわ、 日本重要産業の 中

もっとも? こかい率の生産制限、63，%を今向

もちつす' げなげればならな い以態にある 。

この軍資存セメン トを製造する機惜の63，%

もあ そばせて置 くと 云 う事わ| 刻家的立場か

らいつでも勿惜な い話である。

近頃あるところでわ 、無紡コンクリート

の建築をび13Eしてゐるそ うでゐるが、 コン

ク リートわ現在の技術でわ餓筋を 入れなけ

れば その機能ぞ完全に殻即するものでわな

L 、。

比較的作山織を使う餓甘餓 j窃コンクリー

トえJ!; 築 わ、この織の深山入る戦時にあって

わヅ ｵ 、に ｦｬｩｬｊｾｬｾ しなげればならないものであ

る。しかし餓筋コンク リ{ ト建築 わそれに

くらべて鍛金使う立が非常に少なくて、 し

かも者1¥11) i ' 守るに最大の効果を現わすも の

である。

Tl ，のこの際提唱し? こい事わ 、 コンクリー

ト の臨献に到 して 餓の盆を或 る ｾｊｻ 度以十Ｚに

11¥ないよう制sx して建築させる事である。

これわ餓の節約にもなれ叉建築を耐火耐

民、耐爆撃に して惹いてわ都市を敵飛行機

から' ，' f るものである。

木 材 の 積 極 的 節 約

なるべ〈木材を使わない様にする。 子供材

を節約する? こめに特胞の断面を工夫する 、

ジベルを使う 、耐火剤を木材に施 す、等の

事わ I') 論非常に木材を節約するに有効な方

法である。しかしこれわ消極的な節約棋で

ある。でわ積極的な節約法わ何かとゅうと

木材の不要な部分として従来持てられて来

?こ叉単な る焚木とじて使われて来? こノj 、技叉

わ製材し? こ切れはしゃ脊;阪などの利J i j であ

る。これわ今既に或る所で特許を? とって賓

JIJ 化されているものである カヘーこれらのノj 、

さい木材を三角形や六角71予断商に切る 、 こ

れを籾j で櫨ぎあわせ角材とか板等を逃るの

である。

糊の工夫により構造材に用ひられ、叉耐

火性をも持つにものになる日も速〈わない

であろう 。 ( 13- 9- 8)
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- 時 報・

リ 地

序 言

パリ地方言十査に関する法令

第 i 款 地 域ー

第 2 款 道 路

A. 自動車道路

B 一 般 道 路

内

l  沿線に於げる建築禁止.

2. 腕界に闘する械利制限

方

3. 標識及び信盟主に附する彪笹

第 3 款 自由空地

第 4 款 土地利用及び建築規則

A. 土地利用に関する規笠

B  建築に関する規控

序 言

容

計 重 の 概

尾 崎 結

[9  51t 

第 5 款 景 観保 護

A. ヴエルサイユに至る大渡河の景観保護

ｂＮ サン・ぜ ｊ ｾ マＯ ｾ産 地 に於げる景被保守護

C.  マノレリ公園に於げる景観保議

D  ムド‘ ン公園に於げる景観保議

E.  ソー公園大運河の景観保議

官事 6 款 公 企 業

A.  .1ニ7/ ( .

B，下7 / ( .

C 座 決

D 交 遁

E .  Jt のf也の事業

要

1台

て現はれる乙と になつれのでめ るが、越 えて 1932

人口の過度の集中に困 ｨ 混 ｾｬ に陪れるパ リ地 1. 1王、パリ近傍に均衡を失して集中せ る人口をバリ

方{ t > 、計量主的に規整せんと企てられ初め7こことは 地方内に; 童話' に再分布することを共の主要なる目

さう古いことではなし、。 Ｒ ＹＲＱ ＱＮＱＢＭ及び ＱＹＲＶ ｪｬｾ の雨同 僚として 、バ リ地方 計 護 法 ( L oi du 14 mai  1932 

に亘り 、セー ヌ揮系令及びセ ーヌ・ェ・オワズ膝舎は aut or isant l' etablissement d・un projet  d'amenagemenl 

耳総合終曾を組織して 、バリ 地方 の綜合的制聖宣告? 闘 de  la  region Par凶enne) ( 之に就て (1本誌昭和 12

られんとし ＱＺ が 、 機未 ｔ ご熱さすＧして ａ のｾ現を見 1. 1三 2 ) J 鋭 P 47以¥" を参照せられれし〕が制定せ C

るに至 らなかっ1: 。吹で 、 1928年、時の内務大臣 れ 、自iJ 惑のパリ地方聞を査委員曾がパ リ地方 言十鼓委

Albert Sarraut 氏 の提言義 に基き、 1928年 3 月26H の 員合として 、パ リ地方 言十食の作成を猪営すること

大統領令を以て . パ リ地方開重量委員合 ( Com泊 、なっ 1: 。パ リ地方言十査委員舎の構成は 、パ リ地

Super ieur de  l' amenagement et  de  l' organi sat ion gen  方言十業法第 II 係によ って定められてゐ 1: が 、 1936

erale  de  J a region Pari sienne) ( 現夜のパリ地方言H 往 年 8 Jl I8  H の法符の委任に基 き、同年 9 月 7 日の

委員令の前身でめる c) が構成せられ 、之に謝して 、 大統領令に 依 って . ｾ ￧ の委員 数 及び委員の内容に

ノｾ ｾ地方内地方図綾の行動を 、地 方全惚の 見地 よ 多少の錘夏が} J L 1 へられ、叉パ リ地方言f 霊法第 ll ll 筆

りして 、統 制する権限が奥へられ? こ。かくして 、 に) たてば 、大統領令に依って令長が任命せられれ

地方 ( region) の概念が初めて法律上のものと し に反し 、 1936年の新大統領令の下に於ては 、首相

x  tS Z  



叉(士K の代 Jq!. Ｇ｜Ｎ ＱＩ ［ 令長となり 、 お ｉｊｾ す長には内務大

Ｑ ［ ［Ｎ 々 、 ｬ￬Ｉ Ｑ 、山代 Ｑｾ Ａ 人 ｦｩＺＮ ぴ大統領令をＧ以て委員Ｂ，より

3  ｾｆＮ の任期を以て任命せられれる者 Ｒ 人が ｊｴ 任に

' 訴ること〉なつ1: 。

更に 1935年 7 )12う日に至 IJ ，1935年 6 ) ]  8 日の

法律に基< ( 従て法律 t 同等の効力を有する) 4  

篇 の大統領令が制定され? こ。共の l は一般 の 地j J

計主主に附するしので( 之に就ては本誌昭利 121，jo2

) ] 減 P 49以ド セ参照せられ7二し〉他の 3 I:l:パ リ地

方言十笠に附するものであるが 、今其の後者の要鮎

{ e 列記して見ると次の。段なしのでめる。

パ リ 地方 Ｑ＿ ｩＧ ｩｊ ｦ に附す る ＱＹ ＳＵ ｻ ｪ ｾ 7  ) ]2511の大統領

令 3 篇の中 、第 1 Ｓｴｾの要対

l  パ リ地 )J 内の阪を' i f 絡する阪知事は 、地方

言H 症にイナき公主主究言ーの処される迄の問 、同地

方言十輩の施行を困難ならしめ Ｓ えは ｾｴ の施行吹

雪府加せしむべき新建築の然され F る様監服

する 。( 第 1{傑〉

2. パ リ地方内市町村に於て 、建築物の新築、

耳す築又は吹築五? する 場合には 、省該行政M5か

ら必要 なる建築線の指定をしてもらつれ後 、

市町村長の建築許可を符なげればならね。雄

築線の桁定は現存道路に付てのみならす 、地

方針笠又は市町村吉十笠に依る橡定道路沿線に

於ても必要でめる。建築!泉の指定は計霊f { e考

慮して之を錯す。

営該建築が地方百「望見 、市町村百十叢 Jt-のf也現行

の法令に反しない筋合は 、市町村長は建築の

許可を輿へることを要する。市町村長が建築

の許可を錦すべきに拘ら子 、之を拒絶し? こ場

合は 、常事者の請求に依り 、!f係知事が之を輿

へ る。

市町村長3えは l際知事( 立雄築言干可申詩の円より

40日以内に 、共の言T否 3rtt 耳王者にまff i . 1-fi するこ

とを要する o :jt，l J間内にこの遁知が無い坊ー合は

建 築許可があつれものと宥倣す。( 第 3 保〕

3. 一般地方 言十笠に隙j する 1935年 7 月25日の大

統領令司H U祭、司O u菜、第 9 線 、W; 10{様、第

Ｑ ＲｻＡ 床 、 お ＱＴ ｻＱ 傑 、 第 Ｑ Ｖ 係乃 李 Ｎ 宮 ｾ Ｑ Ｘ 鱗 ｬ￬ 、 一 定の

制限のｼにパリ地 ［￯ に準用される ｣ ｃ 第 Ｒ ｾ 葉 、

第 14{傑〕

4. 'J i・2巨滋E寄叉は言十叢熊坂に沿ひて 、まtt 築が言t -

可せられれ場合 には、建築許ニ可の日より 15年

以内に少くと L営該土地主附近公選の 1 C  {e 

ｾ絡する音 ｉＮ ＺｮＺＺ道路又は計錠府寝の昔 ｛Ｑ 分の公用

を開始しな Lすればならぬ。 この期間内に公用

ｉ ｊ 仙台なきときは 、 官該土地所有者は自由にｾｾ

の土 地 ｻ･ ｅ 包分しｾｾｻＺベ〈 、 叉現 賞 、 直接且明確

なる損害の賠償' を請求し得る 。

も1害賠償に関する 決定械は般参事令が之を有

する o

I: Y' 日151，1ニの:!IJ l聞 は 楽 務 ( agglomerati on) 外土

地に建築する場合には30年に延長する。 C第

5傑〉

5. 市町村長が地方言十輩又は市町村計笠に依つ

て、新設又は塁塁更すべき道路又は康場の改定

敷地に j冷げる建築物新築の許可を拒絶しれ努

合には 、共の拒絶の 日より 15年以内に? ? ; 該土

地 を牧用す ることを要する 。

利害側係人は 、 ｾ用の日より Ｓ ヶ月以内に 、

阪参事令に針し 、新築許可拒絶の日より牧剤

の 日までに 、新築許可拒絶に因りて霊長IJ 1: る

狽害額の確認を誇求し件る。

官ir iiiJ 15年の期間内に牧周が質施せられな い場

合には 、 土地所有者は ｾｴ の土地を自由に慮分

し件るし 、又県系参事合に 針し 、損害賠償械の

確認を求め件る。

上記規定は 、道路又は成主毎の議定敷地外に在

る土地 の部分が、現行の法令に適合する述築

に遡しない抜一合及び笛該土地 の全部3えは l 昔日

が 、地方 計 笠3えは市町村吉f 撃に依 る激定公共

自由 空地又は霊泉定 公企業用地なる場合に之{ e

準用する。( 第 6 燦〉

6.  パ リ地方内市町村に於て は、許可なくして

8 3  x  



主主祭せられれ建築物叉は 地方針霊若は市町村

吉十m: に遡合せき' る建築物に居住し又は之を占

有することを得ない。

建築物の建築が竣功しれときは 、英の所有者

は共の旨を市町村長に届出づることを? 要する

この届出に基き 、市吋村長は、首該建築物が

地方 言十重又は市町村言十議に適合せるや否やを

決定する。市町村長の決定に不服な営事者は

際知事に共の裁定{ e 請求し得る。〈第 7 燦〉

7. パ リ地方言十重E又は 之に遁際、する市町村計量E

の事業の然めにｾ主用する場合には 、 共の事業

に付き公金宣言 ( d剖 ation d・utilit e pub}; que) 

を?匁すを要しない。但し 、地方言十iSE又は市町

村計査に付き 、公金宣言めり? こる日より 15年

を経過せるときはこの限 hでない。( 第 8{隊〉

8.  太統領は 、参事院 CCon田 il d' Et at) の議を

経 1: る大統領令を以て 、地方言十輩又は之に遡

隠する 、市町村言H在の事業に付き 、受全地帯帝

Czone  d'influence) を定め得る。受全地帯は之

を数個の部分に分げることが出来る o( 第9保〕

9.  受益地平静又は其の各部分の土地所有者ゆ受

金者組合を組織する。

受役者組合に加入することを拒む者の土地は

事業執行国骨量が契約又は牧用に 依 って之を取

得する 。 この場合には ｾｴ の国骨量 ｌ 受 在住 者組合

員とな る。〈第 10{隊〉

10. 前記事業の全部又は各部の縛めに要する経

1'(は 、第 9{傑の大統領令の定むる割合に依り

受住地帯の土地所有者が之佐賀婚する。( 第

12{j来、

11. 受盛土地所有者に華せする経質の分賦は 、受

役者組合又は法定の委員舎が之を錯す。

受住者主主締金の支拶告は 、無利息 、5 年々賦に

で然すことを得る。常該土地 に付き貰賀< 0 9

し場合は 、気機金の洩額全部{ e代金より取立

て得る。( 第 13燦〉

12. ｾ事 Ｕ 傑 及び第 Ｖ 僚 の場合の外 、 道路 、 衛 生

x  8 4  

景観の銭めにす る櫨利制限 に聖母しでは補 償 し

ない。

がI記以外の機利制限に因る損害は 、現賞、直

接且明確なるものに限り 、; l 1; の補償を錯す。

補償額に付ｾ意見一致せき ｡ るときは 、 阪参事

令之を裁定す 。 阪参事舎は ｾ￧ の裁 定ｻ･錯すに

蛍りて 、言十主主のf { 現に因る受金を考慮するこ

とを要する 。( 第 15保〕

iリ3 等級建築物 ( et印ta削b凶liss臼sem町m官 市len町en山l

て規空鐙査3を「加へる。( 第 16{l 祭〉

14. 自動車専用道路を設定することを得る，- C第

17保〉

15. 地方言Hl f 又は市町村言十査に付き 、公金宣言

が録されれ彼は 、市町村長の許可なくして 、

共の事業漁定用地台高め又は低めることを得

ない。〔第 18傑)

16.  ' 1 1 ' ; 該阪知事の請求めるとき u 、定司会院の議

を?経 f こる大統領令を 以て本令の規定{ e パ リ地

方以外の地方 ( region) に準用する こと を得

る。 〈第22{j采〉

17. 1935年 6 月 8 日の法律に基く( 従て法律 と

同等の効力を有する) 1935年 10月30 日の大統

領令第 l 僚は 、闘f系阪知事の誇求 に基き 、参

事院の識を怒れる大統領令を 以て 1919年 3 月

14 日及び 1924年 7 月19 日の市町村計霊法の遁

用を受げ且何れの地方 ( region) に も風せき仰

る市町村 l二、1935年 7 月25 日の本大統領令を

準用し得ることを規定してゐる。

パ リ地方針ー査 に附する 1935年 7 月25 日の大統領令

3 街中 、第 3 盟主の要畏占

l  大統領は 、内務大臣、大城大臣共の他関係

大臣の提議に依り 、大統領令を 以て、 パ リ地

方開霊堂に閲する土木工事、 自由空地設定 、土

地 取得、f1U1
]制限等の行政行錯の主務国鐙を

定め得 る。〈第 I {際〉

2. 有ir 械の行政行絡が 2 以上の国惚! の管轄 に鹿

す るｾ合に於ては 、 大統領は参事院の意 見 守



磁きれる後 、 前君主 の大統領令を 以て 、 ｾの経

費、各閣程の笈捻 額、執行閣健及び執行後の

管理園穏を定める。〈第 2係〉

3. 第 1{傑及び第 2僚 の規定は 、工業者と行政

憾との契約に依り 、ノリ 地方外に主主1叫すべき

バ リ 地方内工 広の敷 地 に掛 ｊ し 、 特に ｾｴ の若し

い適用を凡る 。 ｾｴ の敷 地 ｬ ｩ 原ｬＡリとして 、 公共

1散策地 ( pr omenade publi que) 迩動基; ・ ( terrai n

de je wx) 共の{ 也の自由空地となる。〈第 3保〉

4. ｾ お Ｕ 僚 は 、 λ リ地 方言十Ｑｬｉのｾ施に闘するＢ作

問機闘 として 、内務大庄のドに 技術調笠委員

合 ( Comi t e de  coordi nat ion technique)  ( 内務

大医の提議に基き 、大統領令を 以 て任命する

7 人の委員より成 h 委11. 長は 内務大|圧力 t指

定する 。叉この委只舎には 、内務大臣の提議

施 する o ( 第 1{傑〉

2. 第 2僚は 、前盟主の大統領令{ ( 苦をするに営つ

ては 、バ リ地方司令官舎 IJ 日へれるパ リ地方; i 1

遊技術調弦委員'合の識を経べき旨を規定して

ゐるが、 この技術調型査委只 .(rJ は、内閣に 大工

事及び ｾｩ Ｇ ｬ Ｇｬｬｩｩ 湖ｾ￬Ｇｩｬ Ｑ が殺げられれ結果 、 ＱＹ Ｓ Ｖ 年

9  ) J  7 日の大統領令第 7{ 傑を以 て駿止せられ

に こと は前I漣しれ虫11 < でめる。

3. Ｑ ＹＳＵ ｻ Ｑ ｾ＠ 6  ) J  8 日の法律に基く( 従て法律と

同等の効力' 0 有する〉前記 1935fJ 三10; 130 IJ の

大統領令第 2憐は 、胸{ 系蝦知事の詩求に基 き

参事院の議' 0 経? こる大統領令{ ( 以て 、本大統

領令の規定を 、 他 の地方 Cr匂ion) に準月i し

作る旨{ ( 定めてゐる。

次に 193う年作成されれノリ地方百十笠を基礎とし

に基 き、 参事院の務問' ! e 経てををせらるる大統 て、パリ池j J ;t十蛮の内容を素摘して見ようと忠ふ

領令の定むる技術部が附) ' l ，する oC第 6 係〉を 第 1款 地 域

設置する旨を規定してゐるが、 1936年 8 )118 バ リ地方計並区域の面積は 、51，勾24へ ク F ール

日の大統領令に依り 、内閣直 j易機闘として 、 セーヌl線全部、ォワズ般の 1官官、パ リ市 のノ ー ト，

大工事及びまl fiE調綾部Cservice de  coordinat ion ル ・ダム寺読を中心として 、半僚最大35粁以内に

des grands  travaux et de  l' urbani sme) が設げ 在 るセーヌ・エ ・オワズ阪及びセーヌ ・エ ・マル

られれので 、 この技術湖整委員舎は 1936'1三 9 ヌI1採の市町村守含み 、具値的に は、パリ地力言十j J f

fI 7 日の大統領令第 7僚を以て燈止せられれ 法第 2僚 に基き 、 19351，f- 5 月25 日の内務ili 令で決

5. 1935年 6 月 8 日の法律に基く( 従て法律と 定され? こ。市町村敏は 、セー ヌ阪81 、ォワズ阪83

同等の効力' ! e;if干する ) 1935年 10)j 30日の大統 セーヌ ・エ ・オワズ阪 386、セーヌ・ェ ・7 ノルヌ

領令停 2繰は 、関係t探知事の請求に基き 、差是 燃 107、計657、総人口約650瓜でめる。

事院の議' ! e 経7こる大統領令を以て 、本大統領 第 2 款 道 路

令の規定を他の地方 Cregi on) に準用し得る A 、 自 動 車 道 路

旨ｻＨｾめてゐる。 ｬＮ 吹の う線が百十註され? 二。

パ リ 地方 言十査 に闘する Ｑ ＹＳＵ ＡＱｾ 7  )] 25 日の大統領 a. フラン λ 西部地方に通す， る路線

令 3 籍中 、第 3 放の要鮎 b.  3定0 1 i 海峡方面 に通す・ る路線

ト ;大統領は 、内務大臣 、大蔵大臣、土木大臣 c.  ル ・プノレぜ飛行場及び フラン λ 北米 i111に

陸軍大臣、海軍大臣及び航空大陸の提議に依 迭する路線

り、参事務の議決金経て 、大統領令を以てパ d. フラン λ 東部に遜する路線

リ地方 百十査事業に付き 、国防の錦めの公金宜 e.  フラ ン旦南昔日に主主する路線

言全然すこと を件る。 この場合に於ては 、Jt a 豊島路線は現在工事中であ る。。幅n 60米と す

の事業の全部又は一部は臨 防1止を 以て之を 1'1: るとのす「査 もある様でゐるが、現干E工事 rl' の
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ものは 、 18米の幅員で 、沿線に一定の建築制

限を然しれ る L のでめる。

2. 自動車道路の設定は 、計重f に基き土木省令

ｾ 以 て之を銭す。自動車道路と一般道路との

接 績、 交叉等の関係ｾ土木省令を 以 て之ｾｾ包

める0

3  土木大臣は 、自動車道路工事施行直穏の管

理 、及び経費責措の下 に、同 路線の繭飢IJ に柵

Ｈ ｣ ｬ ￴ ｴｵｲ ･Ｉ を設くべ きこ とを命じｾｾ ｽる 。

4. 自動車道路沿線の建築 地又は未建築地所有

者 は、公選沿 線土地所;有者の有すべ き機利 を?

享有し ない。

5. 土木大臣は、白動車道路 に附す る一般規則

ｾ定め旦標識及び信盟主に付き必要な る手 段ｾ

ｾ ｉｬｩす ， る。

B 、一般道路

一般道路に付ては 、次の如き槌利市IJ 限 CServi tu

de) 令官交げること 〉し1: 。

l  道路沿線の建築禁止 CServi tude  non aedi fic 

ande)  

一定の道路に於て 、道E寄与主界線より一定の距

離〈道路の重要性に 依 って集 る〕以 内に於げ

る 建築を禁止し 、 尖の 地 帯ｾ自由 ｚｅ 地 Ｈ･ｳ ｰ｡ ｣･

li bre)  とす る。市町村計量Eに於て 、共の他

の道路に付 き、 同様の規型車台湾す 乙とを? 得る

2.  腕界に関す る械利制限 ( S ervi tude tendant 

a  assurer  la ｶ ｩ ｳ ｩ｢ｩｬｩｴ わｾ Ｇ ｧＺ叉 ｬ 主計輩、道路の交

叉勤、屈曲音s: l tの{也一般交通に fι 験又は不便

な個所に＾＾ 全 ては 、 最 ＱＱ ＹＧＱＭに附す る 僚が ｪ 制 限ｾｾ毒

すこ とを得 る。共の態様は衣の刻1き ものであ

る。

a.  建築 、櫛、地盛 り 、 植 樹共の イ也 鵡界ｾ害 す

ベ き施設の禁止

b  一定の高さ 以上の建築、柵 、地盛り 、楠樹

共の他の施設の祭止

c.  一定の高さ 以上のg ! { イ手障害物を低め且: ! t の

高さを? 維持せ しめ又は之を除去せ しむ ること

x  8 6  

d.  営該行政泌が ［ 絡す 舟 ￭ Ｇ の腕 界 ｾ害 す べ き 障害

の矯正を受認、せしむ ること

腕界に関する 機利市1I 限の図面 ( plan de  degag  

ement ) の形式及び認可 に付ては 、 道路境界

線に測す る闘商 ( plan d・al i gnement ) の共れ と

同桜2でめ る。

品見%に糊する減利制;恨の図面にイ寸て認可がめ

つれと きは、之を官事者に 遜知す ること を要

し、機利 制限は この主主知の 日よ り行はれる 0

3  標識及び信盟主に闘する慮置

蛍該行政iI.¥¥は、公選沿線の閉鎖せ られれる土

地に 入らす' して到達し得 る櫛、壁 、建物入 μ

又は術、 墜に 依 って閉鎖せ られき。 る永建築地

に交通を容易ならしむべ き信減又は標識を設

置するこ とそ得 る。

柵 、健又lま開政地に信鋭又は標識を設置しれ

場合 に於て 、1i ! ; 該械利者が其の柵又は穫を破

媛 、修 繕、ヰr'%し又は其の開放地 を閉鎖せん

とするときは 、 i ヶ月前 に; J . t の旨を阪知事に

届 l也で るこ とを 要す る。

第 3 款 自 由 空 地 ( Espace l ibre)  

l  パ リ地方言十蛮法第 10{際に依 り、共の闘霊堂に

特別の許可を要 す る闘有、公有、松平正の樹林

地及び公園の外、公共1t1策地 ( pr omenade pu 

bl i que i 運動場、飛行場 、墓地、回園都市等

になす べ き土地及び専ら公共散策地又は運動

場となすべき土地 を決定す る。

2.  パ リ地ブ71十君主に付 き、公宝生宣言がめつ1: 後

l土、自ir裁の指定地 に於げ る建築! 主主主止 され る

3. 河港用地、ガエ工場用地、待殊工業地域、

鍛造用地等の工業的公企業用地 を決定する 。

第 4款土地利用及び建築規則

バ リ地方 d1 蛮凶域内市町村台 、土地利用及び建

築規則の 見地 より 、A 、 B 、C 、D の 4級に 分げ

る。( パ リ市 は等級外) A 、 8 、c 、D 各級の市

町村童文は夫 々26. 49. 178. 403でみ る。



A 、土地利用に関する規整

I. A干湿地阪に於て{ 工 、市 町 村言1. ，狂にて 、集 合

住居地滅 ( zone d・habi tati ons ∞l I ecti ves) を定

める。場合に依 h 個 別 住 居 地i成 ( zone d・ha

bi tati onい ndi viduell es) 工 業 地 減 Czone i ndust  

ri ell e) 又は住宅及び工業施設の混合地域 ( zo

ne  mi xt e) を定めることを得る。

2.  ｂ 碩及び ｃ 磁地ｾ Ｇ， Ｚ ｾに於ては 、 市町村， ｮＮ ， ｬｦ に

て、m・合住居地 域、個別{ 主婦地成、工 業 地 域

ｧｾ 耕地織 Ｈｺｯｮ･ non affectee) もり乞め仰る。

3.  ｄ 樋地ｾｾｾに於 ては 、 市町村 百十ｊｬ ｅ にて ｉ Ｉｕ￬

2以1 -. ". ) 費電務J . ' i ] 港地峨 ( per i m品tre d' agglomera 

ti on)  金定め 、共 れ以 外の地 域は 段 耕地域と

する 。楽曲在日i¥主基地域 lま民U¥IJ として剖 - 的に之

金規強し 、 ｾＮＮｪ＼に ［Ｉｕｈ に工業 地 域の設定を言 ￭Ｎ ;< 

ｾｊ カＺ 、 ｪｾＺ 合 に依 ｢ 個別ｻ上府地域Ｇ￩特設するこ

とが Hll 氷る。

4. 市町村計滋にて古if心地域を定めるに 1i ;って

l主、宅)1，在人口平年i度 、50年以内に於げる人口年十;

皮} 曾1)11の漁? 則 、道 路、製 枚、墓 地、公共 建 築

物 、 公園 、 上 ＱＺ 水道 、 照明 、 道路清掃ｾｴＺの ｦ 也

一般 施 設 を考慮 する 。

5. A 磁、 B 脱 、 C 絹地以に於げる住宅創地殻

定 Ｈ ｉ ｯｴ ｩ ｳｳｾｭ･ｮｴＩ 及 び菓幽住宅 Ｈ ｧｲｯｵｰ･ d' hab 

i tations) の殺宅 l立、{ど f設J也成に於てのみ 、ilJ

町 村計 五 法 及 び パ リ地Ji 討議法の規定に従っ

て之伝言l' ， ｩｉ すること を ｾｾ ｦ る 。

D磁地以に於ては 、市町村討議を作成せき' る

と き と 鋭 い 住 宅 創 地 JAぴ築i副主宅の設定 u

楽務用l没才的事に) 冷てのみ乙そなし件 る。例外

として 、 パ リ地 力［ｩ ｊ ｊｴ委員合に ， ￬ｻｾ 問 しれ後 、

官該町村のＺｊ［Ｎｴ彼自 ｾＮｦ￭ｦ ｉ ｊｉｉ せしめす Ｇ 且術 主 主及 び対

概 l二緋 に宇存者がないときに限り 、)込耕地域に

j冷げる住宅測地、: t l 主i : i 1I 住宅及び了ー業 施 設 の 設

〉包ｻＡＺ百十 μｊ すること ｾＱ 咋 る 。

比. I l に{ 主主主別地設定 ( Ioti ssement ) とl士、 議

j度うえは 賃貸の闘的を以 て 、土地} 財布者のなす

住宅制地の設定にして 、相蛍の規模台;有する

ものをいひ 、集包囲住宅( groupe d・habi tat ions )

とは 、土地所不f者 叉 lま借地入州議波又は賃貸

の民 的 合以て主主築する住宅の築i咽に して 、キ目

前の規快{ ! > 右する L のをいひ 、共 に 市町 村正|・

:iJ f法 の 規 援する所でめる。

6  住居地域に住宅到地及び業副住宅を設定す

る場合に j冷てし袋詰年& . び上ド水道、照 明A

の他のー絞悩殺の述領的ｬ￭ｊｾに ｈ 百隠するとき

にI浪り之合計1 可しf咋る。

7， A 極、 B 極 、C 街地以内の住居地域久{ よ D

紙地阪の楽落防11全地域に於てい未聞をまの私

道沿線には述書たを許 "I しな い。

8. ＱＱｾ 耕地域に於ては 、 土地の股，ｭ的利用に附

する建築 Ｑｭ でなげれば 、 ［Ｉｾの ￸ｴ 築を Ｓ キ可しな

L 、o 113. し第 53t) l に例外 として掲げ'1こ住宅劉地

集 謝 11宅 、工業施設及び線、面総5000卒っち米以

仁にして且建築面積が敷地 面債の20分 の 10.

1、の慰禦施設 及 び住宅はこの| 混りではない。

9. 工業地滅に於ては 、工場設替に必要める易1・

合 の外 、住 宅 の 建 築 '!e許可しなし 、。

B 、建築に闘する規整

l  述築に附しては 、以 1: の規猪に従ひ7こる-，!i

l町村首 l必 、道路及び衛生規則に依りて規律さ

れる 。 11 3 . し内務大臣 l士、i !i 町 村 長 の 要 求 に 依

ｾ＠ ， ｾ探知事及びバ リ地方 計輩委 員合の意見ｻ･

J硲き f こる 後 、待例を? 投げることを件る。

ご リ ー地 Ｉ￭ 計 ｾ ￟Ｚに付き 、 公往宣言がなされれ後

之 ｻ ｉ ・ 以内に 、 前放の銭築規則が ｩｈ ＱＱ ｾ 包ぜられな

い i fi 町村に 於て( 工 、以 l、の規定が72J 然 i菌剤さ

h る。

2. 往築面械の敷地面総に鍔する 制 合l立、 A 倒

及 u" B 磁f也い".の個別住居地域に於てはうOメ、

ｃ 樋地 ｨＧ， ［ ｾの個別ｻ土府地域及び ｄ 極地似の楽協

周［基地域に於 て ＨＺ ｕ ｏ ｾｾ を也ゆることをＧ仰ない

辿椴せる敏司王の土地} 財布者間にこの制合合滋

算す る旨 の協定がなされ孔乙の協定{ r i箆守す
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る旨ｾ市町村長に届出でにときは 、 上記割合

会漣被せる歎筆の土地に fすき遁算することが

出来る。

3  個JJlJ(主居地域に於げる建築物は 、道路境外

線より 2米以上後退して建築せしめる。段耕

地域に於げる建築物は、道路境界線より 4 米

以上後退し てｾ築せしめる。

又第 Ｒ ［ 決 ｂ 項第ｬＡ淡に依り 、 地方針 ｬｾ 仕 に於て

ーたの道路に ｪ ， ｪ き 、 ｾｾれ 以上の距出ｦ｛ ｾ定める

ことを? 俳号。

4.  建物の高さは 、道路標準 ( gabar it de rue)  

境界標準 ( gabari t de  mi t oyennete) 及び第 8 減

以下の水平面に依って制限せ られる。

5. 道路標準及び境界標準は 、夫々道路境界線

及び隣地境界線よりの黍直線と之に 45

0
の角

度 ｾなして常該土地の方 向 に上昇する直線と

より成る p

6.  道路標準の垂直線の高さは 、 A 積地位互の集

合住居地域、工業地域及び混合地域に於ては

道路幅員に其の 4 分の l をjJ 日へれもの 、個別

住居地域に) i そでは 、道路幅員に等しきものと

し、B 種 、 C 磁及び D 樋地極に於ては 、道路

幅員に等しきものとする。

7  道路標準の垂直線の最高限は衣の如〈でめ

る。

A 極地11，屯の集合住居地滅、工業地域及び混合

地域に iたてば20米、個別住居地i成に) i そでは 12

米 、

B極 地区の集合住居地域及び土業地域に於て

は 18米 、個別住居地域及び段耕地域に於ては

12米

C 極地区の集合住居地域及び: ぜ染地域に於て

は 14米 、個別住居地域及び農耕地域に於ては

10米

D 極地極に於ては 10米

8. 雄築切のMi さは 、衣世話の制限の外、参; の高

さの ｬｫ 司王商ｾ越ゆることを得なし、。この高さ

x  8 8  

は、入口の中央に於げる 道路面よ り測る。

A 極地区の集合住居地域、工業地域及び混合

地域に於ては、道路幅員に共の牟分を j mへれ

るもの、共の他のja所に於ては 、道路幅員に

共の 4 分の 1 ; を加へ? こるもの。

9.  自ir 盟主の l k.zr而の最下萄限は衣の主n< でめる。

A 積 地!i ，:;_ の集 合住居地域、工業地域及び混合

地域に於て は25米、個別住居地域に於ては 15

米

ｂ 種 地 ｢Ｇ ，Ｚｾの集合住居 地 域及び工業Ｎ地域に於て

は22米、個別住居地域及び段耕地域に於ては

15米

ｃ 極地 ｉＧ［｛ｾ 集合住居地域及び工芸能 地 域に於て

は 17米 、個別住居地域及び良耕地域に於ては

12米

D 積地阪に於ては 12米

10. A 積 、 B種及び C 極の集合住居地域、工業

地域及び混合地域此 D 綾地! 長の個別 住居地域

以外の楽務問港地域に於ては 、境界標準の垂

直線の高さは道路標準の呉れと 同じでめる。

但し 、キ目隣地の所有者が同時に ijt 築す るとき

は、キ目協定して、境界線側の建築防の高さを

第 8 盟主の lk2f' 商の高さにまで主主せしむる こt

ｾ得る。この も 品ー合には 、 尖の旨ｾ 市町村長に

届 lHでなりればならぬ。

11. 個別住居地域に於ては 、境界標準の垂直線

の高さの最高限は湛路IP函員に等しく且次の高

さを? 盛ゆることを件な い。

A 種及び B 街地駈に於ては 9 米 、C 積地駈に

於ては 6 米

本規定の' J ! E 施後許可され? こ住宅劉地内に主主築

せん主するときは 、各建築物は隣地境界線よ

り少くとも 2 米の 間隔を置〈 こと を要 する 。

但し 、劉地の間口が 12米永湖のときは 、連築

物を 2 つつ' つ集結せしめ 、共の各 プロック i笥

の間隔を最小 4 米ならしむる こと を得 る。

境界標準は 、所有者の協定あると きは、連結



せる建築物には適用されない。但し 、 この場

合には、管事者は其の旨を市町村長に届! 日で

なげれIf ならな い。

本規定の賀施後許可されれ住宅創地外に住築

せんとするときは 、隣地境界線 lこ接して建築

することを件るが 、隣地境界線より離して主主

築せんとするときは 、 次の間陥ｾ置〈ことを

要する。

ａ 種及び ｂ 樋地ｾＧＧ［に ｪ 冷ては Ｒ 米以Ａ こ

C 種地区に於ては 3米以 L 1且し、隣接雄築

物の各所有者が隣地境界線より砧築協を後退

せしむる旨の協定をなすときは 2 米以上。

集国住宅に於ては 、即時に建築せらるべき各

(O- J ! ; ; 築物は相合して 、最高間口 32米の集閣とな

すこと を得 る。而して J じの各泉国|品1には 、関

口の 4 分の 10 ｉ ｾ 、 最小波 Ｔ 米の間隔を置〈

ことを要する。こ の場合 には 、境界標準は各

迷築物聞に; 盗用されない。

包' 司王者はこの場♂合に 、改定住築物の関口に制

する 図面を燃知事に提 ｾｉ ｾしなげれ ばならぬ。

隣接建築物の所有者が、本規定資施部j に境界

標準に依 らす，してｾ築しれ場合 には 、 境界擦

準に依らす，して主主築することがH'J 来る。

12 建築物と隣地境界線との問の空地に は、本

は 3 階

D街地位五に於ては 31'省。

14  市町村長は美術 、科拳又は工業の必要に惚

じ 、 第 Ｘ 波及び第 Ｙｾ 戒の Ｗ ｫＮ卒商ｾ超ゆる公平 ｌ

建築物の建築会許可することを偽る。市町村

長が この許可を奥へる には内務大臣の認可を

要する 。 内務大臣は阪知事及びパリ地方言十賞

委員合の意見を聴き立周囲の公槻を考慮して

JCの認否を決定する 。

15  個別住居地域に於ては 、氏告板に依って商

業ヒのJ1Jl 告をする こ とは出来ぬが 、建築物占

有者の職業又は商業を 示 す若彼を設置 するの

は差支ない。

ｾｾの ｦ 也の場所に Ａｩ きでは 、 住築物のＡ量七に蹟告

板又 ｩ ま尉告ピラｾ殺げることを ｾＱ 持なし、。炭告

に謝する JJ2Nl' t名勝の保1; 設に除j しては 、別に 、

Ｑ ＹＳＵ ｾＱｾ＠ 6  J I  8 日の法律に基く( 従って法律と

同等の効力を有する) Ｑ ＹＳＵ ｾ Ｑ 三 ＱＰ 月 Ｓ Ｐ 日の大統

領令がめる。

16  府 告 ピラ及び居者告A択は? 首に清掃して置く こ

とを? 要する。

第 5歎 景 観 保 護

現行の法令、殊に名勝及び天然犯念物に1 *1する

Ｑ ＹＳ Ｐ ｾＱ 三 Ｕ J1 Ｒ 日の法律 、 ＱＹ ｊＵｾ ｦＭ ｉｏ 月 ＳＰ 日の大統領

建築物と同様の材料をー用ひ且高さ 3う択を超え

山 令 、樹林地及び公園防1霊堂に1#1するパリ地方計輩法

ない範圏内に於て 、 ガレヂ、洗溜1 iI等の附j認

建築物を設t ることが出来る。

13.  . 建築物の階盟主の最高限は手: の立1I < でめる。

A 極地区の集合住居地域、工業地域及び混合

地域に於ては 8 階

B 極地極の集合住居地域及び工業地域に於て

は 7 階

C 極地h・4 の集合住居地域及 び工業地域に於て

は 5 階

A 種地区の個別住居地域、 B 極地悩の個別住

居地域及び良耕地域に於ては 4 階

C 積地瓜の個別住居地域及び良耕地駈に於て

第 10憐に依る織利制限及び土地利用に憐j する 言十道

に依る名勝保認の外、手くの虫1I ｾ＠ {託淑保護念講す，る

倫以下の保設区域及びセ ーヌ、 オワズ 、 マノレヌ各

河川附属地に於て商業炭告を掲げることは禁止せ

られる。

A  ゥ、エルサイユに至る大主Ａｦ￬Ｇ ｾＱ の景淑保護

B  サン ・ぜんマン塞地に於げ る致事M保 護

C  マノレリ公園に j冷げる妓聾Mf和銀

D .  ムト" ン公園に於げる妖車H呆謎

E.  ソー公園大運河の糸韓日保管獲

A. ウ' エルサイユに至る大運河の景税保謎

a  大運河の景槻保護のにめ 、 ゲエルサイユ公
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図の榊より ウイル 7 'ノレ阿のm上 に至 るlt高貝20

0米 (Itfi ，n Ｘ Ｓ 会 ｦＨＺの ヴ イルプノ レ 佐街道及び［Ｉｊｾの

雨 ｦｦｬｬ ｪ 各 ＵＶ 米〉 長 さ約ｾ ， ＸＷＰ ＷｦＧ ， の ｊ 也 併 を ＿建築禁 止

ｾ Ｇ，Ｚ ｾ域 Ｈ ｺ ｯｮ ･ servitlldc  non  aedifi candi )  とする

b， ill 築然1 . 1: ｾ猛威 の 雨 側 に ｮ ｯ ｮ altill s  toll endi と

稀 す る 保 護 地物{ e絞 り る。 この地t，!lhJ:. 、起 鮎

の ｉｾ ｩＢ エ ルサイ ユ 公園 の相 Ｇ ｦ の ｊｾ ￎ Ｍ では幅 員各卸 会 ｼ え

であ るが 、i新手L駒市首して 、終 里占?こ るゲ イルフ・

ノレ岡 で は 各 300米 の 幅員 とな る。 この地帯に

於て は 、 手 Ｚ の立 ｮｾ 統 制 がなされる。

向 、 この地 併 合 通 過する 重 要道 路には老樹合

23' IJ に椴 える。

( イ〉 工 業" I : s : 築物の新築、持T築 及 び 改 築 の 禁

止 。

〈コ 〉 新建築物の高さは 12米 以 1'" ，建 築 面 前

は 敷地面 積 の20%以 下とすること を要す る

新 建 築物は尖の外個 別Ｈｴ 居 地 域 に 於げ る ｊ ｉ ｾ

れ と同様 の規 獲 に服 する 。

B_ サン ・日リ マ ン望地に ) 冷げ る); ( 淑保;l'位

( イ) a， b目 c，dの 4 凶 域を設定する 。

a  ｾ Ｇｯ， ｾ城 は 建 築祭止ｾ ｾ 域で 、 ｉ｜Ａ 地 と之より Ｑ ・ Ｉ ｪ

15米 の* 卒線と の!古! の地 域全色 合 する。

b 品;;_域lま non altius  toll endi 悩域 で 、変 地 の

ドカ 15米 及 び25米 の;]'<. 卒線 開の地 域を包 含 す

る。

c  ｾ Ｇｯｩ ｾ 域 ＱＱ 注 築禁 止悩 域で 、 ｬｬＡＮ ｦｉ 骨が禁 止 せられ

れ 道地 li ir llii の セーヌ河友岸 より 25米 外力 の 線

との1mの地 域を色 合 する 。

d  ｾ ｜ｩ ｾ域 ｬ ま ｮ ｯ ｮ altius  toll endi h'，，'; 域で 、Il!.紛が

糸ー止 せら れ 1: i. 在地 前面[ の セー ヌれI左 岸 より 25

米 及 び50米 外 )j の総rr. 1の地域 全 色合する。

〈ロ) iI! 楽 祭止 1仏滅 に於ては 、凡 ての建 築 が決

止 せられ る。但 し、 c 匝 域に於てが4繁 用 ポ ー

ト 世物 ｾ Ｚｾ 殺 げ る のは差支へな い

ゃっnon  altius  toll endi 悩域 に於ては 、I)I-J仁l の

ない破風 は 禁止 ぜ られる o X {!: 応:-JIl の孔 2 附

を越 えさ' る 建 築物のみ; 許可ぜ られる 。法 築 物

x  9 0  

の ｾ ｪ さは Ｙ 米を越えではならな ｌ 、 。 建築物聞

には 、 セ ｻ ヌ ￬ｬ ＧＮｦ ｬ こ平行に Ｓ Ｐ 米 以 ｬ 二 の ｉｬｾ Ｑ 隔 が 存

するこ とを要する 。

( = )  セー ヌrl' . f 及びサン ・ぜんマン選 1也|首! の地

域 で 、上 記 a，b， c， d  凶 i成以外のもお:: mに1たて

ば、1I M}) !J (土宅2Jr. ぴj足立長期懲築物の外は建築を

禁止する 。而l してこれ等個別 住宅 及 びt込書長期

建築物ｻ立 、 ｾｾ 地 より セ ー ヌ 河 に至る ｩ￭ ｩｬＱＮ線より

l 米 以 ヒド) j に花 るこ とを? 要する 。

( ホ) Ｑ Ｙ Ｑ Ｐ ｻ Ｑ 三 ｾ， )J  20 Il の法 律 に基 き、 サン ・ぜ

ルマ ン選 J也}ii j J;;nのj民竹取締レIJ; 域 を 定めれ る 19

31年 9 )]2011 の セ ー ヌ ・エ ・オ ワズ勝令を確

認する。

C ， γ ルリ公園 に於げる Jit観保 後

a， --.，. ノレリ公園 '11 ｾ たイ ｅＡ ｲｌの縦 刺 ｬ の爾 ￟ｬｬ ｪ に 亘 る 悩

!l 500米 のJ色ゆ ( 公 凶 よ りサン クル ー・ シャ

ンプノレシ一日t- .:li 向i!VJ市 道 路に至 る〉を? 述 築 禁

止 ＺｾＧ Ｂ ￼ 成 とする 。向 、 こ の 外公園附近 の 地 域若

干を述 築 紫l H'"dJ 品と する 。

｢ Ｎ 公園 の 必 ｦ ＱＴ Ｑ より 、 幽 ［ 丘 Ｇｕｾ ＱＸＴ 誠 路線に ｾ る間

公 図 '1' ｾ 丸イヒ 切 の 縦 ｩ ｬ Ａ ｉｕ の 雨 ￟ｬｬ ｪ に 瓦 る幅員 ＵＰＰ 米

の地 妙及 び公 図 附近の地 域 若干 {e non altius  

toll endi ｾ，ｻ 域と する 。 この以域内に於げる慨

;fi J制 限 は 、 I!I "' .:r.. /L- サイユ に至 る大運河のi止観

保Ｚｲ ｭ のＺｧＧＨの ｢ 放 の ｪｾ れ に 閃じでみ る 。

ｄ Ｎ ムド ‘ン公聞に ｪ 冷げ る 公 費ｾ 保護

a.  公 困地域に一定のk : l l ・努まさ止 悩 域 が 設定せ ら

れ る。

b.  21聞の non altius  toll cndi  ｾ，ｻ戚が設泡せ ら れ

る。

( イ) ｽ￬ ｾ＠ 1の non altius  toll endi  ｾ Ｇ， ｉ［ 域 は 、 株

; 包の ム 1，" ン公1m地域全色合し 、城附に誕す・

る道路よ り眺め? こ るイ シ- !kぴ タラマ { ノレ

)j  iluへの展 望の保泌を目 的と する 。

(ロ ) ?u  2 の non alti us toll endi 悩 域は公 園

の l有)j 約 300，* に立 るグ ラマーノレ地域{ e 色

合 する。



以上 2 つの non altius toll endi 悩域に於げる de  la  prespu'il e  de  Gennevi lli ers  pour  le  servi ce  pu 

十地利制限は、 17" エノレサイユに至る火、運河の景 blic de I' cau) を組 織 し1:
0

;J t の他待許水道合祉に

在日保鴇の ｭ｢ の放のｾｾれと閃械でめる ｯ は、 リオ ネズ上水道及び 寵 燈合刑: ( Compagnie  

E . ソー公図大混河の景観保誕 L yonnaise des Eaux et  de  I' Ecl airage) 外多数あり

大運河の雨洋より各85米の線、北 は公園の終 端 而して ｾｾの給 水 を 受りてゐる市町村は 、 七記のも

南は図滋第 186放路線より 100米離れれ る線に のを除〈外、市町村組合を構成してゐない。

より ｾｬ 劃 され＿二 地域を建築禁止隠域とする 。 以上各単位の l二水道機構1mには 、最近に至るま

第 6歎 公 企 業 で何等泌絡がなかっ? こが 、 1929.'. 1"- に至1 ) ，-l: ーヌ

公企業の調型車は人 [-1 の再分布に統接な跡Ji系を持 阪 の Ｑ ＧｩＮ用で 、 パ リ ｔ 打 、 上水道統 ｾ ｴ￮ リ合 最士 、 バ リ 市郊

ってゐるが 、之には事業の攻頁及び披援とパリ地 外上水道合祉の 3 主要水道和j のillb絡成 h、l必要ゐ

方に於げる 一般的再組織との 2 つの問題がめり 、 る場合はH に補給し合ふことになっ? 二。然 し 盆 #

而してこ の 2 問題は五にう応援な附係念特ってゐ る Ｎｦｦ ｲ 加する上 ＷＩ ，のｾ要に主主し Ｎ か〉る協 定を 以 て之

公企業統 1&IJ の必要の最も緊切 なのは 、パ リ地方 の に惚守ることは困難となったので 、胸係者は屡々

'1
' 心部 に於ていめる 。パ リ地方 の周 設部 に於て は

令官義を聞き 、叉 セーヌ燃は調査官li i : ' 待殺して解決

市町村;1'1遊又は 2. 3隣接市町村の協定に 依 って 閃 方法を考究しれ結果 、 ロロ ール河郊谷水 引 水言十遊

題を解決し得る場合が多L 、。 が作成せられ 、問題は一腹 解決 すること〉な つれ

A  上 水 ‘  ロ ワーノレ河要柱谷水引7kil' f llf に関する事項を? 摘記

パ リ'f ¥1 は幾多の導7 / ( 管及び 2 大総泊施設を右し して見ると次の様な ものでめ る。

自治的に上水道を経倍してゐ るカ; ( バ リr! J 'は 5 ケ l・ ロワ ーノレ河mt 谷より パ リに引7 k ぜんとする

月Ij'の上7k 4 源全治ーしてゐて 、 1 n約 i00 ，'l:¥ ｾￔ ｪ 米 企ては 、ノレイ 14 1即時代に をまし 、Haussmann( ナ

の* 守秘 過、殺ー的してゐる o : Zセ ーヌ初々 7kの 3 ポ レオン 3 '1住l時代に ノ門市大攻迭をし7二時の

分の l はノ J リ地方の上7kl こ供給 されてゐる〉か〉 セー ヌ燃知事〉 に依り 言十覧さ れにこと もめる

ることはノリ地方で は寧ろ異例で 、 七ーヌ燃に於 後 パ リTli 合 ( Conseil Municipal  de Pari s) が

て、湖立の ヒ7 M包i設を 有する市町村は、バ リ市 の Ｑ ＸＸＰ ＮＧＮ ＱＢＭより Ｑ Ｙ ＱＱ ｾ Ｑ 三 に 亘って 、 共の言 十 草案を作

外にはサン ・モ ーノレめ るの みでめる。バ リ地方に I，x， し、之が現在の言「主の基礎となってゐ る。

色合せ らる〉セ ーヌ ・エ ・オワズ I1係及び セーヌ ・ 2・ ロワ ーノレ河航行 業者は初め 、航行困難とな

ェ ・7 ノレヌ 11採市町村の大部分{ 主 、セ ー ヌ般に J於げ るを理由 とし て この引7 k; 汁査に反主主しにか、

ると同 じく 、待許上水道令祉 より 給 水せ られてゐ 渇水時に備へる 1: め、 グイルレ λ トに大貯ノk

る。例へばヒ水道統 帝IJ 合i i d: ( Compagni e  Ge n{' .rale .  i l l l ，i ? 絞りること、なつれので 、航行業者は去n

des ｆ｡ｵｸ Ｉ は 、 バ リ市 郊外の Ｑ ｾＮｏｬｮ 町村に給水 し って利金ぞ受げ ること h なつ1: 。 この貯水池，

て居 り 、 こ の ｉ ｾＮｏ 市町村 ι ｛ Ｑ 138市町村はパ リ市郊 の最大貯水能力 1: 1 2 館、 2 ニfT: ¥立方米で 、 ロワ

外市町村ヒ水道組合 ( Syndi cat des communes  de  _ ル河の府水時には貯水し 、沿7k時に は 、毎

la  Banli eue  de  Par is  pour  les Eaux ) を7組織して ゐ 秒20乃至30立方米の制合で日:JM) III こ放水する

るo叉ノ J リ市郊外上水道合批 ( Ca mpagni e des Eaux 3. 1931&1"- 4  J lロ ワーノレ際合は本 計E症を承認し

de  b叫問 de Pa川 は10市町村に給水 して舟 り Ｑ ＹＳ Ｑ ｾ け ［ｮｬ 日 の大統領令は本計笠 に付き公

rfo して これ等市町村は 、上水道に除] し最近ぜヌグ 主主宣言 をなしれ。 5 11三乃玄 7 61三の綴i質事業ーで

イ リエ上水道el i i町村組合 CSyndi cat des Commues  める。
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4. ヌグエノレよりヂアンに至るロワ ーノレ河 流 域 が自然の地形と一致せ 5 る限り 、財政英の他の方

80将官余を調査しれ結果 、 fri J :f，i i谷( ま不惨遜性粘 菌の障害 {t>瞥〈除外する と し て い 技 術 的 に 見 て

土! 菅の上1こ厚さ 10* の沖積T(bが堆積して居り 不 i街足な るを免れなし、 。之等の理由 に因り 、 セー

その秒、の中に 、 ロワール河及び共の雨ullJ の圧 ヌ阪に jたでは 、阪に 191仕組の終頃に於て 、パ リ市

険より浸入せる水が保有されてゐることが州 全ｼ余〈限内の主要ド Ｗｍｾ ｪ を設定し 、 又 ＱＹＰＱ Ｕｰ パ リ

明し? 二。 このノk は7]'(' ，従よ〈 、人工的に減過せ 市郊外ドノ ｫ の滞化に ｉｾ ト ｬ しバリ市と協定を結び 、 焦

宇して直に( ，0，用に供し得る。 眉の必要にfif へにのでめ るが 、何 分 にも パ リ市 の

言十査に 依る絵ノk能 力 は、 1  ¥] ＱＰＰ ｩ￬ｾ パ Ｇ｣ｊ ｪ 米〈毎 ｾＪ施設と ＵＩＱ Ｑ f国の百十輩でめつれにめ 、事態の根本

秒 12立方米〉でゐる。 的解決と は吉へなかっ? こ。か〈して主主 に、 セ { ヌ

5. 集Ｊｬｦｵ，は 、 ロワ ー ノ ｾｍ 左 岸 ＵＳ 粁に 丙Ｎって設 燃全地域に亘る統制約下水計霊念講す，ること、な

げられ直笹 4.5米のコンク リート管 で 、 自然 り1928{1三セ ー ヌ駁曾CConseil Gene、ral de  la  S eine)  

の勾百日に依りパリ地方に iきられる o (士之に附する，v. ¥l 査畿日朝合設置しれが 、乙 の調査機

6  本音「笠に隙l し、バ リ市、 ノリ市郊外市町村 闘 の立案しれ統制的ド水計重は 、 1929年に至 IJ "1係

.1三水道組合、 ぜヌヴイルエ lづJ( 道市町村組合 総 合 ( Assembl ee D epartemental e) の承認を得? こ。

は 、パ リ地方給水聯合組合 ( Sydi eat General  而j して セーヌ ・ェ ・オワズ11係内の約 200の市町村

pour  l' al i mentati on en eau  de la R egi on Pari sie  は、地主主的にこの統制約一1、水計輩 に年官接な胸係 {t>

nne) を組織し 、 飢 J)<. 及び経費気捻の割合は 有してゐるので 、 1932年 5 ) - l セーヌ燃及びセ ー ヌ

ノJ リ市50メ 、ノマリ rn - 郊外市町村上水道組合40 ・ェ ・ォワズ燃l百l に協定が結1;( れ 、英の協定は 、

ＷＰ 、 ぜヌヴイ リ エ ｬ 二 水道市町村組合 Ｕ ＷＰ 、 ｾｬ 1934
i
l三1 Jl 1 日より効力が殺生するに至つ1: 。 こ

の他のノマ リ地方 市 町 村 5メと定められれ。 の協定に 依ると、セーヌ燃はセーヌ ・エ ・オワズ

ヒ記バ リ地方給水隊合組合の現に行ってゐる 鰍内 一定の市町村のド7R{t>無飲で排水し 、有償に

事業はロワ ーノレ務谷 J j ' ( に関するも のでめ るが て之を ｾｩ 乎化 する 、 叉セ ー ヌ ・ エ ・ オワズ験合は 、

この組合は、パリ地方に於げる上水に闘する 下水涼化事業の執行に1 *1する決定に参興する 。ー1--

一般的研究をも 共の目的の ! として舟1 ) ， !I 守 氷河化投に約する雨燃の分婚割合は 、 セ ーヌ阪市

来同地方の L*に闘しI ! ! : にー殺の開設を必要 町村及びセーヌ ・エ ・オワズ敗防f系市町村の附加

とする場金、大きな役制公演す・ること、なる 税の線、百十に依って之 {t>定める。

と思はれる。 C 田鹿 ちた

B 下 水 ノリ市( 立自ら又は: Jt の受託者の乎に 依 って 、共

パ リ 市は長い間 ［ＮＮＭ ｴｴ のド Ｗｒ ｴ ｊ￮ 立 たをＡｉｬ猫にｾ現して の ｖ ｴｨ 域内の盛挨を＿集取及ぴｾｾ旦して居る。パ リ市

刻(1:

0
而して

3l の施設は 、排水に附しては完備し 郊外の31市町村( セ ーヌ脇市町村27、セ ー ヌ ・エ

てゐれが 、T; R盟主主旦に除Iしては 、市合ゐ思猫に彪 ・オワズ! 阪市町村 4 ) は 、パ リ市 の盛挨事業受託

現し得さ' る事項 {t>包含してゐる? こめ 、飲[ 翁がゐつ 者に委託して ｊｾ の盛挨の蕗現金なきしめ 、 叉 これ

れ o バ リ市以外のセ ー ヌl阪市町村に於ては 、地 域 等市町村の或るもの及 び茶の{ 也若干の市町村は 、

行 政 組 織、財政等に闘する塊由に図り 、各市町村 ノリi ¥i と契約を結んで A の墜ちた運搬施設を利用し

がパリ市の刻1 <  l ' / l 筋にド*司工業を行ふことは不可 てゐる o Aの他のパ リ市郊外市町村は 、 自ら共の

能であっ ＱＺ 。叉近隣の 市町村が ｆＷｒ ｬＤｾ に 附 して 盛抜本業ーを経後してゐるが 、共の施行 に閲滑 を鉄

市町村組合を組織しれ 場合 に於てい組合のｉＧ ＮＭＺｾｊ ｾ 長 い てゐる L のヵ :多い。これ等市町村に於りる盛挨
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E注理方法としては、厳禁が最も遁常で 、肥料とし

て可能な努合には之を農業に利用することがゐる

最近に至り 、セーヌ阪内 の盛挨事業を統制的に

解決せんと する 機運が動いて来? こ。それは之によ

って遁常な地鮎に於げる大規模の塵決島理工答の

設置、副産物販究係f牛の改善、2藍常な衛生自力、大

規模盤挨厳禁地の関蓄を等が可能主・なるからでめる

かくして 、 1933年に至 h セーヌ鯨内の盛挨王!工

業を統制的に経後すること を燃営局に言ヰ可する法

律が制定されれ。 ( 1933年 4 月23 日の法律〉充も

各市町村がこの燃倍率業に会JJ 日すると否と は、?吉

該市町村の意向に任 されてゐる。 この法律に基き

セーヌ鱗曾は、1933年 12月30 日新膝管事業の組織

大綱を決定し 、1934年 6 月19 日の大統領令に依り

英の公金宣言を受げれが 、之に依ると 、盛挨の集

取に付ては従前遜 りとレ、墜ちた民主理念J ¥{ 系J惨事業と

して替むこと ｨ なつれ。叉バ リ市 はｾの Ｔ 墜ちた民主

理工場をセーヌ勝の利用に提供することを承諾し

れ。 この際後事業が資施せられるに至れば、限後

事業に参加するセーヌ阪市町村の盤淡路現金統制

的に賀施 する のみなら子、待}]I J契約に 依 り、官; 分

ン ・ぜんマン及びシユレ Y に至る園鍛路線

に按綴される後定でめり 、叉地下鍛第 J4放

路線と図鍛路線との接績が言十註されて居り

之が1 f 現するときは 、モンパルナス地下餓

停留場の設置が不要となり且バ リ、 シヤノレ

ツタ聞及 びヴエルサイユ 、 ソグプ ーシユ間

住民の地下餓利用 に便利となる。 叉地 下餓

第 105i ) l 路線はバ リ市近郊のオ ーλ テルリツ

ツ迄延長せられ、其. ! I &でパリ・オルレアン

餓 道合祉々線と 接娘せ られて 、ジユグイジ

ー方面住民の利告をを増進し 、地下餓第 J ｾ覚

悟線は 、ヴアンセン方面に於てバリ ・ダλ

ティ ーユ、ポヌ ーイユ線と接績される 改定

でめる。

3. 航 空

必要なる飛行場に附する言十叢は 、航 空大 臣が

作成し 、バ リ地 }J 百十笠に編入せられて居り 、

叉同地方計主主に依り其の敷地 L 官民定せられ、

( 第 3款第 J ｾ党参照〉市街 地と飛行 場 ｼ首 ｬ の連

絡方法 L議ぜ られてゐ る。

E.  英の他 の事業

の間l阪管事業に参加しな いセー ヌ阪市町村及び官 官Z氏 、ガス 、防空、防火、墓地、衛生、食料品

該4係官毒事業を利用することを? 希認するセ ーヌ ・エ 等に闘する事業にf，j ても 、J 二漣の L の と同種の問

・オ ワズ脇市町村の? 二め 、Jc の役務自? 提供するこ j尽力; ゐり 、叉この種問題は今後往々増加するでめ

と、なる左思はれる。 らうが 、之主事殆ど凡ての場合に於て 、集園の一般

D. 交 遁 的需要に廠じ件る全惚組織が必要でゐって 、市町

パ リ地方言十輩の h要目標の ! なる人口分布の泊 村に委ねるのは純粋に局地的な事項でなげ ればな

嘗なる再調型査を tt 視する 1: めには、ノマリ市と ;J cの らないといふ見解がとられてゐ る。

郊外との交惑をー府迅速且怪力な らしめ る必要が 墓 地 、パリ地方内 の若干の市町村に於ては 、進

める。 地問題は解決困難な ものとなってゐるが 、約来

1. 道路 之に付ては第 2款を? 御参l ! 育めり 1: し。 lH 孫叉( ま地方 ( ri gi on) が同事業を経位するこ

2. 銭 遁 ( 軌道会含む〉 と、なるでめらう 0 ・パ リ地方 言十君主はこの見地よ

a  ノマリ市 の地ド餓 ｬ ま延長 ＱＳＰ 粁、 ｬ ケイド ｉｏ ｌｂｾ り必要な敷地を指定し て置〈 こと、し 1: 0 ( 第

前後の乗客を漣迭してゐるが 、Jc の郊外へ 3 款第 l 獄参II 日〕

の延長線 15t; 公主主宣言台受げて j斉り 、内 3 電 気 、パ リ地j J に於ては 、地方内言者工場の合主主

路線( ま既に ) Cの修裟{ f 開始し 、 4. &寄線{ 土民 的電力消 1'( 及 び之等 i浴工らむと 7J¥:な中心との附1系

下工事中でめる。 に囚りをま憶の工程' 1 ' が貸与もされてゐる 。

b. 地 F織 と地上路線との接績が言 l' 宣されて ガ 兄、諸工場J の生産能孫自T精進せしむ る方法、

ゐる。例へ l f 地ド餓第 1 ｾ浪路線 ｬ まパ リ ｔ ｉ Ｑ 近 殊に常該命制: 舎の協力を促進せしむべ 〈努力が

郊の ロン ・ポアン治延 長 され、;J t 慮で 、サ 綴げられてゐる。( 完)
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材料及施工、柱 、梁 、床、 壁骨皇、基 礎、階段、天

井 、 隅木及 び 羽目 、 墜 市の ｻ士 ｴ 、 床面の仕上 、 ｾ

具枠 、勉 裂、防水防浪 、耐水性 、荷重の 16:i' ; 1に分

げて記述されてゐる 。記述 は計算の細部に入らす，

その方針にといめ主として設計施工の指針を輿ふ

るを目的としてゐる 。墜菌、床面の仕上及び勉裂

騒 ロ 茎 者 のjt は耳写会でゐる o

第 2 篇 燈蔓 は山田内務技師の執筆で 、風 医

C1J  Ant oni n Raymond Archi t edural  力 、波医力 、地震力、基 礎、塔部の形状、塔 昔日の

Detai l s アン ト = :Y ・レーモンF ' 氏若 昭和 13 設計及び地工の各章に分げて記注されてゐる 。計

年 4月版 、国際主主築協舎、46倍版 116頁 、かう図 、本 m"の細部については述べられないが 、我 A に{立件

容はアン ト= :Y ・レイモン ドが日本に於げる 16{1三 る所多い。

聞の窓築作品の詳細部の潟況とこれに相謝する 詳 第 3 篇 煙突及び電柱 は宮本武之輔博士の執

細 製闘を主主めにものでゐる 。建築の華社象は住居合 筆である o この煙突、電柱等[ ま建築家の方でも設

会ーとしてはゐるが木造にかぎらす'餓筋 コン ク リ - ¥'11する事が多L、o 1旦しあ ま り理論 的に は設計し な

ト迭 をも包含してゐる 。媛、屋根 、天井、在京、 :PI いゃうである ｯ 本 ｾ ｩｽ は可成り夏き材料を 日己主 主 さ れ

入口 、居間 、食堂、婆 I折、階段 、浴 室、鍛 室、支 てゐる o 温度際力度に謝してい う頁の 記述がめ

側 、門港の詳細に家具類の詳細約20頁がある 。そ る。

の手法は日本の気候風土 日本 人の風俗等によく遁 第 4筑 サイロ は鈴木浅野 セメント fi 祉 の技

合するやう考へてなされにもので 、氏 は序文にも 師の執筆で 、 設 ｾ ｉ ・計 算例 ｌ ＧｬｉＡｬＮ Ｇｍ で 、 この ［口 述の み

T he  li rst  'pri nci ple  whi ch  all gre. t  archil ecture  合参考にし て L 小規模の しのなら 枝記計算で きや

tεaches is  10 regard local  condi t i on as the  one う。

known basic  lacl or Ir o m whi ch  10 山 rl ， and C3J  最新議筋コンクリート計算法 '1' 村

10 . 110' " Ihe  structure 10  takε Ihe  mosl local  ｾｋ 市氏替 、 昭和｜Ｓ Ｑ Ｑ ＧＭ 9  Jl ｊ 恢 、 ｾ， Ｖ 版 ＹＲ 頁 、 淀 屋 借 ｪ 占

shape diclated  by  these 10c. 1  condition， IIl J仮郎、 1，1  肉、 11;本ポルト ランド‘ セ メン ト同 うた

と漣べられてゐる 。外図人へのおf介を 主 とし て 合技 師と して 、 コ Y クリ ート 、餓 筋 コ ンク リー ト

後行 されれ L ので、説明文 L 英 文のみであ るが 、 に附する 研究家 として知ら る 、rl ' 村技 師の新着で

我々とし て も、 日本の建築と 岡洋の建築 とを如何 め る。J. Mc  I-1ar dy  Y  Ollng氏のReinl orced Concrele  

に調和する かの、 よき指針となる 。本持のj }j i に[式 会経に 、土木製竹建築祭合の仕様寄与を 緋 としてモ

レイモ: Y F' 氏の下に 杉 111氏以ド 11人の 日本人の箸 〆ー ンで 簡潔 に枠かれれ俄1i! i コンクリート工芸評へ

名のめる のは英 雄主義的 でなく気持が よし 、。袋 釘 の入門司?でめ る。

む蹴ば か り の表 紙 。 民 、 序 文 等の桑 ｾ ｊｾ 等 、 ｮ 本 の 内容は 、材料 、設 li i の順序 、T 梁及び L 梁 、梁

香 がし てな つか しし、 。 の野 島Ifカ、鍛筋 コンクリ ー 卜柱 、餓 筋 コンクリー

C2J 建築及特殊構造 アル λ 俄筋 コンタ ト 片 持 式 路 唱の Ｖ Ｑ ［ｴ に 分げて ｾ ｪｏ 注されてゐ る 。 説

リート 工修講座 8 、河 野、1]1 問、宮本、鈴木民共 i児は卒J ; ' ，で計算例，] L  ｉ ｾｾｾ ［Ｚ Ｚ［ でゐ る 。

寺町一、昭和 13"p 8 月j板、菊列282頁、アノレ兄 、2，う間 ラーメ ンに約 する ;;G逃 lまな いが 、 これ は小1Ul子

貫主 l 結 建築縫澄 は河野輝 夫教俣の執筆で、 の入門特と しては致し方 ない でめら う。
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ヨンク ロート、 餓筋ヨンク リート の入門官とし る。

て 土 木 の カ に し 建 築 の7i にも役立つ' C tt でゐる。 内容は災宮線、論、園庫補助 、災害工事、災害検

C4J 建 築 工事 見 積 猪野勇一氏者、 昭和 交 、工事地行、 ri

'

間検査、成功認定の 7 j " t に分れ

13"p 6 月版、菊卵1I 137頁 、須原屋舎底、 2. 5問、 てゐる。これは土木の方面のことでめるが 、建 築

建築工事をなす iこめすこり 、その工事1Y : 凡積りの大 工事のf ，f 施にあれつての暗示合得ることピ多い。

切なること は明かで 、素人と玄人との差を見積を 兎に角土木家は天災相つぐので災害相つぎ 、工

なし得るか得な L、かでつげてゐる人がある位であ 事及び仕事の絡え聞のな いのが建築家と集 る所で

る。 叉事校出が役に 立れな いとい はれる第ーの原 ゐ ｨ 叉かくの如ｾ図庫補助の乎 績きの替が必要

因は この見積をなし得ないことにか〉ってゐる。 な所など建築家のうらやむ所でもあ る。

本容は見積の職務に従事する人{ ま勿論 、初泉者並 C6)  技 術 者 用 経 潰 準 須之内文雄氏着、昭

ぴに専問外の人にも参考となる様若はされれもの 利 131
1' '. 7 月版、菊卵1) 263頁 、工業雑誌社、 2 回、

である。 著者! 立東京地下餓道株式合枇の技師であ る。本1;11:

その }I頂序は 、建築接合の標準仕様惜の項白に従 は技術者に経済的常識を輿へる 1: め経理耳の 一般事

ひ、仮設工事より屋根n工事に及んでゐる o ｾ頁 ｯ 簡明に数表 ｯ 交へて説明しれものであ る 。内

時償は皇替動 lまげしいといふ理由でこの氾殺を省 容はｊｩｊｲ謂経済原論に経主主祭の一端ｾ帯主加へ＿こ如 ｬ

略され 、 各工事の凡殺りの方法と 、 数量［ｾＱｉ Ｑ に 使 きものでゐる。即ち総論、経理署皐の基礎概念、生

はる各種材料の寸法が2日惑さ れてゐる。 産 、交易、所得、消賞、各種生産企業、産業の合

見積りの Ｇｻ Ａｽは大正 ｾ Ｑ 三 代には多く Ｚｮ されれが近時 理化の 8 ￭ｾ￭ にわかれ 、 記述は 簡明 〈教 授ノ ート 式〕

割合に少かつ1: 。本守はこの妖を補ふも1 7 ) として で中に統計図表等可成 h入ってゐる故理解しやす

有意義でめる。 い。

( 5)  災害革本 宮本武之輔氏軒、昭和 131f'. 技術家 (1ゃ、もすると綬務豊島的知識を粗末にゐ

7 月版、菊剣 176頁 、111 ｾ毎堂 出版部 、 1.2問、災 っかひやすいし 、叉原論約知識を よし特てゐても

害 Ｒ 資 本れ、 ふので 、 以前岩波書底から ｈｾ しれ防災 現賀社合の動きに この知識を遁用し件ぬ場合が多

叢替のやうな内容かと思つれら 、本告は その 内容 し、 o JI 1: I 米の技術者l立、経済的常識を把握して己が

大いに異つれ bのでめ るo 本替は地震、I' -I! 浪 、暴 継倍する技術の賀行に突進すべきでめる。

風雨等の災害の損失の園庫補助 の 刀法及 び取 扱ｾ 著者は Jf; 火に「己が技術的努力の吉区まれき' るを

述べ? 二土木行政) j iinの1!!=でゐる 。 I見守るがi に、己れの技術! J : 1 f t に経済技術の作用を

土木仔 i攻には従来数百Eの著作め b、住築行政と 努めっ、めりやを? 顧みな〈ではならない と忠 ふJ

lま比較にならぬ程府〈研究されてゐるが 、この災 と主主べてゐ る。

害に剥する図庫補助に潤する守 lま今迄凡1;'1・らなか 者 災

つれ。 この災' $ の幽庫補助には法律 、勅令 、省令

遁際、内規、申令などが ゐって 、詳細に規定 され

Ｇ｛ Ｈ ま居るが 、 被僚にＧｾ Ｍ ［Ａ［つては法令に明確な規定な

く種々の疑鮎がめ って 、 その取扱は困難が多かっ

1: 。

ヌド奮の昔: 者吉本博士{ 立 、昭和六: ，三以来この事務

にゐれられ、 その必要 に際じ ての産物がこれでめー

〔齢白録1 倣 " * の通勤車 r!，の誠物で最 L面

白かつにもの。

イ、- j荷人として 新宿 I{ I村屋主人相馬氏のバ

ン屋としての回顧談 欲へらるるJ i )j' 多大。

ロ、11Ul則定 11 記 こ れは 歯科 ｾｴ r吉海」の著者大

槻文彦氏の背ゴ| 二時代からの旋 n ，［ｾで一種の白仰で

もめる 。

共 に人生を波るに針 して大な る確信をもつれ先

輩の154 として教へられ叉讃物としても興氷多い。

前者 1rrn. 岩波後行o ｴ 走者 ＵＰ ｾ 主 ， 常 Ｑ ＱＱ 房務行。
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弘之止・ 凶

本協曾員中軍務公用者氏名

前枕護表後 lこ於 ける 本 協 合員 中の軍務公灯J 7 i ーは下記の通りであります( 周同11国)

合 員 同 問 忠 雄 君 地 方 合 員 久 保 問 秀 稔 京

伺 牧 善 弘 君 普 遁 賛 助 員 大 久 保 治 能 君

同

同

池 上 直 輝 君

垣 内 泰 雄 君

災 害 強 度 委 員 舎 ( 第 10回〉

時 8 月 24 日午後6時30分- 9時

所 産築材料陳列場} 31) 室

11' ， 席 者 委 員 長 波昔日

幹 事 黒 岡 111困

委 員 浅 野 中 井 卒 野 河 回

研究事項

時

j守f

1  f仮紳水害調査報告書の取線めをなし令長に報

告並に経質の請求手液を? とる

2 今後の話'" 戸委員報告の分は第 2 報として 10 )"J

披に掲殺を要求すること、す

都 市 計 重 委 員 舎 ( 第 !2回〉

9月I 日午後6時30分 - 9，1寺

協合倶楽部室

:n席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 亀 井

委 員 小 宮 中 井 科1悶

同

地 方 舎 員

大 久 保 信 一 君

川 上 要 君

1  9月例舎に関するイヰ

2 建築技術者需給調整に関 する 建築豊島台より回

舎の件

3  I建築態研究」印刷共他に関するイ牛

4 災害強度委員令より紳戸 ノk害調査報告並経 'tl'.

支 出方要求 のイ牛

う法ill lJ 委員令より臨時委員依濁力要求の件

6 三電線経、理事保安係長より合誌; 寄贈 )J 申越の件

7 新 名簿作 製にm1 し照合の件

8  Ｎ ［ｴｾ 籍矧 ｜￪ 入 にＡ測するイヰ

9 給仕 解1波及採用 に附する件

10 .ド牟期賀行政算に関する件

I1 n召伺 ' 4{p皮換算編成方針 に附する f斗

12 時事研究 開組のイ牛

13 合員詮 衡

報 告

1  8月分合計報告

2 鳥井捨露英氏より全園都市 問! 也令議代表11'" 市承

研究事項 l  誇

l 研究事慣に付協議し結局各委員に於て考慮の I 3 不足物資調査に附する件商工省工務局長へ回

上次回委員合に持寄ること h す |  容

11寺

所

許制h

帯主 務

9)1 5日午後61i寺- 9持

建築材料陳列話;}}.;l ]室

曾 ( 第 J7肉〉

H!I 席者 理事竹腰I o¥IJ 令長 '1' 滞品11 令長

J佐 事 清 水 欺 事

常 務 井 ヒデド: ;iLJ 中西住 日日 樋口 三 ｴ ｾ ｣

鈴木主計 総 Ｉ ｉ ｾ 主 言 ｬＧ 三 iili げ 「

姻口 編 斡 吉田編斡 棚橋編は

日誌 ｊ ｪｾ＠

x  9 6  

設 備 委 員 舎 ( 第 10回〉

11寺 9月6 1-1午後61時30分 9il 寺

I'J r  f f i : 築材料! 凍列場別室

lPl 席 者 委 只 長 柄 井

幹 事 増 井

委 員 岩 尾 岡 本

研究事項

￬ＡｾＷ Ｑ Ｈ 、 高￬ｗ ｊ ｾ 事に き刊 する有壁崩の Ｑ Ｇ ＱＺ

材 料 委 員 舎 ( 第 16回〉



時 9 月8 日午後7時 9時
l 闘策代用品大展覧舎に附する件

所 建築材料陳列努別室

1I!. 席 者 幹事 松 久 保

住 宅 委 員 曾 〈第 10回〉

委 員 秋 田 小 川 木 野 山 島 問 巡 回 1
1侍 9 月 16日午後6得30分 - 9時

協舎f具禦部室研究事項
| 所

l 木材寸法規給資行促進に附する件

2
建材代用品考案焚励に測する件

法 制 委 員 曾 〈 第 p 回〉

時 9月8 日午後6時30分 - 9時30分

所 協 合f具繁部室

出 席 者 委 員 長 玉 置

委 員 板 井 武 問 錦 岡 卒 野 松 村

研究事項

l 建築関係法規一党作成の件

災 害 想 度 委 員 舎 ( 第 I I図〕

時 9  fl 13日午後6時30分 - 8時 30分

J好 協令f具紫昔日室

:-1

1

1席 者 委 員 中 島 中 井 矢 岡 大 隅 菅

西 島 卒 野 主 主 尾

研究事項

l 兵庫県果より寄贈の阪紳水害調査替に付研究

2 協 議の結果下記事項を 10J H成に是非掲較方を

令長に要求すること

l  水害調査図

2 報告記事

材 料 委 員 舎 ( 第 17回〉

時 9 月 14日午後7時 20分 - 9痔30分

所 建築材料陳列場ZIJ 室

出席者 幹事 松 久 保 楠 瀬

委 員 小 川 木 野 山 島 周 遊 間

研究事項

木材寸法規格賀行促進に闘する件

建議案草案を木野 iJ j 委員作成すること、なる

陳 列 : 犠 幹 彦 曾 ( 第 8 回〉

時 9 月 15 日午後6時30分 一7時30分

所 産築材料陳列答}]I J室

出 席 者 幹 事 長 今 林

協議事項

幹 事 小)11 児玉

三機工業除式合元士 山口氏

西原衛生工業所 笹野氏

ｉｉｾ 席者幹事矢岡

委 員 伊 藤 小 休 玉 泣 問 中

研究事項

イ宅宅讃本原稿作成に付既刊行の讃本績にイミj 検討

常 務 曾 ( 第 J 8{P'、

時 9 月 19 日午後5蒋30分 - 7時

所 産築材料陳列復}]IJ 室

出 席 者 理 事 片 岡 合 長 竹 腰b¥IJ 舎長

中海副舎長

常 務 井 上 主 記 伊藤主記 中西主記

憐口 三ドー記 iJ l手主3日 松 井主計

吉岡編斡

議 事

1  9月例曾に関するイ牛

2 石総スレートの規格統ー に闘し工業巴規格統

ー調査曾より照合の件

3 災害強度委員合より阪市申水害第 2 報に静岡する

要求 の件

4  1(書記及給f士重宇戦顎1¥1の f牛

5 戦員員E務細則 l 部改正の件

6  I侍事研究問題のイ牛

7 合員詮衡

報 告

l 図策代用品大展覧舎に附する件

( 曾員動一一
、

，_  ，一一一

入 曾 者

地 方 曾 員

伊達 多卒君ー 岩手際宮古町築地鹿島組出張所内

特 別 賛 助 員

仙波 政 信 君 Jf.f T i & 間町石橋77 ( スレ ート製造

業〕

逗

曾 員

曾 者

9 7  x. 



飯回 稔 君 金 弁 務草寺

グト村 房 太 郎 君 市l' 谷 新 一 君

山村和失君ー i古;l lJi ｾ直夫沼

地 方 合 員

長谷川文明. r ，'

特 別 賛 助 員

古 川 信 夫 潤

杉 村祭 次 郎 君 ! 田直一方

三 t 綴宕ー| 保回戊太郎君 兵庫県系伊丹町新伊丹悔ノ :木367

111 日 吾郎宥 姫 路 市 材 木 町22 小西良一方

吉 本 政 次 郎 君 旭 庖 新 森 小 路 中 3ノ9 z

う¥C閃 光 太 郎 君 旭 民 今 扇 町61

阿 部 額 則 君 住 吉 原 北 田 透 町58

若宮位、厳君此花民江成町野田阪市申ピル( 電土

6879)  

i¥島問 訓主主君 東京市世岡谷直代岡 l ノ726

坪 内 英 雄 君 東京市赤坂区室町41

M士 原 宗 行 君 東京市豪華i灯区女部省塗築課内

利回 友吉君 松江市南関町三う

松 ド 克己君 米天大琴遜門外株式合社渦Ir州工廠

満 州房産 | 松本 英雄軍司 満州国錦州市木村土地銀座遁大林

普 遁 賛 助 員

鎌苅卯三郎表 鷺 岡 賢 太 郎 君

碑 居 韓 動

曾 員

大 森 一 太 郎 脅

内勝資忠、君

佐官民 1. 4波町4 ノ52

新京市天帝古月間 208 ノ3

株式含r u :

l付下北河内 il R 香里薗香里lft '( 大 阪

府匙築課〉

1ft 里遺 ↑専草寺

高橋工寺男君 東京市江戸川同小岩IUr 7ノ687 大

村方

地 方 倉 員

組 1115長所

、遠 山 久 君 ヌド天市餓西民南六通42 ノ7

永開庄右術門草寺 天津市株三鼠金湯三馬E普天津俄

路 周 工 務 慮 建 築 科

林 吉松君 米 天 市 住 吉 町 6 安民館内

河

f

t

、

津

川
目

今

/

向

9

3

村

ノ

町

下

玲

馴

川

街

磯

〕

郡

篠

原

社

珂

警

磨

島

町

玖

市

須

式

問

問

滋

市

株

口

附

戸

原

山

恰

一

柳

倉

君

君

君

一

治

司

宏

山

田

宵

谷

岡

井

純

川

仙

石

業

央

付

刊

中

本

ん

日

ピ

村

弘

所

山

所

l

東

張

見

殺

づ

街

山

市

胤

往

L

L

人

京

稲

川

森

同

新

波

庄

ノ

大

批

碗

紳

市

合

成

社

天

別

式

附

問

令

院

特

株

山

式

吉

J
n
小

木

骨

川

株

住

新

土

君

宵

背

一

郎

郎

健

次

三

惚

利

川

町

置

島

木

玉

ヰ

寸

jlg村 J! 寄京 市1
1奈川勝燃庶務課瞥絡f系

吉 武 者主夫21 1羽鮮2f' - i; 隠IH官〈金
11汀51 卒 採 ア パ ー

野間 illi 草寺 岡 111¥除 宇 野
:Qr字 野幼稚園慌角

特 別 賛 助 員

藤岡 正 三R IH F北河内官1¥守口町守口 109

l
的聞 広一草寺 北 原 Ift Td

、町 2 Ｈ的問司法 士 ｾ ｊｾ ｾ ｊ ｾ［ 務
井上裕太郎有 兵

j京!I孫入施町段話皐校内兵庫版傍 I

-，，，， 

I  JiJj-) 

総課 ｈ ｾ 抜 ｬＱ I  

岡橋作太郎宥 刃 Ａ ，Ｎ｜ ［ｩ 市赤坂 ｾ｜ｾｎ ｬｬ ｬｴｳ 樹町 ＱＴ

桂 川 弘11 ?tf 山! ¥境下新川郡内 111村 字 奈 川 口 電

社宅

竹谷等、治f i [1沼 金滞叶j F堤 町61 大 林 組 金J署管きた

ｊｾｲ＠

早 等 五 員JJ:/司 IH ｆｾ ，問 ｬ 町山崎 ＳＲｾ ， Ｙ

J仮 越 末 吉君 兵庫県長伊丹 lurll 帥 [¥1司r521ノ6

ド村喜三郎p ， 北 見 ft 機 崎 新地 l ノ56

野地 修左京ー 話 Ｑ ド戸市須 ｪ 筏ｾ ，［ ｾ，ｦ，Ｇｦ ｩＱ 晶 君古， Ｑ 町 ｬ ノ ｬ

ＲｦＧＭ岡正男君兵 ｊ 軍服伊丹 ｬ 町 ｛ｾｾｪ 判 ＱＺ ＶＷｾ ，

司王松 太 郎R 時' " 戸市灘悩篠原北町 l ノ173

藤 谷 茨二 郎潟 京 都市左 京 阪 H! f . ; 北図lar25

村 附 悩 ー 京 大正阪高 ｦｾ 淡町 ｉｲ ｬ ノ Ｖ［

八谷 信 雄 沼 兵 庫If接的1! l l 1ml t 吉村室/ 内 2 V
，

純

x  9 8  

普 遁 賛 助 員

-l
，

Z  正男; F I がf ド'1' 河内部縄手村横小路 128

白 井 俊 雄君 i耐州国安* 市四苦手話) 16パ

7令71' <義' 疋沼 尼崎市昭和遁 2 了回大岩組出張所

松 尾 博 之 君 旭 区 古 市 北 遁
1/ 67

竹 内 保 之君 東京市 本 Ji fi 短 吾 妻 橋 l ノ21 ( 高橋

建築事務所〉

正 問 晋Ｇ Ｉヰ 旭ｬｍｩ新ｾ 小路南 ｬ ノ ｴ ， Ｇ ， Ｙ 釆原方 ｌ 大

阪 J何建築課〉

武)1ニ 徳 松 君 北支五jij立運沼部隊本百円経理部( 降

lTi 校手〉

狭陪1 ｾｪＡￍｩ一 君 北 区 北5吉田了文化祭29披
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